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　神聖帝国オリオロン。巨大な帝国の首都ラーラベルを包む初夏の空はどこまでも青く澄すみ渡り、磨みがき上げられた白い神しん殿でんの清潔な美しさを引き立てている。

　過日の勝利を祝福するような晴天の下、神み子こ神殿正面の広間に押し寄せた群衆は満面の笑えみを浮かべていた。「魔ま族ぞく」の攻勢が激化するばかりで、暗く沈ちん殿でんしていた空気など忘れてしまったかのように、笑顔と歓かん声せいの中で勲くん章しよう授じゆ与よ式しきは滞とどこおりなく進んでいる。

　だから私も、もっと喜ばなくてはだめ。神子姫ブランシェは自分にそう言い聞かせながら、巨大な列れつ柱ちゆうの陰かげでじっと出番を待っていた。

「……さて、こたびの功労者はとにかく、功労を讃たたえてくれる御お方かたにくだくだしい紹しよう介かいなど必要ないだろう。我われらが『天てん眼がん』の神子姫、どうぞおでましあれ」

　最近体調を崩くずしがちな帝王に代わり、第一王子ギルディアス・セルヴァン・オリオロンが芝しば居いがかった口く調ちようで呼ぶ声が聞こえる。華か麗れいな軍服と優美な口ひげを愛する王子が万事この調子なのは分かっているのに、今はその大おお仰ぎようさに身が縮む思いがした。

　──やめて下さい。私にはもう、大歓声に応こたえる資格なんかないのに。

　でも、そんなことを言える訳がない。淡あわい水色の瞳ひとみを伏ふせたブランシェは、幼おさない頃からずっと自分を支えてくれている教育係の姿を脳のう裏りに思い浮かべた。

『いいですか、神子姫様』

　驚おどろくほど長いまつげに縁ふち取どられた切れ長の瞳がきらめき、形良い唇くちびるから音楽的な響ひびきを持つ美声が漏もれた。

『あなたはわたくしが育てた中でも、随ずい一いちの能力を持っておられる。大丈夫、歴代一の神子姫という肩かた書がきがあれば、たとえちょっと見た目がアレだろうが、相手が勝手に夢見てくれますから問題なしですよ』

「ありがとう、サーナキア……!!　頼みの綱の能力も落ちる一方だけど、だからこそ、最後までがんばらないといけないと言いたいのよね。あなたの教え、受け止めたわ」

　全てにおいて完かん璧ぺきと自じ負ふする教育係の言葉は、今日も頼たのもしく背中を支えてくれる。ブランシェは意を決して柱の陰から抜ぬけ出し、神殿の正面へゆっくりと進み出た。

　長い白はく銀ぎんの髪かみと淡い水色の瞳以外に目立った装そう飾しよくのない、簡素な白いドレス姿で現れた彼女を、まぶしい陽光が輝かがやかせる。広場に集つどう民衆の興奮は最高潮に達した。

「神子姫様！」

「ブランシェ様!!　相変わらず、可か憐れんな方だ……!!」

　神殿正面の大階段が広場との区切りになっている。高低差も含ふくめてかなり距きよ離りがあるはずなのに、ありがたくも夢見がちな感かん嘆たんまで、まるで耳元で叫さけばれているように聞こえた。

「……皆様、ご機き嫌げんよう。『天眼』の神子姫、ブランシェでございます」

　深々と頭を下げ、ありきたりの名乗りを行っただけで、さらに割れんばかりの大歓声が上がる。それだけ人々が勝利に飢うえていたということだ。罪悪感がいや増したが、少し離れた柱の陰で待たい機きしているサーナキアの教えを守り、ちゃんと笑っていなければ。

　オリオロンの誇ほこる「天眼」能力者、神子姫ブランシェとして人々の前に出られるのはこれが最後かもしれない。ならばお役御ご免めんとなるその日まで、義務を全まつとうするのみ。

「さあ神子姫様、こちらを彼に」

　きゅっと唇を結んだブランシェに、司会進行役を務つとめるギルディアスが赤い布張りの台座と、そこに置かれた金色の勲章を渡す。しっかりと受け取ったブランシェは、深呼吸してから本日の主役に微笑ほほえみかけた。

「あなたが救国の英えい雄ゆう、今回の大勝利を指揮したレイヴン・グレイドル様ですね」

　やや長い黒髪をきれいにオールバックにした長身の青年が、切れ長の緑の瞳でブランシェを見つめ返してくる。めったに神殿から出ないブランシェとは対照的に、日焼けした浅黒い肌はだは生気にあふれた野生の獣けものを思わせた。

　三十代半なかばのギルディアスと比べると、かなり若い。二十三だと聞いた気がするが、きっちり着込んだ軍服の胸にずらりと勲章が並んでいるのと、やけにきつい眼まな差ざしのせいでもう少し年上にも見えた。

　神聖オリオロンが擁ようする聖せい界かい騎き士し団だん員いんのひとりであり、団全体で五人しかいない司令官という重職にある青年だ。騎士団長は帝王が兼けん任にんしていることや、他の司令官は実際の戦せん闘とうに参加しない高位の貴族であることを考えると、前線の最高責任者に近い。

　そして、もしかすると若じやつ干かん耳が遠いのかもしれない。歓声がうるさくてよく聞こえないのかもしれないが、ブランシェが名前を呼んでも、彼はじっと立っているだけなのだ。

「あ、あの……グレイドル様、ですよね？　これぐらいの大きさの声で、聞こえますでしょうか？」

　先ほどよりやや大きな声で呼びかけると、レイヴンはやっと応じてくれた。

「……ああ」

　本当にひと言だけだったが、深みのある、印象的な低い声は耳に残った。しかしブランシェを見つめる眼差しは鋭するどくなる一方だ。

　物言いたげな緑の瞳の求めを察し、ブランシェは急いで会え釈しやくする。

「申し遅おくれました、私は神子姫ブランシェと申します。聖界騎士団の皆様にはいつもお世話になっておりますのに、顔を合わせてお話しするのは初めてですものね。ご挨あい拶さつが遅れまして、大変失礼いたしました！」

　観衆に向かっては名乗ったが、彼個人に対してきちんと挨拶することを忘れていた。世間知らずを早く治さないといけない、とブランシェはひそかに自分を戒いましめる。

「……はっ。噂うわさどおりの、箱入りだな。自分が故意に無視されるなんて、思ってもみない訳だ」

　ところがレイヴンは小こ馬ば鹿かにするように鼻を鳴らすなり、きれいに撫なでつけられた自分の前髪をぐしゃぐしゃと乱し始めたではないか。

「ったく、面倒くせえ格かつ好こうさせやがって」

　呆あつ気けに取られているブランシェをよそに、ぼやきながら無む造ぞう作さに前髪を下ろした彼はさっきより少し若く見えた。ただし、その眼光は最も早はや険悪といって差し支つかえない。

　サーナキア以外の異性と触ふれ合うことは皆かい無むと言っていいブランシェである。たまにそういった機会があっても、彼女はオリオロンを守護する「天眼」の神子姫。多少不ぶ躾しつけな視線を浴あびようとも、ここまで真正直な敵意を向けられることはなかった。

　だが今、レイヴンは明らかにブランシェを睨にらんでいる。そしてブランシェには、レイヴンに敵意を向けられる心当たりがあった。

「心配しなくても、あんたのことを俺が知らない訳がないだろ。なあ、役立たずの神子姫様。あんたの失敗から眼を逸そらすために、俺はこんな茶番に引っ張り出されたんだからな」

「──……!!」

　予想どおりの言葉が、予想以上の強さで胸を刺さし貫つらぬく。

　無論レイヴンも、自分が放った爆ばく弾だんの危険さは分かっているのだろう。その声はブランシェとギルディアス以外に聞こえる大きさではなかったが、楽観視もできない。

「グレイドル、やめろ。暴動を起こしたいのか……！」

　雲行きの変化を悟さとったギルディアスが、押し殺した声で彼を叱しかりつけた。

　とはいえレイヴンは本日の主役であり、しかもその言葉は言いがかりではない。詰つめかけた観衆が暴徒に変わる可能性を考えると、うかつに止めることもできない様子だ。

　レイヴンも、ギルディアスがこの場で強い態度に出にくいことは分かっているのだろう。冷さめた眼で彼を一いち瞥べつすると、より強い軽けい蔑べつを込めてブランシェの全身を眺ながめ回す。

「ふん、なるほどね……見た目は申し分ないが、神子姫サマの価値はあくまで『天眼』だ。『魔族』の接近が分からないんじゃ、あんたはただの、きれいなお人形さんに過ぎない」

　さらに深く、胸に見えない矢が突き立った。付け足しのような褒ほめ言葉が、余計に痛い。

「魔族」とは、人ならざる能力を持つ怪かい物ぶつたちの総称である。容姿や能力は様々で、吸きゆう血けつ鬼きや人じん狼ろうといった種族名もあるが、好んで人間を襲おそうことだけは共通していた。

　オリオロンもかつては「魔族」に怯おびえる小国のひとつだったが、ある時「魔族」の存在と接近を感知する「天眼」と呼ばれる力を持つ神子姫が現れた。彼女の力により人類は、一方的に虐ぎやく殺さつされる獲え物ものから、「魔族」と対等以上に戦える存在へと進化したのだ。同時に神子姫を擁するオリオロン自体の国力も増し、周辺国家を併へい吞どんした一大帝国となった。

　だが、当代神子姫であるブランシェの「天眼」には異変が起きていた。そのために「魔族」の検知が難しくなり、オリオロンが誇る聖界騎士団の出動が遅れて何度も大だい惨さん事じになりかけたのだ。

「も……申し訳、ありません、グレイドル様」

　状況がおかしいと気付き始めたのだろう。ざわめく観衆の視線を感じながら、ブランシェはか細い声を絞しぼり出す。

「聖界騎士団の皆様に、大変なご迷めい惑わくをかけていることは承知しております。特に今回は、グレイドル様が機転を利きかせて下さらなかったら、無む辜この民がどれだけ傷ついたか……あの、ですから……これを」

　レイヴンの名前が彫ほられた純金のメダルに、紫の房ふさ飾かざりがついた華麗な勲章。せめてと台座ごと差し出せば、レイヴンも台座ごと受け取ってくれた。

　次の瞬しゆん間かん、硬かたいものが神殿の床ゆかの上で跳はね、観衆が一ひと際きわ大きくどよめく。

　レイヴンが、いったん受け取った台座と勲章を投げ捨てたのだ。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態のブランシェの反応を楽しむように、彼は続けて胸を飾る勲章にも手をかけた。金やら銀やら宝石やら、形も贈おくられた理由も様々な勲章が、次々と白い床の上に投げ出されていく。
















「言っておくが、金ならとにかく、俺はこれ以上食えもしない勲章なんぞいらねえんだ。『聖せい別べつ』された銀ならまだしも、こんなもん『魔族』相手じゃ弾たま除よけにもなりゃしねえよ」

　ついでにきっちり留めつけられた上着の前を開き、日焼けした胸元を露ろ出しゆつして「この暑いのに、よくもそこまで着込んでいられるな」とギルディアスをからかう始末だ。

「……グレイドル、放言を控ひかえろ。貴様がここまで出世できたのは、自分ひとりの能力とうぬぼれているな」

　ギルディアスも、そろそろ優ゆう雅がな王子様でいるのが限界のようである。口ひげの先をさかんにひねる彼を、レイヴンもからかうのをやめて苦い眼で見つめた。

「情勢といくつかの偶ぐう然ぜんの結果、そんなことぐらいは分かっているさ、ギルディアス殿でん下か。だが、この姫さんに代わる分かりやすい偶ぐう像ぞうを求め、野や蛮ばん人じんだなんだと散々見下してきた俺を英雄として扱あつかったのは、あんたたちの都つ合ごうだろう？」

　ブランシェに向かって軽くあごをしゃくってみせたレイヴンは、ここぞとばかりに語気を強めた。野性味の強い顔立ちが、一層すごみを増す。

「とにかく俺は地位も名めい誉よも、もういらねえ。ただ、俺自身と俺の部下の血が、これ以上流れるのが我が慢まんならねえだけだ」

　一見傲ごう慢まんな態度ではあるが、そこにある切実さをブランシェは正しく汲くみ取った。

　分かっている。彼らが無用な血を流しているのは、自分のせいなのだ。

「勲章授与式なんぞで目くらましをしている暇ひまがあったら、いいかげん姫さんの能力が落ちていることを正式に公表しろよ。そもそも『天眼』がまともに働いていれば、あんな大だい規き模ぼな戦闘にならなかったはずだぜ。たまたま俺たちの隊が近くにいたからよかったが、このままじゃ被ひ害がいが広がる一方だ」

　どうやらレイヴンは、これが言いたくて目くらましに過ぎないと分かっている勲章授与式に出席したのだろう。髪型も服ふく装そうも、言われたとおりに整えて。

　彼の言い分はブランシェにも分かるが、そうできない事情があるのだ。気持ちを落ち着かせるためもあり、とりあえず床に転がった勲章を拾い集める。

　金銭を持った記き憶おくは薄うすく、神殿に来てからは自分で買い物をしたこともないので値段は分からないが、漠ばく然ぜんと「高い」「血税で作られたもの」「すごく高い」ことぐらいは分かっている。当とう惑わくした様子でこちらを見ている民の懐ふところから出た金で作られたものを、彼らの前に無む惨ざんな姿で放り出しておく訳にはいかない。

　自分の暴挙の後始末をするブランシェに気付いたレイヴンの表情に、かすかに苦いものが交まじる。全てを拾い上げ、転がった台座の上に集め終えたブランシェが再び顔を上げる前には、さっと冷たい表情に戻もどっていたが。

「……申し訳ありません、グレイドル様。公表は、まだできません」

　サーナキア、私に力を。そう念じながらブランシェは、レイヴンの眼をしっかりと見た。神子姫様、とギルディアスが驚いたように声をかけてくるが、思いきって続ける。

「役立たずの神子姫などより、あなたのほうが何万倍もオリオロンに必要であることは私も分かっております。でも……まだ、私に代わる神子姫は現れていない。今しばらくは、冴さえない神子姫でも必要なのです」

　神子姫の力は、いつかは必ず衰おとろえる。代替わりはいずれ行われるものだが、現在は次代の候補も存在していない。

　歴代随一と言われたブランシェの能力低下だけでも衝しよう撃げきなのに、次の神子姫がいないとなれば、大おお騒さわぎになるのは必ひつ定じよう。その激げき震しんは、帝国全土に波は及きゆうする可能性がある。

　だからたとえ、レイヴンに重い責任を押しつけるばかりだと分かっていても……こう頼まざるを得ないのだ。

「ですから、お願いします。何を差し上げれば、あなたと、あなたの部下の方々は……これからもこの国のために、……血を流して、戦って下さいますか」

「──なんだと？」

　身勝手な願いを紡つむいだ途と端たん、レイヴンの全身から殺気に近い怒いかりがほとばしった。

「見た目にそぐわず、いい度胸じゃねえか、姫さん。可憐な偶像、ただの『魔族』探知機かと思っていたが……あんたもある程度、今の状況が分かっていて口をつぐんできた訳だ」

　先ほどまでの露ろ骨こつな敵意でさえ、今思えば幾いくばくかの手心が加えられていたのだろう。射い貫ぬくような視線は、本能的な恐きよう怖ふさえ感じさせた。

　だが、ここで引くことはできない。震ふるえを押し殺し、ひたむきにレイヴンを見つめる。

「……そうです。オリオロンを守護することが、初代の神子姫より伝わる私の役目ですから。ですから今一度、お願いします。どうかこれからも、あなたたちの力を貸して下さい」

　深々と頭を下げ、ゆっくりと上げる一連のしぐさを、レイヴンもまた凝ぎよう視ししているのを感じる。自分が初代の神子姫ほどに美しければ「イロジカケ」なる必殺技も使えるだろうに、サーナキアから「あなたには無理です」と断言されている以上、真しん摯しに訴うつたえるしかない。

「地位もお金も必要ないということですが、他にほしい物をおっしゃっていただければ、できるだけのことはします！　ですから、せめてこの場は穏おん便びんに収めて下さい……!!　今ここで暴動などが起きれば、傷つくのは私やあなたが守るべき、罪もない人々なのです」

　それはきっと、レイヴンの本意ではないはずだ。

　と、懸けん命めいな訴えをしばし無言で聞いていた彼の口の端はしが歪ゆがんだ。

「──綺き麗れい事ごとも堂に入っているな、さすが神子姫様。人のために働いても、何もいいことなんかないっていうのに」

　懐なつかしむような、憎にくむような複雑な眼をしたレイヴンが意味深長に笑う。

「なら、あんたの持ち物からひとつ、ほしいものがある」

「えっ、本当ですか!?　そんなものでよろしければ、いくらでも差し上げます!!　ただ、生あい憎にくと私が自由にできる私物はとても少ないのですが……ええと、いただきもののお菓か子しなどでしたら、後で部屋に来ていただければ……」

「分かってるんだろう？　とぼけるなよ」

　強い指先が腕うでを摑つかむ。あっと思った時には、厚い胸板がすぐそこにあった。

　レイヴンの顔は、それ以上に近い。

「騎士を奮ふるい立たせるのは、清らかなお姫様の口づけと相場が決まってる」

　皮肉っぽく笑う唇も、近い。近すぎる。さすがのギルディアスも、レイヴンがここまでやるとは思っていなかったらしく、とっさの制止もできない様子だ。

「……きゃ、あ、あああああーっ!!」

　半ば無意識に、ブランシェは手を振り上げていた。

　まずいと思っても遅おそい。手刀から平手打ちへの変更はできたが、そこまでだ。このままでは大観衆の前で、救国の英雄をひっぱたいてしまう……!!

　しかし、ブランシェの手はいきなり強い力で摑み取られた。

　少しは意外だったのか、かすかに眉まゆ根ねを寄せたレイヴンが、彼女の手首を摑んでいたのだ。

「神殿に引きこもっているだけかと思ったら、案外いい動きじゃないか」

　本気で感心しているらしい。顔を合わせて以来初めて、レイヴンは笑顔らしきものを見せた。

「だが、救国の英雄らしい俺には通用しないぜ」

　その表情は、また皮肉に傾かたむいた。彼の顔がさらに近寄ってくる。

　このままでは。

　神子姫としての、資格が。

「……こ、こここここ、来ないでーっっっ!!」

　真まっ青さおになって叫んだ瞬間、なぜか眼まな裏うらにサーナキアの輝かしい笑顔が蘇よみがえった。同時に、自分の靴くつのつま先が見えた。

「えっ？」

　間抜けな声がしんと静まり返った広場に響き、直後に上がったどよめきでかき消される。

　気がつけばブランシェは思いきり右足を振り上げ、レイヴンの左ひだり脇わきに渾こん身しんの回し蹴げりを決めていた。
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　大混乱の中幕を閉じた勲くん章しよう授じゆ与よ式しきから、半月余り経たった昼下がりのことだった。

「いやあ、先日は実にすばらしい蹴けりでしたね!!」

　神み子こ神しん殿でんの奥にある神子姫の私室にて、朗ほがらかな声がブランシェに語りかけてくる。

「少々容姿は冴さえないとはいえ、さすがわたくしが育てた神子姫様です！　このサーナキア、これほどあなたを誇ほこりに思ったことはありません」

　腰こしまである金きん髪ぱつと、同色の長いまつげを持つ絶世の美青年だ。ブランシェ同様飾かざり気のない白い長ちよう衣いに身を包んでいるが、自他共に認める美しさは全く損そこなわれていない。調度品の少ない、清潔な室内であることを割り引いても、彼の存在は際きわだっている。

　ただし薔ば薇らに棘とげがあるように、その美には数滴の毒が含まれている。それも含ふくめて見る者を惹ひきつけてやまない、彼はそういう存在だった。

「……もう言わないで、サーナキア」

　彼の声を聞いた途と端たん、鏡台に突っ伏ぷしてしまったブランシェに、神子姫の教育係であるサーナキアは笑顔で追い打ちをかける。

「いやいや、これが言わずにおれますか。手刀から平手打ち、それが通じないとみるや華か麗れいなる回し蹴り!!　授与式の主役、救国の英えい雄ゆうが、吹き飛ばされて大階段をごろごろ転がり落ちる!!　なんとすばらしい見世物でしょうか!!」

「サーナキア、言わないでって言ってるでしょう!?　わ、私だって、まだひっそり手刀で沈しずめたほうがましだったって、ずっと反省してるんだから……！」

　毎日毎日、ひどい時には日に数度も同じことを言われ続けているのだ。さすがにむっとしたブランシェが大声を出すと、サーナキアはぴたりと押し黙だまった。

　表情を失った白い顔の中、切れ長の瞳ひとみの縁ふちにきらめきが生じた。朝あさ露つゆのように輝かがやく涙を浮かべた彼は、よよとその場に泣き崩くずれる。

「ひどいです、神子姫様……」

　無む惨ざんに踏ふみにじられた花のごとき、倒とう錯さく的てきな色気を振りまきながらサーナキアは切々と訴うつたえた。レイヴンと同程度の長身であることが、なおさら妖あやしい雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

「わたくしはただ、わたくしが一いつ生しよう懸けん命めいお育てした神子姫様が、ご自身の純じゆん潔けつを守るためにご立派に戦われたと……そのことが嬉うれしい、ただそれだけで……!!」

「ご、ごめんなさい、サーナキア！」

　慌あわてて駆かけ寄ってきたブランシェによく見える角度で、涙が零こぼれ落ちる。

「それほど容色に恵まれていないとはいえ、一応神子姫であり、十五歳のうら若き乙女おとめの唇くちびるが、あのような野や蛮ばん人じんに汚けがされずに済んだ……わたくしは、それが嬉しくて……うう」

　はらはらと涙を零すサーナキアに、ブランシェは懸命に頼たのんだ。

「分かってるわ、あなたがいつも私のことを想ってくれていることは分かっているから、どうか泣きやんで!!」

「ちょろい」

「え？」

「いえ、なんでもございません……お分かりいただけて嬉しいですよ……」

　仰ぎよう々ぎようしくつぶやきながら白い指先で目め尻じりを拭ぬぐえば、涙の痕こん跡せきはきれいに消えた。

「ええ、分かっているわ。時々何を言っているのかよく分からないことはあるけど、あなたが本当に私を愛してくれていることだけは、伝わってくるから……だから泣かないで。あなたが悲しんでいると、私も悲しくなるの」

　彼が泣きやんでくれたことにほっとしながら、ブランシェは微笑ほほえむ。サーナキアも「さすがわたくしが育てた神子姫様、ちょろいだけではない」と意味深長に笑ってくれた。

「でも、グレイドル様のことを野蛮人などと言わないで。あの方は……私なんかよりたくさんの人々を救ってきた、英雄なのだから」

　散々馬ば鹿かにされた挙あげ句く、口づけまでされかけたが、誓ちかってブランシェに彼への悪意はない。つい回し蹴りを決めてしまったのは、「神子姫は異性と触ふれ合ったりしないもの、ただしわたくしは性別などという概がい念ねんに縛しばられておりませんので除外します」という教育係の教えが骨ほね身みに染しみていただけである。

「とんでもありません。あなたの『天てん眼がん』が及およぶ範はん囲いを考えれば、神子姫様が救った人間のほうが多いですよ」

「……今まではそうかもしれないわ。でも、もう、私の力は……」

　うなだれるブランシェを、サーナキアは思わぬ方向から慰なぐさめ始めた。

「いえ、あの男にもう人は救えませんよ。なぜならあいつは、神子姫様の回し蹴りを食らってからしばらくして、自分の部下たちを煽あおり立てて反乱を起こしたのですから」

「……え？」

　救国の英雄が、式典の最中に突然体調不良となった。表向きはそう報じられ、強制終了となった授与式後、ブランシェはレイヴンに丁てい寧ねいな謝罪の手紙と見舞いの品を贈おくった。

　しかし彼からの返答はなく、その心情は大変よく分かる。これ以上印象を悪くしたくもなかったので、あざは消えただろうかと時折思い出すぐらいだった。

　だが、あのレイヴンが反乱を起こした？

「ああ、でもご心配なく。すぐに取り押さえられまして、首しゆ謀ぼう格かくの人間は全員処刑されました。これが天の采さい配はいというやつですね」

「……噓うそ」

　考えるより先に、ぽろりと口から言葉が飛び出した。

「そんな方では、なかったわ」

「おや、そうですか？　王家とあなた様から贈られた勲章を投げ捨てた上に、神子姫様の懸命な訴えに対し、恥はじ知らずな振る舞いで応じたような男ではないですか」

「……確かに、私や王家に対してはあまり紳しん士し的てきとは言えなかったかもしれない。でも」

　いつになく強情なブランシェに、サーナキアは困ったように笑いかける。

「あなたは世間知らずでいらっしゃるから……どうせ『あの方は、部下の血を流すことを嫌いやがる方だったもの。部下を巻き込むことが分かっていて、そんなことをするはずがないわ』と言いたいのでしょう？」

「……どうして分かったの？」

　まるで心を読んだように、一言一句、裏声まで駆く使ししてぴったり正解だ。驚おどろくブランシェに、サーナキアは声をひそめて続ける。

「ですがね、神子姫様。実はあの男は、『魔ま族ぞく』……吸きゆう血けつ鬼きだったそうなんです」

　絶句したブランシェの脳のう裏りに、サーナキアに叩たたき込まれた知識が浮かぶ。

　吸血鬼。「魔族」の中でも上位に当たるその存在は、人の生き血をすすり、時には吸血によって仲間を増やす厄やつ介かいな怪かい物ぶつだ。弱点は多いが、強力な能力も数多く持っているため、出現を感知したら最速で騎き士し団だんに知らせる必要がある。

「し、司令官にまでなった方が『魔族』だと、今まで誰だれも分からなかったの……？」

「吸血鬼は能力の個体差が激しいですし、特異な術を使う者もいますからね。そもそも、普通の人間には人型の『魔族』と人間の区別はつきません。だからこそ、神子姫様のお力が貴重なのではないですか。もっとも今回は、残念ながら検知できなかったようですが」

　確かに、唇を奪うばわれそうな距きよ離りまで近づいても、レイヴンの正体が摑つかめなかったということになる。

「本当に、私の『天眼』は、もうだめね……サーナキア、一度試してみたいのだけど、いい？」

「ええ、でもあまり無茶をなさらないように。最近は『魔族』の襲しゆう撃げき頻ひん度ども下がっているようではありますが、騎士団から緊きん急きゆう要よう請せいが入る可能性もありますので、余力は残しておいて下さいね」

　サーナキアに了りよう承しようを取った上で、ブランシェは瞳を閉じて意識を集中させた。

　──たちまち視界が狭せばまり、サーナキアの美び貌ぼうさえ色を失った。同時に彼の声も聞こえなくなる。神子神殿のあちこちに飾られた花の香りや、足元の床の感覚さえ消えて……一時的に消失した五感とは別の知覚で、世界を「視みる」。

　物心ついた頃にはいつの間にか使えていた「天眼」は、その力を持つ神子姫によって微び妙みように異なる発動の仕方をする。色や匂におい、時には絵を描いて検知内容を示す者もいたらしいが、ブランシェの場合はただ非常に漠ばく然ぜんと「分かる」、としか言えなかった。

　だが、それで十分。能力が及ぶ範囲が広いだけでなく、場合によっては吸血鬼や人じん狼ろうなどの「魔族」の種別まで当てる強力な検知能力が、高く評価されていたからだが……

「……っ、うぅっ!!」

　ちょうど、能力の及ぶ範囲を神殿の外にまで広げようとした時だった。一年前のブランシェであれば苦もなくできたはずだったが、突然激しい違い和わ感かんが彼女を襲おそった。

　分からない。

　こんなもの、知らない。

「……っぅ……!!」

「天眼」を維い持じできなくなり、五感が戻ってくる。

「神子姫様!!」　

　サーナキアの慌てた声も、彼の手がすばやく自分を支えてくれたのも分かった。銀の髪かみを振り乱し、その場に崩れ落ちたブランシェは弱々しい微笑みを浮かべる。

「ご、ごめんなさい」

「ですから、無茶をしてはいけませんと……最近本当に、成功率が下がっているのですから。まあ、三回に一回ぐらいは成功することを考えれば、ここで失敗しておくのもひとつの手ですけどね」

　相変わらずの物言いをするサーナキアだが、美しい瞳には本気の心配がにじんでいる。それを正確に読み取ったブランシェは、生き真ま面じ目めに謝罪した。

「ごめんなさい、サーナキア。あなたが育ててきた神子姫の中で、私が一番能力を失うのが早かったのよね。少し前の私なら、意識して『天眼』を使わなくても、『魔族』が近づいてくれば分かったはずなのに……」

　今は意い図と的てきに能力の行使を試こころみたブランシェだが、微び弱じやくな検けん知ち網もうは常に張り巡めぐらせた状態なのだ。「天眼」使用時はひどく無防備になってしまうので、曖あい昧まいに「分かる」状態になってから、サーナキアに側についてもらって「天眼」でより正確な情報を摑むというのがいつものやり方だった。一年前までは、それでなんの問題もなかった。

　しかし今回、回し蹴りまで決めた相手の正体が読めなかったことを考えると、いよいよ能力が減退したのだと認めざるを得ない。

「……ま、それは正直、そうです。書物によれば、これまでの神子姫が力を失ったのは平均すれば三十代。四十代まで現役だった方もいらっしゃいますので」

　サーナキアらしからぬ歯切れの悪さに、申し訳なさがさらに増す。

「……ごめんなさい。ギルディアス殿でん下かに怒おこられたのではないの？　神子姫の養育係として並びないあなたの名前に、傷をつけてしまったわね……」

「とんでもない。そのように気き遣づかって下さること自体が、わたくしがあなたをきちんと育て上げた証しよう拠こですよ、神子姫様。それに、十代で力を失う神子姫もいるのだと分かりましたし。全く、神子姫というのは奥が深い！　神秘の存在ですよ!!　興味は尽つきません」

　一気に盛り上がったサーナキアは、途中からそれは優しい声で慰めてくれる。

「ですから、どうか気を落とさずに。あなたのように馬鹿ぎりぎりまで素直で、ちょろいくせに妙みように人を見る眼があり、その上結構戦せん闘とう能力が高いという面おも白しろ逸いつ材ざいには、わたくしも初めて出会えたのですから……男性の神子姫を育てて以来の衝しよう撃げきです」

「ありがとう、すごく褒ほめてくれているのよね……」

　感かん慨がいに浸ひたっていると、サーナキアが彼女の後ろを覗のぞき込むようなしぐさをした。

「おや、これは失礼、殿下」

「こちらこそ失礼した、お邪じや魔ましてしまったかな？」

　ゆったりとした笑えみを浮かべながら、神殿付きの女によ官かんたちに導かれて室内に入ってきたのは、金と赤の派手派手しい軍服がこの上なく似合うギルディアス。そしてその横に、ふわふわした金髪の少年がいる。

「ああ、いえ、いらっしゃるとは伺うかがっておりましたので！　ところであの、失礼ですが、そちらが……？」　

　無礼だと分かってはいるが、視線はどうしても初対面の少年、の鼻の下から外はずれない。ギルディアスもそれに気付いたようだ。

「ああ、紹しよう介かいが遅おくれたな。こちらが私の弟の、ルーベランだ」

「初めまして、神子姫ブランシェ様。尊敬するギル兄様の弟、ルーベラン・ラナトス・オリオロンです!!」

　若じやつ干かん八歳である王子は、声変わり前の高い声で元気よく名乗った。ブランシェも存在だけなら聞いていたが、実際に顔を合わせたのは今回が初めてだ。

　二十歳以上も歳としが離れているせいもあり、ルーベランの造ぞう作さくはギルディアスとはあまり似ていない。兄の好みと思おぼしき煌きらびやかな服ふく装そうがよく似合う、ぱっちりとした大きな青い眼めをした、可か愛わいらしい少年だった。

　ただ、鼻の下だけが兄と酷こく似じしている。

「……ひげ……？」

　思わず口に出してしまった瞬しゆん間かん、ルーベランがぱっと顔を明るくした。

「このひげに眼を留めて下さるとは、さすが神子姫様ですね！」

「あ、え、ああ、そ、そうですか？」

　それは、『普通ではない』ということなのか……と、不安を覚えるブランシェとは対照的に、ルーベランの笑顔には一点の曇くもりもない。

「ぼくはギル兄様を尊敬しているので、早く追いつくためにおひげから真ま似ねることにしたのです!!　今はまだ付けひげですが、早く本物を生はやせるようにがんばります!!」

「え、ええ……？」

　おろおろと、ブランシェは室内を見回した。しかし女官はすでに退出しており、自分とルーベランの他にはサーナキアとギルディアスしかいない。彼らは、いたって微笑ましそうにこちらを見守っているだけだ。

　──ではきっと、その反応が「普通」であり、正解なのだ。

「ご……、ご立派ですのね、ルーベラン殿下!!　わ、私も、ほ……、ほしいです!!」

「本当ですか！　ではお近づきの印に、ぼくの替えの分を差し上げます!!」

「あっ……、ありがとうございます！　嬉しい……？　う、嬉しいです、殿下!!」

　懸命に話を合わせるブランシェとルーベランの会話を聞いて、ギルディアスが軽く声を上げて笑った。

「ははは、相変わらず愉ゆ快かいな姫だ！　さすがサーナキア、見事に育てたものだな」

「お褒めに与あずかり光栄の至りでございます、殿下。ええ、もうこんな楽しいおもちゃで遊べないのかと思うと、さすがのわたくしも、涙が堪こらえきれず……」

　長いまつげの上に乗せるようにして、サーナキアは器用に涙の粒を浮かべてみせる。ギルディアスはそうか、と慣れた調子であしらうなり、さっさと本題に入った。

「ところで、神子姫様。思ったとおりあなたと我わが弟は、とてもお似合いのようだ」

「あ、えっ……、あ、ありがとう、ござい、ます……」

　ルーベランに勧すすめられるまま、付けひげをつけてみたブランシェはおずおずとうなずく。その心中を汲くみ取って、ギルディアスは優しい笑みを浮かべた。

「そう硬かたくならなくていい。例の件について、本日正式な返事をしてくれるはずだが？」

「は、はい」

　分かっていたことだ、彼らがここに来ることも、この話が出ることも。サーナキア以外男子禁制である神殿内部はギルディアスでさえ来訪を制限されているのに、彼が弟を伴ともなった理由はひとつしかない。

「私は……ルーベラン殿下と、結婚いたします」

　彼女の答えに、ルーベランはぱっと瞳を輝かせた。

「わーい！　お母様みたいにきれいな神子姫様が、ぼくのお嫁よめさん!!」

　付けひげごとぴょんぴょん飛び跳はねて、彼は素直な喜びを表現している。あまり意味が分かっていない気もするが、そして「お母様」という言葉にちくりと胸が痛んだが、この反応からすると無む理り強じいされている様子はないのでほっとした。

「わ、わーい、わーい！　私も、う、嬉しい、です!!」
















　一緒になってぴょんぴょんしていたら、ギルディアスも期待どおりの返事に「感謝する」と、優しく微笑んでくれた。本物のひげを優ゆう雅がなしぐさでひねってから、

「とはいえ、ルーベランはこの歳だ。ひとまずは婚こん約やく発表を行い、姫にはその後、王宮に来てもらうことにしよう。もちろん必要なものがあれば、なんでも言いなさい」

「い、いえ、そんな、畏おそれ多い」

「何をおっしゃるのか、遠えん慮りよしなくていいのだよ。可愛い妹ができて、私もとても嬉しい」

　ゆったりと微笑むギルディアスの表情は、正しく王者のそれだ。寛かん容ようで、懐ふところ深ふかく、それゆえに逆らうことをためらわせる力がある。

「無論ルーベランも可愛くはあるのだがね。可愛い妹、そして可愛い弟夫婦の世話を焼くという楽しみを、私にぜひ与えてほしい」

　何かにつけ派手で大おお袈げ裟さな第一王子に苦手意識を持っているブランシェだが、彼の眼にある優しさは本物だ。

　能力が落ち始めた自分への救済処置として、ルーベランとの結婚を勧めてくれていることぐらい分かっている。代替わり後の神子姫は、王家の保護を受けながら生しよう涯がい独身を貫つらぬくのが通常なのだから。

「……はい。お心遣い痛み入ります、殿下」

　ならばこのひげが、自分たち「兄妹」を繫つなぐ絆きずなになるのだろうか。さわさわと付けひげをいじるブランシェを安心させるように、ギルディアスは冗じよう談だんめかして言った。

「それにしても残念だ。今少し歳が近ければ、私が花はな婿むこに立候補するのだがね」

「はっはっは、犯罪ですよ、殿下」

　ギルディアスに対しても、サーナキアの弁舌に変化はない。表舞台に立たないのでブランシェのように広く顔が知られている訳ではないが、神子姫を育てている彼は、帝国支配層から特別な尊敬を得ているのだ。

「第一あなたの妃きさきとなれば、次の王おう妃ひという訳ではないですか。わたくしがお育てした面白神子姫様が、今の国際状況で王妃となれば……なかなか面白いことになりそうですね」

「はっはっは、お前も相変わらず面白いな、サーナキア。確かにこの神子姫を妻に迎むかえれば、恩知らずどもに眼にもの見せてやれるかもしれないが……私の妻となる女性は、かなり慎しん重ちように選ぶ必要があるからな」

　聞く者が聞けば冷や汗をかきそうな会話をぼんやり耳にしていたブランシェは、「恩知らず」という単語を聞き留めた。

　帝王の健康が優すぐれない今、ギルディアスが次代の王となることは明らかだ。現時点でも彼は帝王の名代として振る舞っており、つまりは実質上の聖せい界かい騎士団長。

　ところがその騎士団内に、「魔族」がいたのである。

「あの……先日お会いしたグレイドル様は……本当に吸血鬼で、処刑……されてしまったのですか？　救国の英雄とまで言われた方が、本当に……」

　思わずそう尋たずねると、途端にギルディアスは渋しぶい顔になった。どうやらブランシェに、レイヴンの末路について教える気はなかったらしい。

「サーナキア、姫に余計なことを教えるなと言ったはずだぞ」

「これは失礼を。ですがこの神殿を出れば、神子姫様は嫌でも世間の風に当たらねばなりません。いずれどこからか、お耳には入るでしょうから」

　しれっとした顔で受け流すサーナキアの言葉にも、一理あると思ったのだろう。ギルディアスは仕方なさそうにため息をついた。

「聞いてしまったものは仕方がない。確かにあなたも、まあ、気にはなっていただろう。実に見事な回し蹴りだったからな」

「……も、申し訳ありません、ちょっと力の加減がうまくいかず……」

　サーナキアにも散々からかわれてきたが、事実上の帝王であり、これから義あ兄にになる人に言われたとなると重みが違ちがう。ギルディアスの眼の前でやらかしたことなので、今さら隠かくしようもないが。

「気にしなくて構わない。あの不ふ遜そんな英雄殿には、ちょうどいい薬だった。まして、『魔族』だったとは。あなたの『天眼』が、無意識に反応していたのかもしれないな」

　慰めてくれているのだと、分かった。

　しかしブランシェは、少し迷いながら首を横に振る。

「……いえ……それは、違います」

「謙けん遜そんすることはない」

「ち、違うんです。私……分からなくて、本当に……」

　一瞬、ギルディアスの説にすがりたくなったのは事実だ。だが何度あの時のことを思い出しても──サーナキアのおかげでその機会はたっぷりあった──レイヴンが「魔族」だったとは、分からなかった。表立っては言えなくても、事実は認めねばなるまい。

「大丈夫、あなたは何も心配しなくていい」

　思考の迷路に踏み込みかけるブランシェを、王の威い厳げんを備えた声が引き戻もどす。反射的にギルディアスを仰あおぎ見れば、彼は優しく言ってくれた。

「これまでの功績に加え、あなたは正式に王族に加わるのだ。以前にも申し上げたとおり、神子姫に対する国からの保障は全て、今後も変わらない。このギルディアスの名にかけて、約束しよう」

　それは、たった一度会ったきりの、最早この世にいない救国の英雄の処しよ遇ぐうなどより、よほど差し迫せまった問題。

　手の中の付けひげを握にぎり締しめ、ブランシェは気持ちを切り替えようと努つとめた。

「──はい。お願い、します」

　これまた期待どおりの答えに、ギルディアスは満足そうにうなずいてくれた。










　必要な確認が取れれば、ギルディアスは忙いそがしい身だ。ルーベランも家庭教師が待っているからと、可愛らしい手を振りながら兄と一緒に去っていった。

「……はあ……」

　国に仕つかえる身である以上、誰にでも分け隔へだてなく接することを心がけているブランシェなのだが、やはり相性はあるのだろう。必死に付けひげの良さを理解しようと試みた疲ひ労ろうが、サーナキアと二人きりになった途端、一気に肩かたにのしかかってきた。

　思わずため息をついたブランシェに、サーナキアが満面の笑みを向けた。

「改めて、婚約おめでとうございます、神子姫様。よかったですねえ、神子姫をおやめになっても食いっぱぐれずに済むと請うけ合ってもらえて」

「……ええ。これで、いいのよね」

　いろいろと思うところはあるが、最低限の保障は約束してもらえたのだ。能力の低下に歯止めがきかないことを考えれば、むしろ十分以上の措そ置ちである。

　ギルディアスの恩情に報むくいねばならない。婚約者となるルーベランに恥をかかせてはならない。そして、サーナキアに恩返しをせねばならない。

　自分は神子姫として、人の役に立つために国に養ってもらっているのだから。

「さあ、気持ちを切り替えて下さい。今日から新たな戦いですよ、神子姫様」

「ええ」

　決意を秘めた水色の瞳で、ブランシェは教育係を見つめる。

「私……どれほどつらい修行にだって耐たえてみせる。だからお願い、サーナキア。私を『普通の女の子』にして!!」

　気付けば十年以上、ほとんど神子神殿から出ずに暮らしてきた。レイヴンに小馬鹿にされたように、ぬくぬくと育った世間知らずだという自覚はある。

　だが、ブランシェはもう神子姫をやめる。ルーベランと結婚して正式に王族入りするとはいえ、先ほどサーナキアが言ったとおり、世間の風に当たることは避さけられない。

　だから早急に、「普通の女の子」の教養を身につける必要があるのだ。求められた自己像に従って振る舞うことが、ブランシェの務つとめである。

「ええ、もちろんです。教育係最後の大仕事、勤め上げてみせますよ」

　ブランシェに「普通の女の子」の教養が必要だと言い出した時とは裏腹に、サーナキアは極上の笑顔になった。

「ありがとう、サーナキア。では、まず、どうすればいいの？」

　本物の「普通の女の子」と触れ合うのが一番なのだろうが、神殿務めの女官たちにとってブランシェはかしずく相手。この世で一番の強さと脆もろさを併あわせ持つという、「普通の女の子」の真実の姿を見せてはくれない以上、サーナキアに教えを請こうしかない。

「最初はこの間申し上げましたように、噓泣きの特訓です、神子姫様。悲しくもないのに涙のひとつも流せなくては、とても『普通の女の子』にはなれません」

「……や、やってみせるわ……！　初心者はまず、水分を多めに摂とるところからよね」

　早速くじけそうになりながらも決意表明するブランシェに、さらなる難問が示される。

「それと、恋の話。『普通の女の子』はとにかく恋の話に夢中です!!　ちょっと見目の良い異性を見れば、すぐにこう言いましょう。『ねえ、あの方、なかなかすてきね？　まあ、サーナキアが世界で一番美しいけど』。はい、繰くり返して下さい、神子姫様……」

「恋……」

　途方に暮れたようにつぶやくと、サーナキアはおや、と瞳を細くした。

「どなたか、心に想う方がおありで？　ああ、大丈夫ですよ、婚約することなどちっともお気になさらずに。結婚と恋は別腹、『普通の女の子』の常識です」

「ええと、私が恋している男性はあなただと思うわ、サーナキア」

　恋とはつまり、異性を特別に好きだと想うことだとサーナキアに教えてもらった。なら、答えは決まっている。

　そもそもブランシェにとって、近しい異性は彼しかいないのだ。特別も何も、好きな男と言われればサーナキアの名前しか出てこない。

　ところが当のサーナキアは、その答えがお気に召めさなかったようである。

「……あなたは本当に、見事なまでに神子姫様ですねえ」

　呆あきれたように言われて、ブランシェはおろおろし始めた。

「あっ、ごめんなさい、これは神子姫の答えね!?　『普通』ではないのね!?　うっかりしていたわ、『普通の女の子』なら、自分よりきれいな男性は好きにならないと教わっていたのに……！」

「いえいえ、わたくしは性別を超ちよう越えつした存在だと申し上げておりますのに、覚えて下さらないのだなと思いまして。それに、これからは人目のあるところではルーベラン殿下が一番と答えませんと、外がい聞ぶんが悪いですよ」

　当然の指し摘てきを受けて、ますます萎い縮しゆくしてしまう。

「そうだったわ、本当にごめんなさい！　でも……ルーベラン殿下とは、まだお会いしたばかりだし、やっぱり一番はまだサーナキア」

「──もうおやめなさい。さすがに、離れがたくなってしまいます。やれやれ、噓泣き以前に、あなたには噓のつき方から教えなくてはなりませんね……」

　珍めずらしく苦笑いしたサーナキアが、そっと抱だき締めてくれる。レイヴンに顔を寄せられた時とはまるで違う、途方もない安心感を覚えて思わず目を閉じてしまった。

　それがきっと、よくなかったのだろう。込み上げた想いを、そのまま口に出してしまう。

「……婚約したら、もう、サーナキアと会えなくなる訳ではないわよね」

「ええ、わたくしはこれまでどおり、神殿にいますから」

「お、王宮に、一緒に来ては、くれない……？」

　ずっと堪こらえてきた言葉まで、するりと唇から飛び出してしまった。そしてサーナキアの返事は、予想の範はん疇ちゆうから外れなかった。

「持参金としては、わたくしは美しすぎて、花嫁を霞かすませてしまいますからね。それに、次の神子姫様もお育てしなければなりませんし」

　相変わらずの奇き妙みような言い回しではあるが、やんわりとした拒きよ絶ぜつが読み取れれば十分だ。世間知らずの箱入り神子姫でも、王子の婚約者に異性の従者がいるのは好ましくないこと、サーナキアにも立場と職責があることぐらい分かっている。

「ごめんなさい、そうよね。今までありがとう……サーナキア。男性としてでも女性としてでもなく、あなたが大好きよ……」

「おやおや、わたくしはまだお役御ご免めんではないはずですが？　噓泣きぐらい教えておかないと、心配で心配で夜眠れませんので昼寝します」

「もう、いつも昼寝しているくせに……」

　微笑みを浮かべて、ブランシェはむくれてみせる。噓泣きはまだ会え得とくしていないが、泣きたい時にごまかす術すべぐらいは彼女も心得ていた。







「噓泣き」「恋の話」「可愛いわがまま」「おねだり」などなど、数多くの試練を乗り越えたり暗あん礁しように乗り上げたりしているうちに、あっという間に時は流れた。

「悲しくないのに泣くのって、難しいわね……」

　自室の鏡台に向かい「噓泣き」特訓をしていたブランシェは、諦あきらめて大きく伸びをする。

　いまだ体のどこかをつねったりしないと涙が出ないし、出たとしてもサーナキアほどまつげが長くないせいか、うまく目の端はしに留めておけないのだ。

「このひげの良さも、まだ分からないし……」

　明日の婚約式にて、半月ぶりにルーベランに会う。無む邪じや気きな彼の笑顔を思い出しながら付けひげを鼻の下に当て、鏡を覗くが、いいとも悪いとも思えない。サーナキアは「おお、貫かん禄ろくが出てきましたよ」などとおだててくれるが、ブランシェ自身はまだ違和感さえ消せていないのだ。

　そしてそのサーナキアは、今夜は側にいない。

『婚約前に物思いに沈むなど、なかなかの普通ぶりですよ。さすがわたくしの育てた神子姫様、飲み込みがお早い』

　婚約式が近づくにつれて塞ふさぎがちになっていくブランシェを、サーナキアはいつもの口く調ちようで慰めてくれた。

『今夜はひとりにして差し上げましょう。明日からは、わたくしはもうお側にいないのですから、慣れていただかないと。独身最後の夜は、羽は目めを外すものらしいですしね』

　それは美しい微笑みを浮かべ、サーナキアはいつもより早い時間に去ってしまった。……はっきりとは言わなかったが、きっと新しい神子姫候補に会いに行っているのだろう。まだ明確ではないが、ようやく数人の候補が見つかったとこの間聞いたばかりだ。

　明日の婚約式の場でブランシェは、神子姫の退位を宣言することになっている。同時に新しい神子姫候補が養育中であることを広め、動どう揺ようを抑おさえる狙ねらいだと教えられていた。

「……羽目を外せと言われても……そんなこと、まだ教わっていないわ、サーナキア」

　親しい女官がいない訳ではない。王宮での何不自由ない生活は保障されているし、きっと友人もできるとは思う。「普通の女の子」特訓はそのためでもあるのだということぐらい、サーナキアに言われなくても分かっている。

　でも王宮での生活に、家族のようにずっと側にいてくれたサーナキアはいないのだ。

「……悲しいと簡単に涙が出てしまうわ。だめね……こんなことでは。『普通の女の子』は、悲しい時こそ笑うことができる、この世で一番強い生き物だというのに……」

　瞳を濡ぬらした雫しずくを拭って、ブランシェは力なく笑った。眼の前の鏡を見るともなしに見ながら、小さな声で大好きな教育係を呼ぶ。

「もう、私に何も教えてくれないの？　サーナキア……」

　孤こ独どくな室内を映す鏡の中に、彼の笑顔が見えた気がした。

「……お父さん、お母さん……」

　鏡に映る自分の顔に重なるようにして、両親の姿がじんわりと浮かぶ。

　と、その後ろにもうひとり、黒髪の男の影が立った。この場で彼を思い出したことを意外に思いながらも、気になっていたのは事実なので、そのまま名を呼ぶ。

「グレイドル様……」

　ブランシェの能力不ふ振しんに加え、近年「魔族」自体が凶きよう悪あく化かしているため苦戦していると噂うわさの聖界騎士団。怯おびえる民衆の期待に応こたえるがごとく、最前線で数多くの「魔族」たちを屠ほふってきた救国の英雄。

　貴族ではないため士官学校さえ出ておらず、入団当時は従騎士という扱あつかいだった彼は、ついには騎士団を率ひきいる立場にまでのし上がった。

　出自を問題視され、長く中隊長の立場に留まっていたらしいが、多大な功労を勲章でごまかす限界がきて出世させざるを得なかったそうだ。以降は上層部も彼を広告塔とうとすることに決めたらしく、積極的に庶民好みの「英雄」へと押し上げた。

　だがレイヴンは、吸血鬼だったという。仲間であるはずの「魔族」を率そつ先せんして狩かってきたのは、首しゆ尾びよく人の血をすするために周囲の信用を得ようとしていたのだろうか。

「もしかすると、グレイドル様の部下たちも、みんな吸血鬼だったのかしら……それともあの方が、吸血によって仲間に引き入れた……？」

　思いつくまま、つぶやいた時だった。




「『天眼』の衰おとろえは相当ひどいようだな、姫さん。それともあんた、眼を開けて寝る趣しゆ味みがあるのか？」




　呆れ返った声は、幻げん聴ちようではなかった。

「きゃ、えっ、グ、グレイドル、様っ!?」

　仰ぎよう天てんしたブランシェが付けひげを取り落としそうになりながら振り向くと、露ろ台だいが覗ける窓の外に長身の人影が見えた。

　灯あかりの灯ともされた室内から視線を転じたため、夜の闇やみに立つ姿は最初、本当に影としてしか認識できなかった。だが身長こそサーナキアと同じぐらいだが、日焼けした肌はだと、一回りたくましい体たい軀くは間違いない。

　先日出会った救国の英雄、レイヴン・グレイドル。

　あの時の軍服姿ではなく、動きやすそうな上着にズボンという市し井せいの若者のような出いで立たちだ。無む造ぞう作さに伸ばした黒髪をかき上げながら、観察するような眼でこちらを見ている。

　しかし、服装の変化などささいなことだ。今ならば、視力よりも別の感覚で「分かる」。

「……本当に……吸血鬼……」

　物思いに耽ふけっていなければ、もっと早くに検知できたはずだ。眼の前にいるのは、確かに「魔族」。

「しょ、処刑されたはず……きちんと杭くいを打たなかったの……？」

　吸血鬼の処刑方法なら、自分などより騎士団のほうがよほど詳くわしいだろう。討うち漏もらすなど考えられないし、第一吸血鬼は鏡に映らないはずではないのか？

「結構余裕だな、もっとぎゃあぎゃあ騒さわぐかと思った。さすが我われらが神子姫様」

　深みのあるあの声で、レイヴンが皮肉を飛ばす。窓を隔てているとは思えないほど、彼の声はよく響ひびいた。

　皮肉なことに、レイヴンの感想によってブランシェも完全に我に返った。そうだ、吸血鬼豆知識を披ひ露ろうしている場合ではない。

「きゃ、きゃ」

　緊きん張ちように干ひ上あがった喉のどを無理やり開き、助けを求めようとした瞬間、レイヴンの眼が赤く……吸血鬼の特とく徴ちようとして知られているとおり、赤く光った。




「──騒ぐな」




　赤い瞳をわずかに細めた彼の声が、ブランシェの動きを止めた。叫さけぼうという意識が命令に搦からめ捕とられていく。

　強大で、恐おそろしく、それゆえに途方もなく魅み力りよく的てきな力が耳を通って心臓を握り込んだのが分かった。

「きゃ……、ぁ」

　半はん端ぱな悲鳴は力を失い、ため息のようにかすれて消えた。

　同時にブランシェの顔から全ての表情が抜ぬけ落ち、水色の瞳はまるで白はく昼ちゆう夢むでも見ているかのようにぼんやりと煙けぶる。肩に入っていた力が抜け、両りよう腕うでがだらりと下がった。

　その様をどこか痛々しそうに見つめながら、レイヴンは力持つ声で命令を重ねた。

「静かにして、俺の言うことを聞け。いいな？」

　とがった牙きばが口の中で見え隠れするのがやけに眼につくが、恐きよう怖ふは感じない。悲鳴の代わりに唇から漏れるのは、従順な返事だけ。

「は……い」

　──これは「染せん心しん」だ。吸血鬼特有の、獲え物ものを操あやつる力。「魔ま眼がん」「邪じや視し」とも呼ばれ、魔力を持つ瞳で相手を見つめて効力を発はつ揮きする者が多いと聞くが、レイヴンは声を媒ばい介かいにしているらしい。

「扉とびらを開けて、俺を中に入れろ」

　棒立ちのブランシェに、容よう赦しやなく追加命令が下された。同時に脳内で、サーナキアがはらはらと涙を零した。

『ああ、わたくしの神子姫様が、夜中に男を部屋に招まねき入れるなど……誠まことに女の子の成長は、残ざん酷こくなほど早いものです……』

　違うと言いたい。可能なら駄だ目め元もとで、教育係仕込みの体術を披露したいのに、実際にできたのは虚うつろにうなずくことだけだ。

「はい……」

　言われるまま、ブランシェは露台に続く扉を開いてレイヴンを迎え入れた。高等な「魔族」は能力に比例して制限も多く、家人に招しよう待たいされないと初めて行く家には入れないという知識を失った訳ではないのに、自動的に手足が動いてしまうのだ。

「よし、なんとかいうお付きもいないな」

　するりと室内に侵しん入にゆうしたレイヴンは、まず入ってきた扉を閉め、窓も緞どん帳ちようで締め切った。傍はた目めには、ブランシェが明日に備えて早めに就しゆう寝しんしたようにしか見えないだろう。

　どうやら今夜はサーナキアが席を外していると知り、訪ねてきたようである。「染心」能力があれば、不可能ではないだろう。

　だが、なぜ、そして、どうやって？　神殿への侵入方法はまだ予測がつくが、そもそもレイヴンは、部下と一緒に処刑されたのではなかったのか？

　混乱するブランシェの前で、レイヴンも鼻をひくつかせながら妙な顔をしている。

「……なんだ？　えらくいい匂いがするな、ここ」

「あ……はい、お花もお菓か子しも、いつもたくさんいただきますので……」

　清せい貧ひんを旨むねとする神子姫が受け取れるのは、それぐらいなのだ。足の早い生菓子は廃はい棄きすることも多いので、先日レイヴンがほしがったのが菓子なら本当によかったのだが。

「まさかグレイドル様は、やっぱりお菓子がほしくて、こちらへ……？」

「……『染心』にかかってるんだから、とぼけてる訳じゃないんだよな。素でそれとは、さすがの箱入りぶりだ」

　呆れるレイヴンの表情は鋭するどさを取り戻していた。以前会った時よりは多少ましであるものの、突き放すような態度も含めて彼そのものだが、しかし。

「本当に、グレイドル様……？」

　夢うつつにブランシェが尋ねると、レイヴンは皮肉な笑みを漏らす。

「他の誰かに見えるか？」

「いえ……サーナキアなら、もっときれいですし……」

　だから誰かと見間違えている訳ではないと言いかけたら、半はん眼がんで睨にらみつけられた。

「……それも素で言ってる訳だ。あんた、おとなしそうな顔して、意外に正面からけんか売ってくるよな。この間のことといい」

「こ、この間は、本当にごめんなさい!!　たくさん失礼なことを申し上げた上に、まさかあんなにうまく決まるとは、思わなくて……!!」

　脳裏に蘇よみがえるのは、例の勲章授与式での失態だ。慌てて謝罪を始めたブランシェに、レイヴンも渋い顔をして手を振ってみせた。

「分かってる。あの話は、俺も思い出したくな……ところであんた、何をしていたんだ？」

　すがめられた瞳は、いつの間にか緑に戻っていた。ブランシェが取り落としかけて握り締めた付けひげを、不ふ審しんそうに見つめている。

「え、ええと……」

「隠すな。正直に、話すんだ」

　重ねられる「染心」。苛いら立だちを帯おびた低い声に、畏い怖ふと誘ゆう惑わくを同時に感じる。

　検知能力が高いだけに、「魔族」の側に行き、その能力を実際に見聞きする必要がなかったブランシェだ。体術はそこそこ仕込まれているが、「魔族」固有の能力には訓練を積んだ騎士や聖職者のように抵てい抗こうすることもできず、望まれるままに答えるしかない。

「私……明日、ルーベラン殿下と婚約するんです」

　レイヴンは知っているのだろうか、と思いながら、まずはそう答えた。

「なので『普通の女の子』になるために、噓泣きの練習をしながら、付けひげの良さについてゆっくり考えていました……」

「……俺の『染心』が効いていない訳じゃ、ないよな？」

　こうして、と言いながら、付けひげを鼻の下に当ててみせるブランシェを見つめて、レイヴンが口の端を思いきりひん曲げる。

「まあ、いい。どうにかあんたが神子姫でいるうちに会えたのに、ぐずぐずしてると見つかっちまうしな」

　気を取り直したようにレイヴンが発した声は、響きがよくはあったがごく普通の声こわ音ねだった。だが言葉の内容が、ブランシェの心に重くのしかかる。

「あの……私は、あなたが、処刑された、と……それにその、実質上、私はもう」

「そう、俺もその話をしたいんだ」

　うなずいたレイヴンは、奇妙な質問を始めた。

「単刀直入に聞こう。あんたの『天眼』に、俺はどう映っている？」

「えっ？」

　言われて一瞬焦あせったブランシェだが、レイヴンは別にふざけている訳ではなさそうだ。

　改めて自分の感覚に意識を集中させれば、わざわざ正式に「天眼」を使うまでもない。

「『魔族』……吸血鬼、です。それも、かなり高位の……」

「──やっぱり、そうか」

　微び量りようの諦てい念ねんをにじませた口調でレイヴンがうなずく。「やっぱり」の意味が不明だが、ブランシェもブランシェで背筋を冷や汗が伝うのを感じていた。

　サーナキアにそうと聞かされた時も、ギルディアスに気を遣われた時も半信半疑だったが、今眼の前に立っているこの青年が「魔族」であることは間違いない。

　退治しなくては、ならない。

　だが、レイヴンの「染心」はまだ有効なようだ。悲鳴を上げることはできないが、何か音を出せば、誰か気付いてくれるだろうか。もしくは、痛みによる衝撃で「染心」が解けないだろうか。

　どちらかの効果を期待し、くず入れを蹴飛ばそうとじりじりと足を動かしかけたが、

「おっと」

　すばやく伸びたレイヴンの手が、ぐっと彼女の手首を摑んだ。

「いっ……!!」

　先日とは比べものにならないほどの速さに反応できなかったばかりか、皮ひ膚ふに食い込む指の強さに顔をしかめてしまう。思わず彼の顔を見つめれば、赤い眼がまじまじと自分を見つめ返してきた。

「この匂い……あんたから」

　指先にさらに力が加わり、そちらに気を取られて小さなつぶやきが耳に入らない。痛みにより「染心」も若干緩ゆるんだことを感じるが、今にも爪つめに皮膚を破られそうで、ブランシェは本物の涙がまなじりを濡らすのを感じた。

「あ、あの、痛い、です……放し、て」

　震ふるえる声で訴えると、レイヴンも自分の力に驚いたように、あるいは近すぎる距離を恐れるように、ぱっと手を放して数歩後ずさった。

「……おかしな真似はやめな。今の俺は吸血鬼で、しかもまだ力の加減が摑めていない。あんたの腕なんざ、握りつぶしちまうかもしれねえぜ」

　ため息交まじりの言葉の一部を、ブランシェは涙目で拾い上げた。

「今は……？」

　聞き返されて、レイヴンの表情が引き締まる。その眼には敵意も皮肉もないが、ブランシェはなぜかこれまでで一番の緊張を覚えた。

「なあ、神子姫様。この間の茶番の時、あんたは俺を、人間だと思っていた」

「そ……それは、そうです」

　当たり前だ。それが分かっていれば、即そつ刻こく騎士団に退治するよう要請している。

「だが、今の俺は、『魔族』だと認識した」

「それは……私の『天眼』は、おかしくて……」

　何度も思い知ったはずなのに、役立たずだと自みずから口に出すのはつらかった。いっそ「染心」を強化して、無理やり言わせてほしいぐらいだ。

　しかし、レイヴンは意外なことを言い出した。

「おかしくないと言ったら？」

「えっ？」

「俺が持っている情報によれば、あんたの『天眼』はおかしくなっていない。むしろ正しいから、おかしくなっているように感じるんだ」

「な、え……あなたの持つ、情報……？」

　神子姫の第一人者であるサーナキアにも分からない「天眼」の異変の理由。なのにレイヴンが、彼も知らない新情報を持っているというのか。

　戸と惑まどうブランシェに、レイヴンはよく通る声で朗ろう々ろうと説明を始めた。

「人間世界を脅おびやかすような強大な力を持つ本物の化け物は、王家と騎士団の働きでとっくに駆く逐ちくされ尽くした。だが、奴やつらは自分たちの特権を維持するために、討とう伐ばつが容易な『魔族』を作って世に放ち、神子姫にわざわざ検知させて倒すなんて茶番を続けている」

「──え？」

「しかしここ最近、奴らが設定した以上の能力を持つ『魔族』どもが現れ始め、被ひ害がいは拡大する一方。おかげで俺みたいな突とつ撃げき馬鹿にも、出世の機会が巡ってきた訳だけどな」

　簡かん潔けつに伝えられた情報は、頭では理解できても心が許容できない。眼を白黒させているブランシェに、レイヴンは大ざっぱに締めくくった。

「そういう新種の存在が、あんたの『天眼』を惑まどわせているんじゃないか。王家はそう」

「こ、荒こう唐とう無む稽けい……です!!」

　レイヴンの言葉を遮さえぎり、自分で思った以上に大きな声が出た。レイヴンはちょっと眉まゆを上げ、周囲に眼を配ったが、咎とがめようとはせず黙ってブランシェの反応を観察している。

　ブランシェはといえば、今や眼の前の男が「魔族」かどうかさえ頭から吹き飛んでいた。なにせ彼の弁を信じるなら、自分が信じていた世界が粉々に打ち砕くだかれてしまうのだ。

「王家と騎士団が『魔族』を作っているなんて……！　信じ、られません」

　ギルディアスのことは確かに苦手だし、ルーベランとの結婚には付けひげ以外にも大きな不安がある。騎士団とは協力関係にあるものの、基本的に神殿から出ない、出してもらえないブランシェは、レイヴン以外の司令官は名前しか知らない。

　だが、それでも彼らは、オリオロン帝国の中ちゆう枢すうを担になう組織ではないか。神子姫である自分と共に、「魔族」に対たい抗こうする力を持たない人々を守る正義ではないか。

「……ふうん、なるほど。あんたはどうやら、本当に何も知らないようだな」

　なんと、ブランシェまでも「魔族」作成に関わっているのではと疑っていたらしい。「染心」をかけた状態で話し始めたのは、反応を確かめるためでもあったのだろう。

「ば、馬鹿にしないで下さい!!　私はそのような、恥知らずではありません!!」

　冴えない容よう貌ぼうも検知能力の衰えも事実だが、志こころざしまで疑われてはたまらない。神子姫として生きることに、ブランシェは全てを捧ささげてきたのだ。

　だがレイヴンは、顔を赤くして怒る彼女にさして堪えた様子もなく話し続ける。

「そうかよ、そりゃよかった。だが残念なことに、俺みたいなお飾り以外の司令官と、王族の一部にはそういう恥知らずがいるのさ。俺があんたに迫ったせいで、神子姫の力が失われたなんて吹ふい聴ちようしたりな」

「えっ!?」

　ブランシェは絶句した。明らかに前後関係がおかしいではないか。

「……なるほど、この件に関してもあんたは何も知らされていないのか。元々神子姫人気は高いし、今では相当数の奴らがこの話を信じているようだけどな」

　再度彼女の表情を観察してため息をつくレイヴンに、震えながら頭を下げる。

「申し訳、ありません……そんな……」

「じゃあ、俺が言った話も信じてくれるか？」

　すかさず畳たたみかけられ、ブランシェは一瞬迷ってから首を横に振った。それとこれとは、話が別だ。

　それに、自分の能力低下をレイヴンのせいにするのは……民の動揺を抑えるためだとすれば、ひとつの手かもしれない。眼の前の英雄は、処刑される身だったのだから。

「やっぱり、証拠を見たいか」

「当然……です」

　苦い気持ちを飲み下し、きっとレイヴンを見上げる。彼への罪悪感もあるにせよ、優先順位を間違えてはいけない。自分の評価が下がれば、オリオロンの求心力も低下するのだ。

　まだ付けひげを握ったままではあるが、凜りんとした眼まな差ざしは確かに、帝国の象しよう徴ちようである神子姫のもの。その首筋からさり気なく眼を逸そらし、レイヴンは事も無げに言った。

「証拠はある。俺だ」

「……え？」

　謎なぞめいた言い方はまるでサーナキアだ。混乱するブランシェに、レイヴンは淡たん々たんと説明を続ける。

「俺は表向き処刑されたことになっているが、実際は王家の実験施し設せつに連つれて行かれ、吸血鬼にされた。だからあんたは、最初に会った時は俺のことを人間として認識していた」

　緑の瞳が冷さめた光を宿して揺ゆれた。

「当然だよな。あの時の俺は、ちょっと人より強いだけの、ただの人間だったんだから」

「そ、そんな……」

　信じられない。信じたくない。

　しかしながら、頭のどこかで奇妙な納なつ得とくを感じているのも事実だ。

　文ぶん献けんにもサーナキアの知識にもない速度で「天眼」能力が衰えたこと。それを補ほ塡てんするように、ルーベランとの結婚を勧められたこと。

　ギルディアスの優しさによるものと思っていたが、実情は口くち封ふうじではないのか。レイヴンが指摘した真実に辿たどり着く可能性を持つ神子姫を、手元に置いて監かん視しするためでは？

　何より「天眼」は、噓をつかない。

　能力の発動に失敗すれば、特有の反発を食らうのでそうと分かるのだ。だが勲章授与式のあの時、口づけせんばかりにレイヴンとの距離が近づいても、「魔族」の気配など感じなかった。今ははっきり、そうと分かるのに。

　黙りこくっているブランシェを見下ろして、レイヴンはさらに詳しよう細さいな説明を続ける。

「奴らの筋書きどおりにいけば、姫さんに袖そでにされたことをきっかけに『魔族』の本性を露あらわにした俺が、部下たちと暴走。かねてから俺を怪しんでいた騎士団の連中に呆あつ気けなくとっ捕つかまり、化け物は処刑され、めでたしめでたしってことになってたらしいけどな」

　俺たちを捕まえた奴ら、おかげでだいぶ出世できたらしいぜ。乾かわいた声で、彼はそう付け加えて笑った。

「だが実際は、ぎりぎり死なない程度に痛めつけられて実験施設送りって訳さ。ところが施設の連中、なまじ俺が頑がん丈じようなもんだから、面白がって改造しすぎたんだな。予想を超える化け物にしてくれたおかげで、こうして逃にげ出すことができたんだ」

　皮肉げに結んだ彼に、ブランシェは混乱を抑えようと握りっぱなしの付けひげをさわさわしながら聞いた。

「……王家が『魔族』を作っているのが真実であれば、生み出された瞬間、私が検知できるのでは？」

「あんたは基本的に神殿から出ないし、居場所は必ず王家が摑んでいるだろう？　あんたの検知できる範囲外で『魔族』を作ってるのさ。もちろん場所は教えてやる、俺の目的地もそこだからな」

　あっさりと切り返されてしまったブランシェは、一番大きな疑問をぶつける。

「どうして……私のところに？」

「決まってる。あんたが歴代随ずい一いちの『天眼』能力者であり、王家の広告塔だからだ」

　レイヴンの答えは簡潔だった。

「俺が改造を受けた実験施設をあんたに見てもらいたい。ただの人間が『魔族』化されていく様を、その『天眼』でしっかりとな。そして、王家と騎士団がしてきたことを、あんたの口から証言してもらいたい」

　この状況でレイヴンが自分ははめられた、と騒いだところで、吸血鬼が苦し紛まぎれの言い逃のがれをしているとして片付けられてしまうだろう。次代の神子姫候補はやっと「天眼」の素養を見み出いだされた状態であり、検知能力は未知数だ。

　しかしさすがの王家も騎士団も、彼らが頼たよってきた神子姫ブランシェまで「魔族」だとは言えまい。帝国を守護する神子姫は、聖なる偶ぐう像ぞうとして民衆から絶大な人気があるのだ。

「だから来てほしい。あんたには、その責任があるはずだ」

「責任……」

「そうだ。知らなかったとはいえ、あんたは神子姫であり、王家の手厚い保護下にある。あんただけじゃなく、あんたの親まで一生遊んで暮らせるご身分なんだろう？　……俺の親は、たぶん故郷にいられなくなってるだろうに」

　びくんと、ブランシェは肩を跳ねさせた。耳の奥に先日のギルディアスの声が蘇る。

　──これまでの功績に加え、あなたは正式に王族に加わるのだ。

　──神子姫に対する国からの保障は全て、今後も変わらない。

　神子姫は、特定の家や血筋にではなく、オリオロンのどこかに突然生まれてくる。素養を持った銀髪の少女は神殿に引き取られ、形式上は帝王の養女となって神子姫としての責務を全まつとうするのだ。そういう意味では、ブランシェはすでにギルディアスの妹である。

　そして神子姫をこの世に生み出した両親には、多額の報ほう奨しよう金きんが継けい続ぞく的てきに与えられる。

「権利を与えられた以上、義務を果たすのが人間として当然だと思うぜ。……元人間の俺としても、これ以上王家と騎士団の専横を許してはおけない」

「魔族」に変えられてしまったレイヴンの唇から漏れる当てこすりは、ブランシェだけではなく彼自身の精神も削けずっているのだろう。その表情はひどく荒すさんで見えた。

「おとなしく来てくれないなら、さらっていくまでだ。──なあ」

　レイヴンの声が、思わせぶりに低くなる。

　彼の声が再び心臓に絡みつく前に、ブランシェは決意した。

「いえ……私、行きます」

　唇を嚙み、付けひげを握る。

　ルーベランがどこまでこの件に関与しているのかは分からないが、結婚の意味もよく分かっていない彼がオリオロンの屋台骨を揺るがすような秘密を知っているとは思えない。

　だが、ギルディアスは事実上の帝王である。レイヴンを改造させたなら、彼の指示であることに間違いないだろう。不遜な英雄を忌いま々いましく思っているのは、ブランシェの眼にも明らかであったし。

　サーナキアは……関与していない。彼は違うと思いたい。

　──いや、違うと、断言できる。ギルディアスのことはずっと苦手だったが、サーナキアの自分に対する愛情は間違いなく本物だ。

　そして、眼の前の青年が語る言葉も。

「へえ、さすが神子姫様。ご立派な心がけだ」

　自分で他の選せん択たく肢しを封じたくせに、レイヴンの言葉は皮肉の色が濃こい。

　しかし、彼の言葉はサーナキアのものと同じ。表層の不純物に惑わされては、本質を見失ってしまう。

「私は王家にも、騎士団にも、たくさんお世話になってきました。ですから、グレイドル様のおっしゃることの全てを、信じたくはありませんが……ご自身や部下の皆さんの血を流し、戦ってきて下さったあなたが、噓をついているようにも思えません」

　不意打ちを食らったように黙ったレイヴンについては、授与式強制終了の数日後、サーナキアから改めて聞いていた。

　あの時ギルディアスに大だい胆たんに嚙かみついたように、王家や貴族、そして騎士団上層部からの受けは悪い。「傲ごう慢まんな野蛮人」というのが、その評価を端たん的てきに示すものであるとか。

　だが目下の、特に直接の部下たちからは、輝かしい戦績もさることながら面倒見の良さで慕したわれている。急きゆう激げきな出世をやっかまれ、扱いにくい部下の世話を押しつけられても、見事尊敬を勝ち得たのだとか。

　もっともブランシェの眼に映る彼は、王家と神子姫に対する怒いかりに満ちた、皮肉屋で荒々しい青年である。残念ながら「傲慢な野蛮人」のほうが印象としては近いが、そうではない部分もすでにいくつか見えている。

「それに今、あなたは吸血鬼特有の『染心』なしで、説明をして下さいました」

「騒ぐな」と言われ、動きを封じられはしたが、自我までも彼に染められた訳ではない。

「……ああ、まあな。あんまり頻ひん繁ぱんに使うもんじゃねえだろ」

「その上で、私に義務を果たす機会を与えて下さいました。そのような心遣いをして下さる方が、大だい恩おんある王家や騎士団に対し、無む闇やみなことをおっしゃるとは思えません」

　そもそも事前の説明自体、不要だったはずである。時間をかければ見つかる可能性が高まる危険を顧かえりみず、彼はブランシェに道を示してくれたのだ。

「これはきっと、天が私にお与え下さった機会なのです。『天眼』能力におごることなく、自らの眼を開き、学べと……グレイドル様は、そうおっしゃりたいのですよね？」

　語るうち、ブランシェの心は定まっていく。そうだ、偏へん見けんを捨て、誰に対しても平等に接するのも神子姫としての務め。

「あなたの教え、受け止めました。役割に対する義務を、全うしたいと思います！」

　ところがレイヴンは、何やら決まりが悪そうに半端な長さの黒髪をいじっている。

「……いや、あんたが言うことを聞かなければ『染心』を使うつもりだったし、義務云うん々ぬんは皮肉っつーか嫌いや味みっつーか……あと王家と騎士団には、恩もあるが恨うらみも相当あるぜ」

「確かに、『魔族』化されたことは……」

「それだけじゃねえよ。今回の件が、とどめではあったけどな」

　ぶつぶつと愚ぐ痴ちる声に、複雑な事情が透すけていた。一体何があったのかと聞こうとしたブランシェを、緑の瞳が睨む。

「……なんつーか、ちょろい姫さんだ。神子姫っていうのは、あんたぐらいじゃないとなれないんだろうな」

「え？　まあ、それほどでもありません。でも、ありがとうございます！」

「ちょろい」はしょっちゅうサーナキアが言ってくれる言葉だし、自分こそが神子姫に相応ふさわしいなどとレイヴンに褒めてもらえるとは思わなかった。嬉しくなって、元気よく礼を言ってしまう。

「……皮肉も通じねえし。まあいい、あんたが自主的に来てくれるなら、手間が省はぶけた」

　適当にごまかしたレイヴンは、清せい楚そな白いドレスに身を包んだブランシェを一いち瞥べつし、

「じゃあ行くぞ。何か上着でも引っかけろ、今の時期でも夜は寒い」

「お気遣いありがとうございます」

「……あんたは大切な証人なんだ、風か邪ぜでもひかれちゃ困るからな」

　何かひどく疲つかれた顔をしたレイヴンの指示どおり、ブランシェはたまの遠出用に一枚だけ置いてある上うわ着ぎを着た。これも白い絹を紡つむいだ、上等だが飾り気のないものだ。

「しかし目立つな……まあいい、後で着替えをどこかで調達……」

　ぶつぶつと今後の算段をしているレイヴンに、ブランシェは頼んだ。

「あの、それと、サーナキアに挨あい拶さつをしていきたいのですが」

　婚約式をすっぽかすことになるのは、もう仕方がないだろう。だがせめて、サーナキアには状況を伝えておきたいと願えば、レイヴンは呆れ顔をした。

「そいつは例の教育係だよな。で、ここで許しを出すほど俺が間抜けだとでも？　言える訳ないだろう、騎士団に通報されて終わりだ」

「そ、そうでした……」

　ブランシェだって、いくら辻つじ褄つまが合おうが、まだレイヴンの語る言葉全てを素直に吞のみ込めないのだ。ましてあのサーナキアが、男と二人で外出など許してくれるとは思えない。

「あっ、それと！」

「なんだ、今度は王宮に行きたいとか言うなよ？」

「そうではなくて、あの……ひとつお願いがあるんです。『天眼』を使う間は、私は完全に無防備になります。その間は、恐れ入りますが守っていただけますか？　『天眼』を使うとかなり消しよう耗もうするので、せいぜい一日に数度のことかとは思いますが……」

　頼みごとに、案あんの定じようレイヴンは少々不ふ機き嫌げんな目つきをした。ただし、ブランシェの予想とは若干違う方向に不機嫌になった。

「『天眼』を使う間だけ、と言い切るあたり、さすが俺を吹っ飛ばしてくれただけのことはあるな。いろいろくっだらねえ噂が流れているのは知っているが、俺が『魔族』退治の功績でのし上がってきたのだけは本当だぜ」

　どうやら、自分の戦闘能力を疑われたと勘かん繰ぐっているらしい。ブランシェの脳裏を、サーナキアによる「普通の女の子」講座が過よぎった。

　レイヴンの言葉が正しければ、自分はこれからも神子姫でいられるかもしれない。

　しかし、そうでなければ「普通の女の子」になる必要がある。どちらの可能性も、視野に入れておかねばならない。

「い、いえ、私はサーナキアに少し訓練してもらっただけで……最低限の護身術しか身につけていません、本当です！　私、か弱いです!!　あなたの守りが必要なのです!!」

「……それにしちゃ、無む駄だのない動きだったけどな」

　ぼそりとつぶやいたレイヴンは、気を取り直したようにブランシェを見つめた。検分するように彼女の全身を眺ながめた後、静かに背筋を伸ばして、

「まあいいさ。油断していた俺じゃなく、ここから先は騎士団か『魔族』相手だ。──分かったよ、このレイヴン・グレイドルが、期間限定であんたの騎士になってやる」

　厳おごそかに誓う声に「染心」は込められていないようなのに、不思議と耳に残った。皮肉や嘲ちよう笑しようの歪ゆがみが消えた、生真面目な表情のせいかもしれない。

「はい、では私も、偏見のない眼であなたがおっしゃる真実を見ることを誓います！」

　ブランシェもつられて、神子姫らしく凜とした表情で宣言する。そんな彼女をちょっとまぶしそうに見つめたレイヴンは、すぐに険けわしい顔に戻ると強引に話を変えた。

「よし、行くぞ。何も荷物は持つな、これから先に入り用なものは俺がどうにかする」

　そう命じるなり、彼の手が伸びてきた。

「……!!」

　叫び声を上げなかったのは、まだかろうじて「染心」が効いていたせいだろう。がっしりした腕に軽々と抱かかえ上げられたブランシェは、突然の密着に丸く眼を見開いている。

「そのまま黙って、おとなしくしてろよ。吸血鬼が途と轍てつもなく馬鹿力なのは、さっきあんたも思い知っただろう？　馬鹿力が過ぎて絞しめ殺されたくなきゃ、じっとしてな」

　先ほど彼に摑まれた手首には、まだ赤い跡あとが残っている。

　怯えに口を閉ざしたブランシェを抱えたまま露台に出たレイヴンは、華きや奢しやな少女とはいえ人間ひとり抱えているとは思えない速度で、かつ迷いのない足取りで、灯りや警備の眼をかいくぐって駆け出す。闇を見通す視力は、全ての「魔族」に共通するものだ。

　ここまで侵入できる「魔族」がいるとは想定外なのか、誰にも見咎められることはなく、見慣れた景色があっという間に遠ざかっていく。今ではすっかり肌に馴な染じんだ自室も、幼おさない頃逃げ出そうとしては連れ戻された広大な中庭も、どんどん見えなくなっていく。

「……サーナ……」

　レイヴンと共に行くのは自分で決めたことのはずなのに、口を開けば不安が零れてしまいそうだ。ひたすらに彼の腕にしがみつきながら、ブランシェは言いつけどおり唇を引き結んで眼をつぶっていた。










[image: ]










　最初は絶対に声を上げまいと思っていた。しかし、すぐに黙だまっていられなくなった。

「ひ、ちょ、わっ、きゃあっ……!!」

　眼めを開けようとしても開けられない。肌はだを打つ風はまるでつぶてのようだ。レイヴンの移動速度があまりにも速すぎて、長い銀ぎん髪ぱつは乱れに乱れ、毛先が顔や首筋に当たってものすごく痛い。時間の経過と痛みによって、「騒さわぐな」という「染せん心しん」もすっかり解とけてしまったようである。

「……っ、と」

　か弱いふりなど必要ない。ブランシェが必死に堪こらえているのを察してか、レイヴンは神しん殿でんの敷しき地ちを出たあたりで全力疾しつ走そうをやめた。

　時刻はすでに真夜中であり、神み子こ神殿の周辺は神殿や王家に関係する役所で固められている。役所勤めの文官や、護衛を任じられた騎士団が飲みに繰くり出すような歓かん楽らく街がいとはかなり距きよ離りがあるため、いったん警備の眼さえ潜くぐってしまえば夜間はほとんど人ひと気けがない。

「さすがに、あんたを抱かかえて本気の全力疾走は無理だな。今夜中に、実験施し設せつに着きたかったんだが……」

　きれいに整えられた街路樹の陰かげに隠かくれ、レイヴンはブランシェをいったん地面に下ろしながらため息をつく。

「も、申し訳ありません」

　くらくらしながら謝るブランシェの顔色を見やりながら、レイヴンが聞いてくれる。

「いや、俺が思っていたよりはもった。……大丈夫か？　ここでへばられちゃ困るぜ、無理するなよ」

「ええ……、お気き遣づかいありがとうございます」

　まだくらくらしているのは事実だが、へたり込んでしまうほどではない。精神的には「可か愛わいいわがまま」の境目が分からず、サーナキアに見放されかけた時よりよほど楽である。

　しかし、感謝の念を込めて微笑ほほえみを向ければ、レイヴンはぷいと眼を逸そらしてしまった。

「だが、あんたが耐たえられる速度で移動すると、どうしても数日はかかっちまうな」

「も、申し訳ありません……」

　しゅんと肩かたを落とすブランシェを、緑の眼が素そっ気けなく一いち瞥べつする。

「追っ手をまくなら、先にあんたの見た目を変えたほうがよさそうだ。その格かつ好こうと見事な銀髪は、目立ちすぎる。銀髪は神子姫の証あかしだからな」

「そうらしいですね……」

　乱れた髪かみを一ひと房ふさ手に取って、ブランシェはぼんやりとした相あい槌づちを打つ。

　初めて王宮に連れて行かれた際、当時はまだ壮そう健けんだった帝王やサーナキアに、なんと見事な銀髪だと褒ほめられたことはよく覚えている。

　しかし当時、ブランシェはこの髪の色が嫌きらいだった。

「姫さん？」

「あっ……、はいっ」

　いぶかしげに呼びかけられ、物思いに耽ふけりかけていたブランシェははっと我われに返った。

「とりあえず、円周街まで出て適当な宿を取ろう。その後は、日が沈しずんでからだ」

　神子神殿は、楕だ円えん形けいに広がったオリオロン中心街のほぼ中央にある。神殿だけでなく、騎き士し団だん本部や王宮、高位の貴族の住居が建ち並ぶその場所から、ブランシェはほとんど出たことがなかった。

　だがレイヴンは、城じよう壁へきに囲い込まれた中心街を離れ、その外に広がる円周街と呼ばれる下町を目指すと言った。

「そうですよね。太陽の光を浴あびたら、グレイドル様は……」

「そこまでの心配はいらないらしいぜ。俺は吸きゆう血けつ鬼きの中でも、かなり古い種族がもとになってるらしくてな。太陽光は好きじゃないが、浴あびていきなり灰になったりはしない」

　ブランシェが知識として知っている吸血鬼像と眼の前の青年には、若じやつ干かんの隔へだたりがあるようだ。それもまた、彼が作られた「魔族」であることの裏づけなのだろうか。

「だが、好きじゃないのは確かだ。とにかく、朝が来る前に中央街壁へきを越える。円周街なら、俺の庭みたいなもんだしな」

　レイヴンが士官学校に入れなかった、つまり貴族ではないことはサーナキアからも聞いている。どうやら彼は、円周街の出身らしい。

「もっともあんたは、あんなごみごみした場所には、行ったこともないかもしれんが」

「……いえ、行ったこと、あります」

　少しだけ早口に、ブランシェは言った。レイヴンの言葉を遮さえぎってしまったことに内心ぎくりとしたが、彼には特に気にした様子はない。

「そうか、あんたの『天眼』は相当範はん囲いが広いらしいが、たまには出向かないといけないこともあるよな」

「……そうですね。これから先、ご迷めい惑わくをおかけすることもあるかと思いますが、よろしくお願いします」

　見事な銀の髪をさらさらと零こぼしながら、ブランシェは深く頭を下げた。その拍ひよう子しに白い首筋が、うなじまで露あらわになる。

　息を吞のんで彼女を見つめるレイヴンの瞳ひとみに、赤い色が交まじる。

「おい、馬ば鹿か、やめろ！」

　強い口く調ちようで叱しかりつけられ、ブランシェは慌あわてて頭を上げた。

「あっ、申し訳ありません！　そうですよね、早く移動しないと!!」

「……そうじゃねえよ、全く……あんた、吸血鬼と一緒にいる自覚はあるよな？」

「……えっ、あっ」

　反射的に、ブランシェは首筋を手で覆おおう。

　そうだ、眼の前にいるのは「染心」で獲え物ものを言いなりにし、その血をすする化け物。特に男の吸血鬼は、穢けがれなき乙女おとめの血を好むという。職業上穢れなき乙女である義務がある神子姫は、格好の獲物なのだろう。

　警けい戒かい心しんを捨て去ってはいけない。

　彼が噓うそをついていた場合は、なんとかして騎士団に連絡を取り、退治してもらわねばならないのだから。

「あの……やはり、血が……必要ですか……？」

「……衝しよう動どうがない、とは言わねえけどな。なにせあんたは、神子姫様だ」

　曖あい昧まいな言い方で、レイヴンは彼女の問いを肯こう定ていする。

「だが安心しろ。俺は誰だれの血も吸わない。特にいったん守ると誓ちかった以上、あんたの血は吸わない。絶対にだ」

　続く言葉は、ひどくきっぱりとしていた。生き真ま面じ目めな表情は、先ほど暫ざん定てい騎士の誓いを立てた時以上に真剣で、厳げん粛しゆくささえ感じさせる。

　自分の魂たましいに誓う男の顔だった。

　だからブランシェも、ためらいなく首しゆ肯こうすることができた。

「──はい。信じます」

　あまりのためらいのなさに、誓ったレイヴンのほうがかえって驚おどろいているようだ。

「……俺は今、『染心』を使っちまったか？」

「え？　いえ、そういう感じはありませんでしたが……」

　不思議そうにするブランシェの表情に裏がないことを見取ってか、レイヴンは少し長い黒髪をぐしゃりとかき上げて強引に話を戻もどす。

「……まあいい、じゃあ信じてくれ。だが念のため、俺の前で無む闇やみに肌をさらすな。俺も大事な証人を、下へ手たに傷つけたくはない」

「はい、分かりました。気をつけます」

　レイヴンと同じく、厳粛に誓ったブランシェであるが、彼の手がすっと伸びてきたことに驚いてしまった。神子姫とは、と熱く演説するサーナキアの姿が脳のう裏りをちらつく。

「きゃっ!?」

　思わずその手を摑つかみ止めてしまったブランシェを、不ふ機き嫌げんそうな緑の眼が睨にらみつけてきた。

「あのな、あんたの血を吸う羽は目めにならないうちに、とっとと全部終わらせたいんだよ。今後も抱えて運ばせてもらいたいが、文句はないな？　……俺を信じてくれるんだろう？」

「あ、そ、そう、ですよね……」

　蘇よみがえるのは、初対面の時のことである。サーナキア以外の男性と、あそこまで接近したのは初めてだった。

　思い出して青くなるブランシェに、レイヴンは冷たく言い放った。

「誤解がありそうなので言っておくが、俺はあんたみたいな手のかかる、世間知らずの甘ったれた奴やつは大嫌いなんだ。騎士の誓いは目的のためのものなんだから、勘かん違ちがいするなよ」

「……っ！」

　あの時と同じだ。真正直な敵意が、身を竦すくませる。

「それとも……そうだな、俺が妙みような気を起こさないように、先に対策しておくってのはどうだ」

　硬こう直ちよくした耳に響ひびく声は、ぞっとするほど甘かった。反射的に構えを取ってしまう。

「グレイドル様……？　た、対策って」

「おっと、手刀も回し蹴げりも勘かん弁べんしろよ。あんたの騎士になると誓ったんだ、これぐらいのご褒ほう美びはいいだろう？　どうせ俺たち、妙みような噂うわさまで立てられた仲なんだ」

　レイヴンが迫せまったせいで神子姫の力が落ちたという噂を、結構根に持っているようだ。

「……それともやっぱり、俺みたいな化け物に触さわられるのは嫌いやか」

　あごを取られ、耳元にささやかれる言葉に合わせ、脳内サーナキアが微笑んだ。

『男性と必要以上の接せつ触しよくをすれば、神子姫の資格を失ってしまいますからね？』

「わ、わた、し」

　いろいろな人々の顔が、それぞれがブランシェに求める価値が、頭の中をぐるぐる回る。

　神子姫としてなら、距離も考え腹部に固めた拳こぶしをねじ込むのが一番正しいだろう。「普通の女の子」だって、恋人でもない男に迫せまられれば「噓泣き」などの技で逃にげを打つはず。

　しかし、奥底に哀あい切せつを秘めた緑の瞳を今そのように拒きよ絶ぜつするのは、神子姫として、「普通の女の子」として……人間として、正しいのか。

「だめ、ごめん、なさい。あ、あなたが嫌いな訳ではありません。吸血鬼であるから、という理由でもありません。ただ……ただ、私、は」

　立ち位置が定まらぬまま、しどろもどろにつぶやくと、レイヴンのため息が聞こえた。

「……冗じよう談だんだよ、神子姫のあんたに用がある俺が、今の時点でその資格を奪うばったりするはずねえだろ。あと、露ろ骨こつに腹を狙ねらうのはやめろ」

「まあ、冗談だったのですか……」

　冗談を言っている眼ではなかったと思うが、本人がそう言うのだから違ちがうのだろう。ほっと肩の力を抜ぬき、拳も下ろしたブランシェを抱え上げながら、レイヴンは潤うるみを帯おびた水色の瞳をからかうように見下ろした。

「あんたが俺の言葉を素直に信じてくれることも、それでも化け物に触られるのは泣くほど嫌だってこともよく分かったよ」　

「ち、ちが……これは……噓泣きです！　何か回かい避ひしたいことがあった時には、とにかく先に泣けとサーナキアに教わりましたので……!!」

　目元を拭ぬぐいながら弁解すれば、レイヴンは一いつ瞬しゆん眼を丸くした後「……まあ、間違ってはねえよ」と苦笑いした。

「案外たくましいようじゃあるが、目的を果はたすまでは、ちゃんと守ってやるさ。……俺自身からもな」

「……はい。失礼しました、改めてよろしくお願いします」

　やはり「普通の女の子」にはまだなれそうにない。反省を嚙かみ締めながら、ブランシェはしっかりとレイヴンにしがみついた。







　首都ラーラベルは広大だが、中心街はそれほど広くない。レイヴンがある程度手加減した速度で夜よ闇やみを駆けていけば、程なくその果てにある中央街壁まで辿たどり着いた。

　灰色の石を積み上げて作られた巨大な壁は、王城を囲む壁と同等の高さがある。「魔族」の身体能力をもってしても乗り越えることは難しく、石材自体が聖職者による「聖せい別べつ」能力で補強されている。そして当然、厳重な監かん視し体制下にある。

「……よし、見張りが代わってるな」

　一般市民にも開放されている大門ではなく、入ってきた時と同じ騎士団用の小門を抜けると宣言していたレイヴンは、遠目に見張りの顔を確かめてほっとしている。

「どうして見張りが代わっていると嬉うれしいのですか？　同じ人間には、あなたの『染心』は効果が薄うすくなるのですか……？」

　効き目が落ちるから、下手は打てないということだろうか。

「効果が薄くって……あんた、知らないのか？」

　意外そうに聞き返され、ブランシェは肩を竦めた。

「あの、書物などから知識の収集には努つとめているのですが……やはり現場に出ないせいか、どうしても実情とずれは出るのです。あなたのように、声を媒ばい介かいに『染心』を使う吸血鬼も初めて知りましたし……ですから、よければ教えていただけますか？」

　脳内サーナキアに尋たずねても、これ以上詳しよう細さいな情報が引き出せないのだ。申し訳なく思いながら問えば、レイヴンは微び妙みような間を置いて答えた。

「……まあ、とにかく、あんまり使わないほうがいい能力なんだよ。門を抜けるまで、しばらく黙ってろ」

　素っ気なくブランシェを黙らせると、レイヴンは物陰からいきなり門の警備兵に近づき、「ここを通せ」とささやく。そしてブランシェを連れて門を潜った後は、「忘れろ」とつぶやいた。

　そうして実にあっさりと、ブランシェはレイヴンに抱えられたまま久々に円周街に足を踏ふみ入れる。

「中に入っちまえば、中央街は案外警備が薄いんだよな。……てめえらで『魔族』の出現量を調整しているんだ、のんきにもなるってことだが」

　皮肉も耳を素通りする。闇の中をしばらく歩き回ったせいで、星明かりに照らされた街並はブランシェの眼にもよく見えた。

　そこはひと言で言えば、レイヴンが言ったとおりごみごみとした場所だ。門一枚隔てた内側にある中央街なら騎士団の出動の妨さまたげにならないよう、厳密な区画整理と路上の整理整せい頓とんがなされているが、円周街はまるで違う。

　くねくねと曲がりくねった通路はそこかしこで枝分かれしており、樽たるやら木箱やらごみ箱やらが乱雑に積み重なって通行を妨げている。上下左右に場当たり的な増築を繰り返した粗そ末まつな建物が押し合いへし合い、さらにはいつ干したのか分からないような洗せん濯たく物ものなどが多数ぶら下がっているという生活感あふれる光景が広がっていた。

　油や蠟ろう燭そくを節約するためか、どの家も完全に灯あかりが消えて静かだ。しかし暗い路地の奥では、人影らしきものがちらちらと動いているのが分かる。

「ここの景色がそんなに珍めずらしいか？　今さら帰りたい、はなしだぜ、姫さん」

　声もなくあたりの光景に見入っていたブランシェは、呆あきれたようなレイヴンの声にはっとする。緑の眼が皮肉げに光っていた。

「……いえ、思っていません、帰りたいなんて」

　首を振ったブランシェは、改めてゆっくりとあたりを見回しながら尋ねた。

「ここは、円周街のどのあたりですか？」

「南三区付近だろ。ちょっと目的地からずれたが……まあいい」

　円周街は東西南北の四つの区画に大きく区切られ、さらにその中が十の小区画で区切られている。

「実験施設は、円周街にあるのですか？」

「いや、もっと先だ。ラーラベルの端、外がい縁えん壁へきぎりぎりのところにある」

　厳密な区画整理がなされておらず、大小様々な建物が連つらなる迷路のような円周街を抜けた先は、外縁壁と呼ばれる頑がん丈じような防護壁がある。常に「魔族」の侵しん入にゆうを警戒せねばならない最前線であり、そこまで行くには馬車を用いても三日はかかる。

「東西南北のそれぞれ一区に、外縁壁に繫つながる門があるんだ。そこを目指すが、その前に宿とあんたの着替えをどうにかしないとな」

　思案顔であたりを見回したレイヴンが、「魔族」の視力で何かを見つけたようだ。

「ごみ漁あさりなら、西区に行けよな。夜中にうろうろしてると、『魔族』にやられちまうかもしれねえのに……騎士団は夜間の取り締しまりを、もうちょっと強化すべきだな」

　路地裏の闇の奥、蠢うごめく人影は金目の物を探してごみ漁りをしているらしい。騎士団員らしいため息をつくレイヴンに、ブランシェも神子姫として同意する。

「ええ、やはり夜間は『魔族』も活発化しますし。全てが終わって、あなたが騎士団に戻られたら、そのように進言されたほうがよろしいかもしれないですね」

「……俺が騎士団に戻ってから？」

　真顔で問い返され、ブランシェは逆に慌ててしまった。

「あっ……いえ、今すぐ進言しにまいりますか!?」

「はっ、その手は食わねえよ。俺を油断させて逃げ出す気なら甘いぜ、姫さん」

　鼻で笑うレイヴンの表情は、どことなく荒すさんで見えた。

　考えてみれば、彼は王家や騎士団によって殺されたような状態なのだ。告発を終えた後も団に戻る気はないのかもしれないのに、無神経なことを言ってしまった。

　ここは神子姫として誠意ある謝罪をすべきか、それとも今度こそ噓泣き特訓の成果を見せるべきなのか。判断に迷っているうちに、あることが「分かった」。

「あ、あの！　すいません、向こうに……『魔族』が、います」

　ごみ漁りがいるほうとは別の路地を指してブランシェが言うと、レイヴンは当たり前のような顔をしてうなずいた。

「ふん、やっぱりな。中央街にゃ、お偉えら方がたがたくさんいる。円周街に入ったあたりで、待ち伏ぶせされてるとは思ってたぜ」

「……実験施設からの、追っ手……ですか」

　中央街壁を抜けてすぐのこの場所にまで「魔族」の侵入を許すなど、「魔族」の力が増してきた昨さつ今こんでもあまりないことだ。狙い澄すましたような登場といい、レイヴンの話と照らし合わせれば、追っ手として考えるのが自然だろう。

「あんたが俺の言葉を信じてくれるなら、そうだ」

　皮肉に、ブランシェは慎しん重ちように答える。

「『天眼』を使ってみても、よろしいですか。失敗するかもしれませんが……うまくいけば、もう少し細かいことが分かります」

「ああ。安心しろ、その間はちゃんと俺が守ってやる」

　その言葉は、苦もなく信じられる。成功を祈いのりつつ、ブランシェは瞳を閉じて意識を集中させた。

　円周街の懐なつかしい光景も、何か言っているレイヴンの声も消えていく。代わって心に浮かぶのは、獰どう猛もうなうなり声を上げる「魔族」の情報だけ。

「……ふぅ」

　無事に三回のうちの一回に当たったらしく、つつがなく「天眼」が終了する。同時に自分を支える腕の感かん触しよくに気付き、驚いたようなレイヴンの声も聞こえてきた。

「……い、おい、大丈夫か!?」

　ぱちっと眼を開けたブランシェのひどく間近に、レイヴンの顔があった。

「ひゃっ!?」

　びっくりして仰のけ反ぞったブランシェの耳に安あん堵どのため息が届く。

「焦あせった……あんた、『天眼』使用時は本当に、完全に無防備になるんだな。……よく今の俺の前で……」

「あ、はい、そうなんです。申し訳ありません、驚かせてしまって……」

　事前の説明が足りなかったようだ。謝罪してから、ブランシェは得たばかりの情報を口にした。

「……三体……マンティコア、です。ご存じだと思いますが、特に尾にある毒針にお気をつけ下さい」

　人の頭、獅し子しの体、蝙こう蝠もりの翼つばさを持つ中級「魔族」の名にレイヴンの表情が引き締まり、ブランシェも緊きん張ちようで顔が引きつってくるのを感じる。通常であれば、一個中隊に出動命令が出るところだ。

「私たちに気付いています。西のほうから、向かってきます……!!」

「調子がよくて助かるよ。あんたの『天眼』、やっぱり衰おとろえてないじゃねえか」

「い、今は調子がいいようで」

　次とその次が問題だわと思いながら、ブランシェもほっとしている。相手の正体と来る方向が分かっていれば、戦略的にも心理的にも圧倒的に有利だ。

「しかしマンティコアだけってことは、まだ俺があんたをさらったことには気付かれていないようだな。あいつらに、姫さんだけ連れ戻すような知性はない」

　言いながらレイヴンは彼女を抱え、手近にあった物置の側に移動した。斜ななめに傾かしいではいるが、金属板であちこち補強されたそれはかなり頑丈そうだ。

「さすがに鍵かぎは開いてねえか……まあいい、その陰に隠かくれていろよ。俺がいいと言うまで、絶対動くな。あと、ついでに眼を閉じてな」

「は、はい」

　こっくりうなずくブランシェの前に、レイヴンが手を突き出す。

「オルエット、鉄てつ壁ぺきの神の子よ……」

　防護能力に長たけたかつての神子姫の名を口にした途と端たん、力の波動がその指先にわだかまるのを感じた。

　しかし次の瞬間、彼は手を押さえて顔をしかめる。

「グレイドル様？」

「護身結界ぐらい張ろうかと思ったんだが、だめだな。……吸血鬼には無理か。ま、元々、俺はこの手の術は得意じゃないんだが」

　聖せい界かい騎士団の中には、「魔族」に対たい抗こうするための術を身につけている者が存在する。護身結界などは中でもごく初歩的なものだが、吸血鬼化したレイヴンには使用不能なようだ。

「あんた、身を守る術は使えないのか？」

「少し、いえ、爪つめの先ぐらいならサーナキアに鍛きたえてもらったので、戦えますが……」

　慎つつましく答えると、レイヴンは苦々しい顔をする。

「……人間相手なら、あんたのその容姿だ。相手も油断するだろうし、案外やれそうだが、どうせなら護身結界を教えたほうがいいだろうに……たぶん大丈夫だと思うが、戦うのは向こうがあんたに襲おそいかかった時だけにしろ。絶対自分からは動くな」

　厳命した彼は、ブランシェに背を向けて離れて行こうとする。

「あ、あなたこそ大丈夫ですか!?」

「術者の援えん護ごも、銀剣もなしの生身で、しかもひとりでマンティコア三体とやり合うなんざ正気の沙さ汰たじゃねえな。だが今は、負ける気がしねえ」

　その背に漂ただよう自信を、疑いはしない。司令官職は彼の実力に見合うものだし、何より、「天眼」が教えてくれたのだ。マンティコアたちより、レイヴンのほうが圧倒的に強いと。

　だが、そのマンティコアたちは……

「あの、あなたのお話では、『魔族』は元々人間だった可能性があるのですよね……？」

「別に全部が全部、人間をもとにしてる訳じゃねえらしいぜ。『魔族』の作成材料は生物全般、時には無機物も使ってるらしいが、可能性はあるな。だが、人間だったらどうした？」

　この問いかけを予期していたのか、レイヴンは振り返りもしない。

「もしかして、今から戦うのが俺の部下のなれの果てかもしれないと思ったのか？　……安心しろ、施設に連れて行かれた奴らは俺以外、全員死んだ。無茶苦茶な改造に耐えきったのは、俺だけだ」

「染心」を使われたようでもないのに、心臓が乾かわいた声に握にぎり込まれたように痛い。

　これ以上言っても仕方がないかもしれない。だが、神子姫として確認の義務がある。

「だとしても……この方々も、元に」

「そうだな、俺かあんたが殺される前に、元に戻せるといいな。生あい憎にく俺にはどうやるのか皆かい目もく見当もつかねえし、あんたにそんな気の利きいた能力があるとも思えねえが」

　皮肉たっぷりにつぶやいたレイヴンの声が、諭さとす口調に変わる。

「いいか、姫さん。作られた『魔族』には、人間に対する攻こう撃げき衝しよう動どうが埋うめ込まれているんだ。倒すべき敵として生み出された以上、よそで平和に暮らしてもらっちゃ意味がないからな。だから奴らは、作成されて放ほう逐ちくされた後はすぐに人里を襲うんだ」

「えっ？」

「もっとも今から来るマンティコアは、確実に俺を狙うように調整されているだろうが……他の人間を襲わない保証はねえ。そもそも、そこまで完かん璧ぺきに制せい御ぎよできないから、検知できる神子姫を必要としてるんだしな。だから絶対に、そこを動くんじゃねえぞ」

「え、ええ……はい、ですが……」

　繰り返される命令にうなずきながらも、突然夜風の冷たさが増したような気がした。レイヴンが着ていけと言ってくれた上着を、ぎゅっと抱だき寄せる。

「あなたも……？」

　刹せつ那な、沈ちん黙もくが落ちる。

「幸さいわい俺は、全ての改造が終わる前に逃げ出した。だから他の奴らみてぇに、無闇やたらと人間を襲ったりはしねえよ。信じる信じないは、あんたの自由だが」

　確かにレイヴンは今まで、ブランシェを含ふくめた誰かを傷つけたりはしなかった。それどころか、騎士になる、あんたの血だけは絶対に吸わないと、誓ってくれた。

　己の魂たましいに問いかけるようなあの誓いが、噓だとは思えない。

　しかし、ただでさえ彼は吸血鬼なのだ。吸血衝動も強いはずなのに、攻撃衝動まで埋め込まれているのかもしれないと思うと、さすがのブランシェも背筋が冷たくなる。

「──やっと俺が怖こわいと分かったようだな、姫さん」

　振り向いた眼は、赤い。

「だが、今さら怖がっても、逃がしゃしねえぜ。あんたは大切な証人だ。俺や俺の部下みたいな目に遭あう奴らをこれ以上作らないために、とことん付き合ってもらう」

　確かに怖いが、今ブランシェの気持ちを沈ませているのはそういうことではない。

「いいえ、怖いことは怖いですが、逃げたりはしません。だってあなたは、マンティコアに他の方々が害されないために、今ここで戦おうとされているのですから……」

　負ける気がしないというのは事実だろうが、時間を食うのは間違いない。なのに今、この場で彼が戦うのは、何も知らずに寝ている付近の住民から被ひ害がい者しやを出さないためだろう。

「ただ……何もして差し上げられないのだな、と思って」

「天眼」はただの検知能力。それを、改めて痛感した。

　まだ、レイヴンの言葉を全て信じた訳ではない。しかし自分にいい感情を抱いだいていないはずの彼が、辿るべき道を説とき、道中守ってくれる理由も他に見当たらないのだ。

　それはすなわち、今から眼の前で繰り広げられるのが、ブランシェとレイヴンが守るべき民との戦いである可能性を意味する。

「……ああ、そうだ。あんたに今できるのは、おとなしく俺に守られることだけさ。眼を閉じて、ついでに耳も塞ふさいで、いい子にしてな。肝かん心じんなところで、『染心』が効かなくなっちゃ困るからな」

　不敵に言い切ったレイヴンは、正面を向いて両手を胸の前で軽く組んだ。浅黒い左手の平に右の拳を叩たたきつけ、気合いを入れる。

「さあ、俺はここだ、来い!!」

　レイヴンの言葉を待っていたかのように、獅子の咆ほう吼こうがあたりに鳴り響いた。蝙蝠の翼をはためかせた巨きよ軀くが、密集した建物の壁を削けずりながら滑かつ空くうしてくる。

　マンティコア。人の顔、獅子の体、蝙蝠の翼に蠍さそりの尻尾しつぽを持った凶きよう暴ぼうな怪かい物ぶつだ。長身のレイヴンでさえ、巨大な影の下にすっぽりと隠れてしまうほど大きいものが三体。

「……これが、『魔族』……」

　レイヴンの忠告も忘れ、ブランシェは呆ぼう然ぜんと空から降りてくる巨軀を見つめた。

「天眼」を通して何度も確認したことがあるマンティコアだが、肉眼で見るのは初めてだ。吸血鬼であるレイヴンと違って、見た目からして明らかに人と異なる容よう貌ぼうには、原始的な恐きよう怖ふを感じてしまう。

　当然、付近の住民がすぐ異常事態に気付き始めた。眠りから叩き起こされた苛いら立だちを叫さけぶ声が、窓の外を見た途端、悲鳴に変わる。

「なんだい!?」

「おい、や、やばいぞ、騎士団を呼べ……!!」

　口々に騒ぐ声を押しのけて、よく通る声が夜闇を貫つらぬく。




「誰も出てくるな!!　これは夢だ、寝しん台だいに戻って朝まで寝ろ!!」




　大混乱になる機先を制し、レイヴンの「染心」を帯びた声があたりに響き渡った。

　すると人間の騒ぎはぴたりと収まり、三体のマンティコアさえ一瞬威い嚇かくの咆吼をやめた。ブランシェはぎりぎり耳を塞ぐのが間に合ったので、その場で眠り込まずに済んだ。

　だが、怪物たちは動きを止められたことに対する怒いかりを感じているのか、聞いているだけで寿じゆ命みようが縮みそうな叫び声を上げ、レイヴン目掛けて殺さつ到とうする。

「グ、グレイドル、様……!!」

　とても助けに入れるような状況ではない。脳内サーナキアは正直で、ブランシェなど足手まといにしかならないと断言している。

　レイヴンが勝つのは分かっている。しかし、その代だい償しようはどの程度なのか。

　たまらず眼を閉じたブランシェは、汚よごれた物置の側面にぎゅっとしがみつく。最後に彼女に見えたのは、ひしめき合う建物の側面を人にはあり得ない身軽さで駆かけ上がるレイヴンの姿だった。

　打だ撃げき音おんと獣けものの叫びがしばらく続いた。何かが飛んできて物置の屋根にぶつかったらしく、上から来た衝しよう撃げきに飛び上がってしまう。

　思わず眼を見開いたところ、地面に転がった蠍の尾が見えた。致ち死しの毒針を備えたそれは、血と砂すな埃ぼこりにまみれて力なく震ふるえている。

「……きゃぁっ!?」

　漏もれた悲鳴に、闇の向こうで何かがぶちぶちとちぎれる音と、獣の断だん末まつ魔まが重なる。一体、二体、三体。特に最後のものは、獅子というより子猫のような、哀あわれな尾を引いた鳴き声だった。

　呆然と立つブランシェの感覚に広がる、強きよう烈れつな「魔族」の気配。

「ほらな、勝てた」

　何事もなかったかのように近づいてくるレイヴンの顔と言わず胸と言わず、鮮せん血けつで赤く濡ぬれていた。彼の眼も、同じ色にぎらぎらと輝かがやいている。

「……便利なもんだ。人間だった時なら、たぶん何人かは犠ぎ牲せいを出していただろうに……」

「……あ……」

　生々しい臭においを振りまきながら歩いてきたレイヴンだが、マンティコアの死体自体は先ほどの尾以外近くには見当たらなかった。少し離れたところで、始末をつけてきたらしい。

　戦いの様子を、直接は見ていない。とはいえ、どうやって三匹の怪物を片付けたかは、聞こえてきた音とちぎれた尾により、大体想像がつく。──力任まかせに引きちぎったのだ、あの巨体を。

　吸血鬼、特に年を経へた吸血鬼が恐おそるべき怪かい力りきを誇ほこることは知っていたが、これほどまでの力を持っているとは。先ほど彼に摑まれた手首を、思わず押さえてしまう。

「元々俺は、腕わん力りよくがあったからな。吸血鬼化したことで、より強化されたってとこだ」

　ブランシェのしぐさを見て口の端はしで笑ったレイヴンが、ふと思い出したように脇わき腹ばらに眼線を落とした。一面血まみれで分かりにくいが、そこだけ上着が裂さけている。

　硬こう直ちよくが解けたブランシェは、慌てて彼に歩み寄った。

「グレイドル様、お怪け我がを……！」

「大丈夫だ、この程度なら問題ない」

　気のない素振りでレイヴンは言うが、マンティコアの爪に削そがれたのだ。皮ひ膚ふ下かまで傷が及およんでいるのでは、と危あやぶんだブランシェだが、その心配はなかった。

「え？」

　爪にえぐられた傷の周辺で、肉がもぞりと身動きする。

　盛り上がった肉は当たり前のように結合し、傷口を覆い、残ったのは上着の破れ目だけ。

「ほらな、塞がった。あんたも知ってのとおり、吸血鬼っていうのは頑丈なもんだ」

「ですけど……、痛覚がない訳では、ないのでしょう？」

　レイヴンの苦く悶もんの声など聞こえなかったが、痛みがなかったとは思えない。

　だがレイヴンは、ちょっとだけ眼を見張ったものの、彼女の言葉を無視した。

「……服は直らないよな、さすがに。こりゃ、俺の着替えも用意したほうがよさそうだ。それにしても、臭くせぇ血だ……」

　たやすい勝利だったように見えて、消しよう耗もうしているのだろう。「臭くさい」と言いながら赤く染まった上着を凝ぎよう視ししている彼は、どことなく疲つかれ、余裕を失っているように思えた。

「そうですね……」

　上着の裂け目より、全身に付着した血のほうがはるかに問題だろう。だがレイヴンの動きに不自然な部分はなく、サーナキアの教えに従い当て身を食らわせて無理やり休きゆう憩けいさせる必要はなさそうである。ブランシェはほっとしながら相槌を打った。

　と、生乾きの上着に自ら鼻を寄せて顔をしかめていたレイヴンが、いきなり距離を詰つめてきた。

「それに引き替え、あんたは」

「え？」

　至近距離で見上げた瞳は、鮮血のように赤い。

「……うわっ!?」

　だが次の瞬間、後ろから見知らぬ男の声が聞こえ、ブランシェは飛び上がり、レイヴンも硬直した。

「な、なん、これは、一体……」

　物陰から現れたのは、古ぼけたランプとずだ袋を抱えた中年の男だ。先ほどレイヴンが目ざとく見つけた、ごみ漁りをしていた人間はどうやら彼のようである。「染心」が届かない場所にいたらしく、その表情は驚きよう愕がくに塗ぬりつぶされていた。

「あ……あんた、まさか、神子姫様!?　あ、ああ、危ねえ!!」

　さやかな月明かりにも鮮あざやかなブランシェの銀髪、そして赤く光るレイヴンの眼を見た男は、血けつ相そうを変えてブランシェの腕を引っ張った。まさかの事態に仰ぎよう天てんしていたブランシェは反応が遅おくれ、彼の背に庇かばわれる形になってしまう。

「誤解です！　この方は」

「誤解って……そいつは、どう見たって『魔族』じゃねえか！　しかも……み、見覚えがあるぞ、その顔……!!」

　ブランシェに「染心」が及ぶことを恐れてか、出方を窺うかがっているレイヴンを見つめて男が叫んだ。

「そうだ……レイヴン・グレイドル！　俺の息子むすこも、あんたにあこがれてたのに……よくも騙だましやがったな!!　神子姫様にこれ以上何をする気だ、この化け物め!!」

　彼は善良で純じゆん朴ぼくな人間なのだろう。突然の事態に恐怖感が麻ま痺ひしているのか、常識的な価値観と王家の発表に従い、ずだ袋と罵ば倒とうをレイヴン目掛けて投げつける。

「……っ!!」

　突然の糾きゆう弾だんに胸を突かれたような眼をしたレイヴンは、立ちすくんだきり避よけようとしない。だが今度はブランシェの反応が間に合った。

「だめです！」

　叫びながら繰り出した手刀でずだ袋が裂け、中に入っていた汚れた食器やら生ごみやらがあたりに散乱する。一部はブランシェの顔にも飛んできたが、レイヴンにぶつかることはなかった。

「グレイドル様……！」

　それにほっとしつつ、自ら耳を塞ぎながら彼を呼べば、一いつ拍ぱく遅れてレイヴンがはっと我に返る。次の瞬間その姿は、投とう擲てき姿勢で固まっている男の側にあった。

　牙きばをひそめた唇が、ブランシェに聞こえないように男の耳元でささやく。




「あんたは何も見なかった。……生活も大変なんだろうが、夜中にふらふらしていないで、可愛い息子のところに帰りな」




　男の眼から光が消える。無言でくるりと二人に背を向け、愛あい息そくが待つ家のほうへと去っていった。

「よかった……」

　髪に引っかかった魚の小骨を払いながら息を吐はくと、「おい」とレイヴンに呼びかけられた。反射的に見上げれば、緑に戻った瞳がこちらをきつく睨んでいる。

「馬鹿かあんたは！　普通の人間にごみを投げつけられたぐらい、俺はなんとも……、」

　地面に落ちた大きな皿を睨み、語気荒あらく叱りつけたレイヴンは、途中から急に冷ややかな口調になった。

「……大体あんたはか弱くて、俺の守りが必要なんじゃねえのかよ。俺を守ってる暇ひまがあったら、自分で言った設定を守ればどうだ？」

「いえ、あの、私はもちろんか弱いのですけど！　でも……その、ちょっとなら戦えますと、申し上げましたし……それに、守るべき民につけられた傷は、吸血鬼でも容易に治せないかと、思い、まし、て……」

　言い訳をすればするほど、レイヴンの視線がきつくなっていくのが分かる。うなだれたブランシェの首筋を見つめる瞳に、また赤い色が交じり始めていた。

「……出すぎた真ま似ねをいたしました」

「分かってるなら、もう二度とするな」

　とりつく島もない態度に縮み上がるブランシェを、レイヴンは無言で引き寄せた。肌に食い込む痛みよりも、強烈な血の臭いと込み上げた吐き気に全ての感覚を持っていかれる。

「ひっ……!?」

　マンティコアの血まみれのレイヴンが、彼女を抱え上げたのだ。彼と密着した腕や足に、べちゃっとした感触が貼はりついた。白い衣服が、たちまち赤黒くなっていくのが分かる。

「……生ごみと化け物の血まみれで、ひでえ有あり様さまだな。全然、全く、いい匂においがしない」

「も、もうひわけ、ありまひぇん……」

　自分が発する臭いにくらくらしながら、ブランシェはやっとのことでそれだけ言った。不気味な感触と臭いを辛しん抱ぼうするので精一杯で、満足に口を開けられない。

「おい、吐くのは勘弁してくれよ」

「はっ……、はひ……！」

　真まっ青さおになりながらうなずくと、レイヴンが眉まゆ根ねを寄せた。

「……どうしてもって言うなら、背中ぐらいさすってやるが」

「い、いいえ！　これ以上、お手間はおかけしませんので!!」

　首を振ったブランシェは、立ちのぼる生臭い臭いを遮しや断だんするため、思いきりぎゅっと鼻を摘つまんだ。

「……ひょれでひゃいひょうふでひゅ、いひまひょう」

「……まあ、あんたがそれでいいなら、俺はいいけどな……」

　鼻先を真っ赤にしているブランシェと、その白い首筋から眼を背そむけ、レイヴンは彼女には聞こえないようにつぶやく。

「着替えを早めに調達できて、潜もぐり込む手間が少ないとなると……あの手の宿しかねえか」

　そして、足早にその場を去った。







　小さな宿屋の狭せま苦くるしい部屋の中央に立ったブランシェは、ひたすら周囲を物珍しげに眺ながめている。

　安っぽい木の板が剝むき出しの壁かべに囲まれた室内には、大きめの寝台がひとつ。天板の表面が剝はげた卓たくに、中の詰め物がつぶれて座り心地ごこちの悪いクッションが敷しかれた椅い子すが二つ。鏡台の鏡の端には派手にひびが入り、花か瓶びんの花は枯かれてしわくちゃだ。

　窓は分厚い緞どん帳ちようで閉め切られており、光源は煤すすけた燭しよく台だいだけ。ゆらゆら揺ゆれる火に照らされた室内は薄暗く、時間が分かりにくいが、真夜中は完全に過ぎているだろう。

「『普通の女の子』は、普段はこういうところに泊とまったりしているのね……それにしても、ずいぶん遅くまで宿は開いているものなのね」

　せっかくの勉強の機会である。埃っぽい掛け布ぶ団とんをめくってみたりと、観察に勤いそしんでいると、部屋の外からレイヴンの声が聞こえた。

「入るぜ」

「あっ、はい！」

　あたりを窺うようにして室内に入ってきたレイヴンは、顔を隠す頭ず巾きんがついた黒い上下に着替えている。流血が目立たないように考こう慮りよしたのだろう。この宿に入る時同様、「染心」によりどこかから失敬してきたものと思えた。

　さらに彼の手には、水が入った木き桶おけと布の塊かたまりが抱えられている。

「なんだ、座ってろと言っただろうが」

「どこに座っても汚してしまいますから、宿の方に悪いと思いまして……あの、宿にはグレイドル様も、招しよう待たいなしで入れるのですね」

「ああ、大勢に開放されている場所なら、問題なしだ。分かってることを、一々聞くんじゃねえよ」

　頭巾を外はずしながらうなずいたレイヴンの眉み間けんにしわが寄っている。

「も、申し訳ありません……」

　気のせいかもしれないが、どうもここに入ってから、これまでに増して彼の機嫌が悪い。

「何をきょろきょろしてる？　言っておくが、ここは夕方になったらすぐに引き払う。いいか、絶対に勝手に外に出るなよ」

「はい、承知しております」

　この注意を聞くのも何度目だろう。律りち儀ぎに答えたブランシェの横に、ばさりと何かが投げて寄よ越こされた。

「それと、これに着替えろ」

　卓の上に水桶を置きながら、レイヴンが簡かん潔けつに命じた。

「まあ……」

　青い布地を広げてみて、ブランシェはぱっと顔を輝かせる。

「これは……噂うわさに聞く、『普通の女の子』のドレス……！」

「……ドレスなんて大たい層そうなもんじゃねえけどな。あと、できればもうちょっと、普通の……まあ、いい」

　何が気に入らないのか、不機嫌なレイヴンをよそに、ブランシェは血で汚さないよう注意しながら渡された衣服を覗のぞき込む。

　胸の下に切り返しがついたそれは、体の線にぴったり沿うような意い匠しようだった。日頃あまり体型の出ない、簡素な服ばかり着ている眼には新しん鮮せんに映る。けばけばしい黄色い花模様があちこちに散らされているのも、とても珍しくていい。

「嬉しい……一度着てみたかったんです、ありがとうございます！」

　はしゃぐブランシェに、レイヴンは微妙な顔をした。

「宿の従業員のやつを失敬してきたんだよ。本当はもう少し、その……体の線が出ないやつがよかったんだが、場所が場所だしな」

「……あっ、そ、そうですよね、これも、失敬……」

　こうしている間にも、追っ手が迫っているかもしれないのだ。仮に仕立屋などが開いていたところで、レイヴンが普通に買い物をしてくるはずがないではないか。

「どうした？　その服に不満でもあるのか」

「い、いいえ、そういう訳では……!!」

　慌ててかぶりを振ったブランシェは、とにかく彼の気遣いを無下にするまいと思った。乾いた血で貼りつくようになっている衣い装しようの裾すそを摑むと、

「本当に失礼いたしました。では、ありがたく着替えさせていただきま」

「おい、ちょ、何やってるんだ馬鹿！」

　だが次の瞬間、がしっと手首を摑み止められてしまった。力の加減がだいぶ分かってきたのか、さほど痛くはないが、勢いに驚いてしまう。

「えっ、まさかこの服は、着方に何か厳密な手順があるのですか……!?」

「違う！　なんで今、俺の眼の前で着替えようとした!?」

　怒ど鳴なりつけられ、ブランシェは戸惑いながら答える。

「それは……すぐ着替えたほうが、いいかと思いまして……」

　無論、異性に無闇に肌を見せるなとは、サーナキアにもきつく戒いましめられている。だが相手がレイヴンなら、心配する必要はない。

「私は、目的のためならたとえ大嫌いな神わ子た姫しでも守ると約束して下さったグレイドル様のことを信じておりますから」

　曇くもりのない瞳で見つめて言えば、レイヴンは一瞬言葉に詰まった。

「それは……いや、それにしてもだ……!!　いや、分かった、俺は外に出ている、着替えが終わったら呼べよ!!　あと水桶でちゃんと体を拭ふいてから新しい服を着ろよ、それぐらいは分かってるな!?」

　いきなり怒おこり出した挙あげ句く、レイヴンは大おお股またで部屋の外に出て行ってしまった。当とう惑わくしながら、ブランシェはもそもそと神子姫の白いドレスを脱ぬぐ。

「魔族」の血がべったりと染しみついたこの服は、もう二度と着ることはできないだろう。これも高いらしいわよね、と思いながら、ひとまず脱いだドレスを畳たたもうと広げた拍子に、隠しからルーベランがくれた付けひげが落ちた。無意識に持ってきてしまったようだ。

「……ルーベラン殿でん下か……」

　ぴょんぴょんと飛び跳はねて喜びを表現する少年。今日正式に婚こん約やくし、何年か先には夫になっていたはずの彼の、可愛らしい笑顔が付けひげの向こうに見えた。

　自分との婚約を、無む邪じや気きに喜ぶルーベランの笑顔に噓や演技はなかった。まだレイヴンの言う王家の企たくらみを信じきった訳ではないが、いずれにしろルーベランは、「魔族」作成の件について何も知らないのだろう。

　少し迷いつつも、枕まくら元もとに付けひげを置き、脱いだドレスを丁てい寧ねいに畳む。続いてレイヴンが持ってきてくれた水桶に張られた水を布ふ巾きんに含ませ、肌についた血を落とす。そこまでは、大丈夫だった。

　だが、いざ青い衣装に袖そでを通したところで、難問にぶつかる。

「あ、あの、グレイドル様、大変申し訳ないのですが……」

　やむを得ない。恐きよう縮しゆくしいしい、外にいるはずのレイヴンを呼ぶ。あまり長時間彼を外に出しておく訳にもいくまい、人目につく。

「よろしければ、私にこの服を着せていただけないでしょうか。申し訳ありません、着方がよく分からなくて……」

「……元の服はどうした」

　重々しいレイヴンの声が聞こえた。

「脱ぎました」

「新しいほうは？」

「着てはみましたが、背中のボタンを留められないのです。もう一度脱いで」

「背中……？　おい、だめだ、脱ぐな!!」

「染心」が飛んできた。たちまちその場で硬直したブランシェの姿を、細く開けた扉の隙すき間まからそっと確認したレイヴンが冷たく評する。

「……そりゃ留められないだろうな、後ろ前だ」

「あ、あら……」

　勘違いに頰ほおを染めるブランシェから眼を逸らしながら、レイヴンは怒ど鳴なりつけた。

「じゃなくてだな!!　ふざけるな、俺はあんたの騎士にはなったが、教育係、ましてやお世話係になった覚えはねえぞ!?　ったく、何回『染心』を使わせりゃ気が済むんだ!!」

　よほど腹に据すえかねているらしく、大声で怒鳴りつけられてブランシェは竦み上がった。

「あの、でも、以前着たドレスは背中側にボタンが」

「貴婦人のドレスってのは、人に手伝わせるのが前提だからな！　くそ、髪にも血が飛んでるだろうが……確かにさっき、体を拭けとしか言わなかったが……もういい、分かった、俺が着せてやる!!　じっとしてろ!!」

　今度は「染心」抜きで命じられたが、ブランシェはぴんと背筋を伸ばした。

「申し訳ありません、次からは必ずや、自分だけの手でやり遂とげますので……!!」

「うるせえよ、あんたが俺の騎士っつーか、部下みたいになってるぜ。手のかかる部下は間に合ってるんだ、しばらく黙ってろ」

　やけくそで吐き捨てたレイヴンにされるがまま、腕の部分だけドレスを脱がされ、ぐるんと体を回転させられる。

「髪を拭いてやるから、前は自分で留めな。それぐらいはできるだろうし、……さすがにちょっと、まずいだろ」

「そうですよね、そこまでお手数をおかけする訳には……」

　ブランシェが不器用なしぐさで胸元のボタンを留め始める。レイヴンは「本物の教育係に文句を言いたい……」とうめきながら、銀の髪に絡からまったごみやマンティコアの血を丁寧に拭き取っていた。
















　頭を人に触られていると、なんだか眠くなってきてしまう。サーナキアの指を、母の指を、思い出す。なにせ普段なら、とっくに寝ている時間なのだ。

　うつらうつらし始めたブランシェの髪を手に取り、レイヴンは何やら思案顔である。

「服はこれでいいが、髪をどうにかしないとな。染そめ粉こはありそうだが、痛んじまうし」

「……そう、ですね」

　心地よい眠りから引き戻す単語に、ブランシェははっと我に返る。

「とりあえず、まとめて……」

　彼女の髪全体を軽く持ち上げたレイヴンは、すぐにまた元に戻し、うなじを覆い隠した。

「いや、布で巻くか。ちょっと待ってろ。絶対外に出るんじゃねえぞ」

　毎度の台詞せりふを繰り返して出て行ったレイヴンは、程なく橙だいだい色いろの大きなスカーフを片手に戻ってくると、さっさとブランシェの頭にスカーフを巻きつけた。

「こんなもんだろ。ついでに顔も隠せる」

「グレイドル様は、なんでもできるのですね……」

　スカーフの下でブランシェは心から感心しているのに、レイヴンの返事は素っ気ない。

「近所のガキどもだの、手のかかる部下だのの面倒を見てりゃ、嫌でもこうなるさ。むしろあんたが、ひとりで服も着られないことのほうが驚きだ。全く、本当に神子姫サマだな」

　突き放すような言葉に、ブランシェははっとする。

「……つかぬことを伺うかがいますが、『普通の女の子』は、それぐらい当たり前にできますか？」

　恐おそる恐おそる尋ねると、レイヴンは肩を竦めた。

「そいつは神殿流の冗談かい、姫さん？　そうだな、この辺で生まれた女なら、着替えつつ弟てい妹まいどもの世話をしつつ飯めしを作るぐらいやってのけるんじゃないか？　ついでに化け粧しようをして、男と遊びに行くまでやれるかもな」

「着替えながらそこまで……!!　わ、分かりました、私も精しよう進じんします……!!」

　真に受けて悲痛な顔で誓うブランシェに、レイヴンは微妙な表情になりながら尋ねる。

「あんた、ちなみに、食い物の好き嫌いはあるか」

「食べ物……ですか？」

「そうだ。例えば、ヒルデン高地産以外の牛肉は食えないとか、ニバ菜じゃなくて香り青葉のサラダじゃないと嫌だとか」

　ヒルデン高地といえば、首都ラーラベルに品質のいい家か畜ちくの肉を提供する、貴族御ご用よう達たしの地名である。だがブランシェにはあまり馴な染じみがないし、ニバ菜でも香り青葉でも新鮮なサラダはおいしいと思う。そもそも、明確な値段の差がよく分からない。

「いえ、特に。神殿の食事は、質が悪いとは思いませんが、たまに王家でいただく食事に比べればずいぶん質素だったと……」

「そりゃよかった。この上トーマばりの飯を要求されたんじゃ、たまらねえ」

　レイヴンは皮肉のつもりだったのかもしれないが、ブランシェは彼が口にした名前のほうに興味を引かれた。

「あの……トーマというのは、どなたですか？　グレイドル様の、お友達……？」

「……あんた、トーマの弟と結婚するんだろ？　何も聞いていないのか」

　心底意外そうに言われても、余計混乱してしまう。

「ルーベラン殿下の、お兄様……は、ギルディアス殿下では……？　あだ名、ですか？」

　何をどうすればギルディアスのあだ名がトーマになるのかまるで分からないし、彼とレイヴンがあだ名で呼び合うような仲とは到とう底てい思えないが。

「……本当に世間知らずだな、公然の秘密だと思ってたが」

「も、申し訳ありません」

　ギルディアスと関係があるらしき「トーマ」のことは、当然「普通の女の子」なら知っていることのようだ。

「あの……トーマ様について教えていただけないですか、グレイドル様」

　せっかくの機会である。ぜひ、と眼で訴うつたえると、レイヴンの眼が意地悪く光った。

「そうだな、知りたいなら教えてやってもいい。ただし、場所に相応ふさわしい代価はいただく」

「ありがとうございます！　でも、場所に相応しい代価とはなんですか？　まあ、それも一緒に教えていただけるのでしょうか！」

　ぱあっと顔を明るくしたブランシェが、向上心に満ちた瞳でレイヴンを見上げる。するとなぜか、レイヴンの顔がどんどん近づいてきた。

　口づけをされかけているような気がするが、なんだかちょっと胸がどきどきしてきたが、うぬぼれだろう。だって彼は、騎士の誓いを立てたのだから。

「……おい、冗談でやってるつもりなんだから、そろそろ突っ込んでこいよ。でないと……もらっちまうぜ、代価」

　眼を見開いたまま動かないブランシェの耳元で、レイヴンが呆れたように言った。なぜか背筋がぞくっとしたが、未知の感覚を振り落とすためにも首を振って、

「いえ、だってグレイドル様は、そのようなことはされませんもの」

「……俺が噓をついている可能性もあるだろう？」

「噓ではありません。少なくとも……この件に関しては」

「なんでそう言い切れる。あんたの『天眼』には、噓を見抜くような力があるのか？」

　追及され、ブランシェは少し考えてから前置きした。

「……あの、初めてお会いした時のことですが」

「ああ、俺があんたに蹴飛ばされた記念日な」

　案あんの定じよう皮肉っぽくなるレイヴンに、ブランシェは慌てて謝罪する。

「そ、その節は本当に……！　でも、私に対して、あのように真正面から怒りをぶつけた方は今までいませんでした」

　思い出すと今でも少し胸が痛いが、でもそれは、必要な痛みだったのだと思う。

「騎士団内にも、私の能力低下の噂は流れているはずです。だけど皆さん、私にはいつも、とても優しいのですが……時々、その裏側が見えてしまう時があるのです」

　決して、はっきりそうとは言わない。だが検知が遅れるたびに、後始末を彼らに頼むたびに、隠しきれない苛立ちと失望をどうしても感じ取ってしまうのだ。ブランシェは世間知らずだが、他者の眼を気にして生きてきた分、好こう悪おの念には敏びん感かんである。

　無論、神子姫相手に余計なことを言えば、王家の、ギルディアスの不ふ興きようを買う。だから深くは追及できず、いつものように穏おだやかに微笑んでいるしかなかった。

「無用に人心を乱すのはよくありませんが、それでもあなたは、正直で誠実な、騎士の名に相応しい方だと思いました。だから、あの、まだ全部を信じている訳ではないですけど……少なくとも、本当に神子姫の資格を奪うような真似はなさらないと思います。たとえ、あなたの目的に関係なくても」

「──俺が、騎士の名に相応しいか」

　乾いたレイヴンの声が聞こえ、黒髪の頭が下がった。

「……グレイドル様……？」

　右手を取られる。吐と息いきが肌にかかった。

　とくんとひとつ、鼓こ動どうが跳ねる。

　レイヴンの唇が、敬けい虔けんな口づけを手の甲に落とした。物語に出てくる理想の騎士、そのままに。

「あんたこそ、いろいろアレでアレだが、なんとも俗ぞく世せの穢れなく清らかな、実に立派な神子姫様だよ。……腹立たしいが、この状況だ。ちょっとほだされちまったじゃねえか、くそ」

「ほ、褒めて、下さっていますか……？」

　跳ねた鼓動が戻らない。レイヴンの顔を、なんだかまともに見られない。

　気き恥はずかしさにうつむくブランシェの耳に、ため息のような声が落ちてきた。

「──俺もそろそろ、認めねえといけねえんだろうな。クリスが選ばれなかったのは、あんたのせいじゃないと……」

「…クリス……？」

　知らない名前がまた出てきて思わず顔を上げた瞬間、赤い瞳から命令が発される。




「今の恥ずかしいやり取りを忘れて寝ろ」




「ぐう」

「染心」であっという間に眠りに落ちたブランシェを、レイヴンはしかめ面つらで抱き留めた。

「……ちょろすぎて逆に面倒くせえ姫さんだな、全く。えらいもんを連れて来ちまったかもしれねえ……」

　いろいろあって、疲れたのだろう。うっすら目元にくまを作った彼女を寝台に寝かせ、やけに開いた襟えりぐりと首筋を隠すように、喉のど元もとまで上掛けを引っ張り上げてやる。

　だがそこまでしても、ブランシェから立ちのぼる特有の芳ほう香こうは消えない。厳密に言えば一般的な匂いとは違う、人間だった時には感じなかった……清らかな魂の力が宿った、甘い、血の。

「……ッ」

　眠るブランシェから無理やり視線を引き剝はがしたレイヴンは、スカーフで彼女の顔を覆うべきか迷った瞬間、もっといいものを見つけた。
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　無数の本と歴代帝王の肖しよう像ぞう画がに囲まれた、広々とした執しつ務む室しつに幼おさない少年のすすり泣く声が響ひびいている。

「みんな、どこかに行ってしまいます」

　真まっ赤かに泣きはらした瞳ひとみからぽろぽろと大粒の涙を零こぼすのは、本日ブランシェと婚こん約やくするはずだった第二王子・ルーベランである。処刑されたはずの英えい雄ゆうに彼女が拉ら致ちされたと聞いて以来、ずっとこの調子だった。

「神み子こ姫ひめ様も……お母様も、みんなみんな、ぼくを置いて……」

「ああ、よしよし、もう泣くな」

　自分を産んだと同時に亡なくなった母親を思い出し、錯さく乱らんしているのだろう。広い胸に抱だいた弟を優しくあやすのは、この執務室の主あるじであるギルディアスだ。年ねん齢れいがかなり離れているため、二人の姿は兄弟というよりは親子である。

「神子姫様に関しては、私はまだしばらくは大丈夫だと考えている。血を吸うつもりで襲おそったのならば、連れ去る理由もないことだしな」

　ふわふわした金きん髪ぱつを梳すくように撫なでながら、ギルディアスは愛情を込めてささやいた。

「大丈夫だ、ルー。私たちのところに、帰ってきてくれた者もいる」

　兄弟間でのみ使用している愛称で弟を呼ぶと、ギルディアスは硬こう質しつな叩こう扉ひの音を聞きながら静かに微笑ほほえんだ。

「だから心配するな。この帝国も、お前も、私が守る。たとえどんな手を使っても、な。その代わりルーベラン、これからもよく、この兄に仕つかえてほしい」

「兄上……」

　眼めと眼を合わせ、二人の絆きずなを示す付けひげに触ふれながらささやかれる頼たのもしい言葉に、ルーベランがほっとしたように笑った。

「そうだ、何も心配はいらない」

　可か愛わいい弟の頭をもう一度優しく撫でてやってから、ギルディアスは手ずから扉とびらを開く。

「今度こそ、あの青二才には眼にもの見せてやる。奴やつにとって、最も残ざん酷こくな方法でな」







　薄うすい敷しき布ぶ団とんの上で目覚めた瞬しゆん間かん、ブランシェは思いきりくしゃみをしてしまった。

「……っくしょん!!　あら、私、付けひげをつけて寝たの……？」

　うっすらとレイヴンに「染せん心しん」を受けたことは覚えているが、そのせいか寝入る前後のことが曖あい昧まいだ。どういう経けい緯いで寝床に入ったかまるで記き憶おくがない上に、なぜか鼻の下に付けひげが貼はりつけられている。これにくすぐられて、くしゃみが出てしまったのだ。

「そいつは魔ま除よけだ、姫さん」

　通りのいい声がしたほうを向けば、昨日と同じく椅い子すに座ったままのレイヴンがこちらを見ている。

「えっ、付けひげは魔除けになるのですか!?」

　だからギルディアス殿でん下かはルーベラン殿下にこれを、と納なつ得とくしているブランシェにレイヴンは冷さめた声を出す。

「……一部の吸きゆう血けつ鬼きのやる気を削そぐには、いいらしいぜ。せっかくだから、しばらくつけておけばどうだ？　それはそうと、早起きだな」

「そうでもありません、サーナキアなどはもっと前から」　

「……皮肉で言ってるんだ、もう昼過ぎだぞ」

　呆あきれた声で告げられて、ブランシェは飛び上がった。

　窓が緞どん帳ちようで閉め切られているので、光源は昨夜と同じく古びて煤すすけた燭しよく台だいのみ。だが外から漏もれ聞こえる人の声と感じる空腹から、すでに夜が明けていることは分かる。

「ご、ごめんなさい！　いつもなら、もっと早くに起きるのですが……!!」

　道理でおなかが空すいた訳だ。恥はずかしさのあまり言い訳するブランシェに、レイヴンは尊大に言った。

「ま、信じてやるよ。あんたもいろいろあって、疲つかれただろうしな。それより追っ手の気配は、ないな？」

「ええ……あの、できれば」

　ちらと彼を見れば、レイヴンは斜しやに構えた笑えみを見せる。

「ああ、大丈夫だ。何かあれば俺が守ってやると、あんたは信じてくれるんだろう？　だってあんたは、神子姫様だもんな」

「はい、お願いします……！」

　当たり前のように請うけ合う言葉を素直に信じ、ブランシェはゆっくりと意識を集中させた。どこか苦いレイヴンの顔も、あっという間に意識の外へと消えていき……

　次の瞬間、襲ってきた違い和わ感かんにくぐもった声を上げる。

「う、ぅっ……!!」

「……めさん!?」

　戻ってきた聴ちよう覚かくがレイヴンの焦あせった声を、触しよつ覚かくが彼の腕うでに抱き抱かかえられていることを感じた。

　気付けば眼の前に床ゆかが迫せまっており、付けひげがそこに落ちている。寝しん台だいから落ちそうになっていたのを、レイヴンが支えてくれたようだ。

「だ、大丈夫です。もう一回……」

　彼が約束を守ってくれたことに安あん堵どしながら、再び「天てん眼がん」を開く。一瞬成功したような気がしたが、宿の周囲以上に検知範はん囲いを広げようとした途と端たん、違和感に叩たたきのめされた。

「……っ、ええと、この宿付近には、差し当たって『魔ま族ぞく』はいないことは分かりました……ですが、ちょっと検知した範囲が狭せますぎますね……申し訳ないですが、もう一回」

「もういい、よせ、何回やっても同じだろう!?」

　青い顔をして頼むブランシェを、レイヴンが叱しかりつけた。険けわしい瞳には純じゆん粋すいな心配だけがあったが、だからこそブランシェは首を振った。

「いえ、三回に一回は成功するはずなんです。つまり計算上、次ぐらいには」

「──落ち着け」

　優しい響きが、ブランシェの動きを止める。「染心」のような強制力はないが、荒あらぶる感情をそっと撫でてくれるような、そんな声。

　彼はこんな声も出せるのだ。驚おどろいて眼を上げれば、レイヴンが小さなため息をつきながら彼女の体を寝台に横たえた。

「『天眼』は、体力を使うんだろう？　無む駄だ打うちするんじゃねえ。飯めしを持ってきてやるから、せめてそれからにしろ。……分かってるだろ、あんまり俺の前で無防備になるな」

「ですが……」

「大丈夫だ、向こうだって下へ手たに事を公おおやけにはしたくないはず。俺が姫さんを連れ去ったことは、もうばれているだろうしな。作られた『魔族』は大体知性が低いし、下手な奴を繰くり出してあんたが殺されちゃ、いろいろまずい。追っ手を出してくるとしたら、たぶん夜だ」

「で、ですが……」

　食い下がるブランシェに、手が伸びてくる。

　一瞬身構えた彼女の頭を、浅黒い大きな手があやすようにぽんぽん、と叩いた。

「大丈夫だ。あんたの『天眼』は衰おとろえていない、そう言ってあんたを連れ出したのはこの俺だ。元々失敗は折り込み済みなんだから、他の奴らみたいにこっそり失望なんかしてねえよ」

「……他の奴らみたいに？」

　なんだろう、なんだかこの話、どこかでしたような。

「いや……その、今のはむしろ、失敗の可能性を考えず、気軽に頼んだ俺が悪いって話だ。だから焦らず、それつけてちょっと休んでろ。……あんたならいずれ、例の新種も検知できるようになるさ」

　何かを思い出そうとしたブランシェの鼻の下に付けひげを押しつけて、レイヴンは部屋を出て行ってしまう。残されたブランシェは、彼に触れられた頭をなんとなく撫でてみた。

　サーナキアもたまに、こういうことをしてくれる。だけどなぜか、サーナキアの時と違って、安堵と共に不思議な胸のざわめきを覚えた。しかも、決して不快ではない。

「……私、血を吸われてはいないわよね……？」

　吸血鬼に血を吸われると、なんだか気持ちがいいらしいが、頭を撫でられても同じような効果があるのだろうか。横になったまましばらく首をひねっていると、やがて二人分の質素な食事を盆ぼんに載のせたレイヴンが戻ってきた。

「ニバ菜と鶏とり肉にくの煮に込こみ、それと堅かたパンだ。ちょっとはましな顔色になってるが、すぐ食えるか？」

「はい、もう大丈夫です！　ありがとうございます!!」

　さっきレイヴンに触さわってもらったからだろうか。初代の神子姫様にも癒いやしの力があったそうだけど、と考えながらブランシェは、漂ただようおいしそうな匂においに相そう好ごうを崩くずした。代価については、この際考えないようにしよう。

「まあ、ちょっと塩しお辛からいですけど、とってもおいしいです！」

　付けひげの先を煮込みに浸ひたしながら食事を始めた彼女の姿が面おも白しろかったのか、レイヴンがぽろりと零す。

「食い物が面倒じゃないだけ、あんたはトーマよりはましか。あのガキは、絶対これは食えねえ」

　それは、夕べも聞いた名前だ。そういえば昨日、彼について教えてもらえると聞いたあたりで記憶が途と切ぎれている。

「……あのな、オリオロンには元々王子が三人いたんだよ。ギルディアス、トーマ、ルーベランの三兄弟だ」

　昨夜の経緯について彼女が質問し始めないうちにと、レイヴンは解説を始めた。

「え、トーマ王子……そんな方がいらしたのですか!?」

　初耳だ。改めて自分の世間知らずを思い知り、うなだれるブランシェに「本当に知らねえとは……」と呆れながら、レイヴンも鶏肉を口にする。

　だが彼は一口分を咀そ嚼しやくするなり、顔をしかめて匙さじを置いてしまった。塩気が強すぎることを除けば、温かな煮込みは大変おいしいと思ったのだが、口に合わなかったのだろうか。

「昔のトーマは、歳としの離れた兄貴のことが大好きで、将来は兄貴の右腕になると張り切ってたらしいぜ？　だがそのうち、優ゆう雅がな王子様ぶってる兄貴が裏であれこれ汚きたないことをやってるのに気付いて距きよ離りを取り始めたら、兄貴のほうの態度もおかしくなってきたんだと」

　ブランシェの脳のう裏りに、ギルディアスの如じよ才さいない笑顔が蘇よみがえる。思えば自分も、ずっと彼のことがなんとなく苦手だった。

「危険を感じたトーマは、自みずから王位継けい承しよう権けんを返上して王子の地位を捨て、一貴族として騎き士し団だんに入ってきたんだ。で、いろいろあって、俺の部下になった」

「まあ、騎士団に……『普通の男の子』に、なりたいという訳ですね……」

　トーマ元王子になんとなく親近感を覚えたと同時に、尊敬の念も感じた。ブランシェには、そこまでして地位を返上する勇気などなかったから。

「もう男の子って歳じゃねえけどな、確かに見た目は童顔だが。ま、中身も兄貴の裏の顔を見たぐらいですぐに傷つく、面倒くせえガキだと思っていたが……」

　愚ぐ痴ちる声が、途中で苦いものに変わった。

「結局あいつの勘かんは、当たってたってことだな。俺もまさか、王家がここまで腐くさっているとは思っていなかった」

「……トーマ様は、王家が『魔族』を作っていることを、ご存じないのですね」

　王家を出しゆつ奔ぽんし、騎士団入りしたという元王子。王家と騎士団が結けつ託たくし、「魔族」相手に茶番を演じていると知っているなら、そんなことはしないだろうが……

「……牛ぎゆう脂しの塊かたまりを飲み込めなくて泣くような奴が、あんな臭くせぇ血を流す連中を作れるもんか。あいつが関わってりゃ、昨日のマンティコアはもっとうまそうな匂いをさせてたさ」

「トーマ様ご自身と味覚を、信じていらっしゃるのですね……」

　しみじみとつぶやいたブランシェは、少し勇気のいる質問を続けた。

「……あの、トーマ様は、今……」

「……分からん。だが、たぶん、兄貴のところに連れ戻もどされてるんじゃないか」

　レイヴンは、一口だけ食べた煮込みの端はしをフォークでつつきながら応じる。

「ギルディアス殿下から見れば、トーマの反はん抗こうなんざガキが駄だ々だこねてるだけだ、すぐに泣きついてくるとたかを括くくっていたらしい。実際トーマの奴は王子様気質が抜けなくて、そのくせ特別扱あつかいは嫌いやだと抜かしやがるんで、周りもかなり持て余していたんだ」

「まあ、では、グレイドル様が急きゆう激げきな出世をやっかまれ、扱いにくい部下の世話を言いつけられたというのは……」

「……たまに世せ俗ぞく的てきなことを知ってるよな、あんた。万一トーマに会う機会があったら、絶対そのまま言うなよ。あいつ、すぐ泣くぞ」

　苦笑したレイヴンだが、ブランシェの言葉を否定はしない。一方のブランシェは、「すぐ泣く」という特とく徴ちようからサーナキアの姿とまだ見ぬトーマを重ね合わせていた。

「俺も未来の帝王サマに睨にらまれたくはなかったんだが、生あい憎にくとトーマの奴、俺の隊にそこそこ馴な染じんじまってなあ。何度も帰れと言ったんだが、あのガキ、妙みようなとこで根性見せやがって、気付けば俺の副官だ。あとはニバ菜ぐらい食えりゃな……」

　安くて栄養もあるんだぞ、とぼやいたレイヴンは、そこで急に厳しい顔になった。

「もういいだろう、あいつのことは。……トーマはお咎とがめなしってことになっていたし、実験施し設せつに連れて行かれもしなかった。いくらなんでも、他の奴みたいに殺されることはねえだろ」

　レイヴンと一緒に実験体とされたのは謀む反ほん首しゆ謀ぼう格かくとされた部下たちだったという話だが、副官のトーマは除外されていた訳だ。レイヴンの言うとおり、ギルディアスはこの機会に弟の眼を覚まさせようとしているのだろう。

　気まずい空気が流れる。他にすることもなく、とりあえず与えられた食事を食べ終えたブランシェは、無言のレイヴンが最初の一口以上料理をまるで食べないことに眼を留めた。

「グレイドル様、そちらはお口に合いませんか？　なら、他の料理を用意していただいたほうが……昨日あんなに戦って、お疲れでしょう？」

　だがレイヴンは、「他の料理でも同じだろ」と浅いため息をつく。

「……味覚が変わったんだな。栄養は摂せつ取しゆできているんだろうが、あまり、味がしない」

　どうやら吸血鬼にされて以来、食事をしたのはこれが初めてのようだ。追われる身ではそんな暇ひまもなかったのかもしれないが、この塩気が感じられないとなると、味覚の変化はかなり深刻である。

　やはり今の彼には、吸血鬼らしい別の食べ物が必要なのではなかろうか。

　だがレイヴンは血を吸わないと誓ちかったし、何より吸血鬼が厄やつ介かいなのは、吸血行為を通じて自分の仲間を増やすところだ。

「……あの、グレイドル様」

「心配するな、たとえ飯がクソまずかろうが、あんたの血は吸わない。誰だれの血も吸うつもりはない。……だからそのひげ、いったん取ればどうだ？　毛先が煮込みに濡ぬれて、結構面白いことになってるぞ」

　機先を制されたブランシェは、忠告に従って付けひげを取りつつ、首を振った。

「いえ、その、それは存じ上げておりますが……」

　彼女の求めを察したレイヴンが、ため息をつきながら説明してくれる。

「俺には吸血で仲間を増やすような能力はないそうだ。退治することが前提の吸血鬼に、無差別に仲間を増やされちゃ困るからだろうな。……よく考えりゃ、俺も今まで、実際に仲間を増やした吸血鬼を見たことがねえ」

「まあ、そうなのですね」

　素直にうなずくブランシェをよそに、レイヴンは鶏肉が入った皿に唇くちびるを寄せた。残りを一息に口に放り込み、思いきり頰ほお肉にくをふくらませながら嚙かみ続ける。

　一連の動きの中、鶏肉を嚙み裂さく発達した犬歯がひどく眼についた。視線を外はずせないブランシェを尻しり目めに、レイヴンは口の中のものを飲み込んでから静かに言う。

「結局あんたも、俺がやばくなれば誓いを破るかもしれないと疑っている訳か。ま、無理もねえけどな」

「……あ！」

　責めるようでもない、むしろさっき「落ち着け」と言ってくれた時に近い、優しい声だった。それだけに、胸に堪こたえた。

「ご、ごめんなさい、グレイドル様!!　わ、私、違ちが……いいえ、疑っていました、ごめんなさい!!」

　卓たくに額ひたいをつけそうな勢いで謝罪するブランシェに、レイヴンは堅パンをまずそうに嚙みながらいつもの皮肉を飛ばした。

「心配するな。俺があんたの立場なら、俺の言葉なんぞひと言だって信じねえよ。ましてや『天眼』を使ったり、着替えを手伝わせるなんて絶対にしねえ。……俺だって、俺自身を信じきれねえぐらいなのに、全く神子姫ってのはすげえな」

　ちらっとブランシェを盗ぬすみ見てからすぐに眼を伏ふせたレイヴンは、牙きばで嚙み裂くようにして豪ごう快かいにパンを食べ進める。義務的に栄養を摂とる彼に何も言えず、ブランシェはとりあえず汚れた付けひげをせっせと拭ぬぐってドレスの隠かくしに収めた。

　やがてきれいに皿を空からにしたレイヴンは、ぞんざいなしぐさでブランシェを寝台に追い払おうとする。

「さあ、もう寝ろ。夕方になったら、とっとと出るぞ。やっぱりここの雰ふん囲い気きは、いろいろと、まず……いや、ちょっと待った、そのままでいろ」

　にわかに厳しい表情になった彼は、立ち上がって戸口に行った。細く扉を開け、外の様子を窺うかがっている。

　不安を覚えるブランシェだが、勝手な動きはできない。じりじりしながら待つしかないが、それほど焦じらされることはなかった。

「逃にげな、騎士団の摘てき発はつだよ！」

　レイヴンの「染心」に操あやつられるまま、ブランシェたちにこの部屋を宛あてがってくれた中年女将おかみの大声が扉の隙すき間まから聞こえてきたのだ。鍋なべの底でも叩いているのか、がんがんと金属音を立てながら部屋の前を走り抜けていく。

「摘発だと!?」

　レイヴンが驚きの声を発し、ブランシェも青ざめる。

「摘発……まさか、ここに犯罪に手を染めた方が……!?」

「魔族」退治を主な生なり業わいとする聖せい界かい騎士団であるが、本来の業務は国民の安全全般を守ることだ。人間の犯罪者を捕ほ縛ばくする権利も持っているとは知っているが、この状況で鉢はち合あわせるとは、なんという間の悪さか。

　しかし、ブランシェの推理は少々間違っているとレイヴンは教えてくれた。

「あのな、姫さん。薄々そうじゃねえかと思ってたが……ここが連れ込み宿だと、分かってない訳じゃねえよな？」

「え？　ツレコミヤド？」

　脳内サーナキアに尋たずねてみても、彼からの返答はない。少なくとも、サーナキアがこれまで垂れてくれた教えには含ふくまれていないようである。

「あんたまさか、これも知らない訳じゃないよな？」

　これ以上世間知らずだと思われたくない一心で、ブランシェは見み栄えを張った。

「え、いえっ、も、もちろん、知ってます！　すごくよく知ってます!!」

「……知らないだろ。ちなみに、どんな味がするか分かるか？」

「お……、おいしいですよね、さっぱりして、青あお臭くさくなくて……!!」

「知らないんだな」

「生意気を言って、誠まことに申し訳ありませんでした……」

　この緊きん急きゆう状況下で、余計な見栄を張るのではなかった。落ち着いたら後で聞こう、といったん好奇心を引っ込めたブランシェだが、続くレイヴンの説明で顔面蒼そう白はくになる。

「簡単に言うと、連れ込み宿はラーラベルじゃ違い法ほうな商売なんだよ。つまり、ここを使ってる時点で、俺たちも犯罪に手を染めてるって訳だ。……だから、俺以外の男とほいほい来るんじゃねえぞ」

「えっ」

　ブランシェは、思わず両手を胸むな元もとで組んだ。

「ど、どうしましょう……犯罪に手を染めると神子姫の力は失われるのでしょうか……!?」

「……失われるかどうかって聞かれりゃ、失われるんじゃ……あー、大丈夫だろ、あんたは俺に引っ張られて来ただけだし」

　思わず訂てい正せいしかけたレイヴンは、強引に話を変えた。

「そんなことより、姫さん。あんたの『天眼』の範囲は？」

「えっ？　ラーラベル全体の、約半分です」

　その答えに、レイヴンが眼を丸くする。

「……そんなに広いのかよ。そりゃ、神殿から出なくてもいい訳だ」

「ありがとうございます」

　とりあえず礼を述べたところ、「俺もだんだん、あんたに毒されてきたな……」と愚痴ったレイヴンから続けて質問された。

「あんたの『天眼』を逃のがれられる『魔族』は？　そういう奴はいるのか」

「分かりませんが……少なくとも、明らかな攻こう撃げきの意志がある『魔族』なら、見逃したことはないと思います。……『天眼』がきちんと働いていれば、ですが」

　現場に出ないブランシェであるから、全てを検知できたのかと言われれば、分からないとしか言いようがない。しかし送られてくる戦果報告書と突き合わせてみれば、遅おくれることはあっても検知できなかったということはなかったと思う。

「もしかして、この摘発は陽動なのでしょうか……？」

「それを確認したい。……念のため、もう一回『天眼』を使ってみてくれるか。さっきからあまり時間が経たっていないが、やれるな？」

「が、がんばります……！」

　だからお願い、と祈いのりながら「天眼」を開けば、やはり三回に一回の法則があるのだろうか。意外なほどすんなりと、五感が消え失せる。

　変わりに浮かび上がるのは、「魔族」の存在だけが点のように散らばる異質な世界の姿だ。外がい縁えん壁へき付近にいくつかの「魔族」の塊があるが、ラーラベル侵しん入にゆうを狙ねらう「魔族」がそのあたりをうろうろしているのはいつものことである。

　何事もなく「天眼」を終了させたブランシェは、二重の意味でほっと息を吐はき、自分が「視みた」景色を報告した。

「先ほどと変わりありません」

「そうか、やっぱりな。逃げるぞ、姫さん。追っ手だ!!」

「え、ふみゃっ！」

　問答無用で橙だいだい色いろのスカーフを巻かれ、次いで体を抱き上げられた。レイヴンも片手で頭ず巾きんを引き下おろし、ブランシェを荷物のように抱えたまま走り出そうとしたところで、やにわに上着に手を突っ込む。

「忘れるところだったな、これで釣つりが出るだろ」

　きらきら光る金貨が数枚、貧ひん相そうな寝台の上に投げ出された。現帝王の登とう極きよくを記念し、彼のどこか繊せん細さいな横顔が彫ほり込まれたそれは、金銭感覚がほとんどないブランシェにも分かる大金だ。

「あ、あの、あれは？」

「あ？　宿代と服代と飯代だよ、決まってるだろ。一応英雄扱いされてる俺が、この辺でかつかつで暮らしてる奴らにただで世話になれるか。それと、迷めい惑わく料りようだな」

　事もなげに言うなり、レイヴンはあられもない姿で逃げ出そうと足あ搔がく人々に交まじって走り出した。

「あの、『魔族』が動いていないのですから、これはただの摘発なのでは……!?」

　成功したとはいえ、やはり連続の「天眼」は消しよう耗もうが激しい。ふらつく体を必死にレイヴンにしがみついて支えながら聞くと、彼はこれだから世間知らずは、という顔をした。

「連れ込み宿の摘発なんぞ、いくらやってもきりがねえんだよ。騎士団の連中も相当数が出入りしてるんだし、互いに賄わい賂ろでなあなあにやってるはずなんだ」

「……まあ……」

　能力を失いつつある神子姫に対してでさえ、あくまで紳しん士し的てきに振る舞う聖界騎士団の面々。そんな彼らが賄賂で犯罪を見逃しているのだと聞かされては、二の句が継つげない。

「それが、昨日の今日でこれだぜ。俺たちを狙ってるに決まってる。今日一日ぐらいは、仕掛けてこないかと思っていたが……決める時は一気に決める、さすが我われらが聖界騎士団長閣かつ下かだな。兵力の逐ちく次じ投入なんて愚ぐは犯おかさないか」

　ギルディアスの手しゆ腕わんを皮肉に褒ほめたレイヴンは、人波に埋うもれた状態で宿の裏に出た。

　そこは昨日マンティコアたちと対たい峙じした場所よりもさらに狭い、路地というより建物同士の間にかろうじて空あいた隙間である。だが上部から差し込むわずかな夏の日差しに、レイヴンは短いうめき声を漏らした。

「だ、大丈夫ですか!?　やはり太陽光は」

「好きじゃねえ、と言ったろ。いいから黙だまってろ！」

　灰になったりする様子はないが、いい環かん境きようとは言えないのだ。荒い口く調ちようでブランシェを黙らせたレイヴンは、頭巾の陰かげであたりを見回した。

　宿の表と裏にひとつずつある出入り口には、当然逃とう亡ぼう者しやの拘こう束そくに勤いそしむ騎士団が配置されている。ただし逃げ出す人々の数が多いため、勢いに押されて包ほう囲い網もうはあちこち虫食い状態だ。どうやら周辺一帯のいかがわしい宿屋全てが、摘発対象になっているらしい。

「さすがに、どこに泊まっているかまでは分からなかった訳か。無理もねえな、『天眼』の神子姫はここにいるんだ」

　瞳をすがめて周囲の状況を確認したレイヴンは、崩れた包囲網の一部を突っ切って突破した。後は騒さわぎに気付いて集まってきた野や次じ馬うまの中を逆走し、ひたすら宿から遠ざかる。

「『魔族』を出してこないのは、あんたに検知されないためだろう。そしてこの状況で騎士団に捕つかまれば、俺は往おう生じよう際ぎわ悪く姫さんをさらった、邪じや悪あくな吸血鬼って寸法さ。……人間相手じゃ、昨日みたいにやる訳にはいかねえからな」

　ブランシェの胸に去来するのは、マンティコアの血にまみれて月下に佇たたずむレイヴンの姿。

　原始的な恐きよう怖ふを感じて身み震ぶるいすると、皮肉な笑みが降ってきた。

「安心しろ。俺だって、人間を引きちぎって喜ぶ趣しゆ味みはねえ。騎士団の下層部は、何も知らずに命がけで『魔族』退治をさせられているんだしな。なにせ司令官サマだった俺だって、裏事情が分かったのは吸血鬼にされた後だ」

「よ、よかったです……」

　心から感謝したブランシェは、せめて運びやすくと、おとなしく眼を閉じる。

「しかし俺も、こんなこすっからい手が分かるようになったとは、成長したもんだ……もうちょっと、突とつ撃げき馬ば鹿かでいたかったのにな」

　独り言のようなレイヴンの声に思わず眼を開けば、彼もまたじっとこちらを見ていた。

「あんたが俺を完全に信じてくれてるなら、これだけ人が集まっていることだし、ここで全部ぶちまけてもいいんだが」

　本当は、もう八割ぐらい、ブランシェは彼の言葉を信じていた。確かにまるで狙い撃つかのように、ツレコミヤドの摘発があるなどおかしいのだ。

　だが神子姫として育った十年の記憶が、泣き叫さけぶ母の顔が、記憶さえ薄らぎつつある父の顔が、笑顔で一席ぶつサーナキアの顔が、たやすく情に流されることを許さない。

「……神子姫の立場を使う以上、自分の眼で確かめてもいないことを、証言することはできません」

「ご立派なこった。でも、今はそれが正解だな。あんたの証言そのものを疑われたんじゃ、俺の目的は達成できない。……意外にちょろくなくて嬉うれしいよ、姫さん」

　足を止める様子も見せなかったあたり、レイヴンも本気でブランシェに偽ぎ証しようを頼むつもりはなかったのだろう。皮肉っぽくはあるが、心なしかその口振りは優しかった。

「……こうなっちゃしょうがねえ、俺の家に行くか」

「グレイドル様のおうち……？」

「安心しろ、騎士団の官舎じゃねえ。俺がまだ軍に入って間もない頃に借りた家があるんだ。見張られてる可能性もあるが、行くだけ行ってみよう。ちょっと遠いから、寝ててもいいぜ」

　言うなり、彼は心持ち足を速めた。

「だ、男性の部屋に行くのは、今回は仕方ないことだし、いいわよねサーナキア……？」

　恐怖と奇き妙みような胸の高鳴りを覚えつつ、ブランシェは思わず脳内教育係に聞いていた。

「……余計なもん、出しっぱなしにしてねえよな、俺……」

　ブランシェに聞こえないように、レイヴンも小さくつぶやいた。







　ツレコミヤドを出てから半日強。ごみごみとした円周街の賑にぎわいから少し離れ、「魔族」との戦せん闘とうの最前線である外縁壁が間近に迫ってきた場所にその家はあった。明け方近くの一番深い闇やみの中に、あたりに溶とけ込むようにして佇んでいる。

　どうやらここは、ある程度の俸ほう給きゆうを得ている騎士用の住宅街であるらしい。建ち並ぶ家はほとんどが石作りで、中には貴族然とした大きな屋や敷しきも見受けられる。騎士団の詰つめ所らしき、見張りの塔を備えた小さな砦とりでも遠くに見えた。

　レイヴンがブランシェを連れて訪れたのは、地域の標準とでも言うべきこざっぱりとした家だった。あたりに人ひと気けはなく、念のため「天眼」で「魔族」も近くにいないことを確認したブランシェの顔色はよくない。

　結局睡すい眠みんも食事もまともに取れていない状態で、「天眼」を何度も使ったのも原因ではある。追っ手を警戒したレイヴンが、断続的にだが本気に近い速度を出したせいもある。

　だが今は、肉体より精神的な負ふ荷かが大きい。

「……こちらが、グレイドル様の、お友達の家ですか……？」

「……そう言ったろ」

　ぴりぴりと帯電したような声に、ブランシェは身を縮めるしかない。

　当初レイヴンは、ここよりもう少し円周街寄りにある自分の家へと足を向けた。……ブランシェの記憶にもある、なけなしの石材と木材を組み上げて作られた、付近にはよくある集合住宅の一室だった。

　しかしそこには予想どおり、大勢の騎士団が迎げい撃げき体勢を取っていた。レイヴンがここに戻る、と踏ふんでいたのだろう。集合住宅全体を摘発して待ち構えている気合いの入れようで、レイヴンは「他の住人に悪わりぃことしちまったな……」とため息をついていた。

『別のツレコミヤドに行きますか？』

　ブランシェが覚え立ての単語を使って尋ねたところ、かなり長い間ためらっていたが……やがてレイヴンはぼそりとひと言つぶやいた。俺の友達の家に行く、と。

　この状況で友達を頼たよって大丈夫なのかとブランシェでさえ危あやぶんだが、聞けなかった。ツレコミヤドで過ごすうちに若じやつ干かん態度を軟なん化かさせていたレイヴンが、ひどく近寄りがたい空気を発し始めたからだ。

　現在もレイヴンの不ふ機き嫌げんは継けい続ぞく中であり、「友達」の名前さえいまだブランシェは聞けていない。「友達」に連絡を取っている様子もないのに、そもそも今のレイヴンはここに入れるのかと不安を覚えたが、彼は慣れたしぐさで玄げん関かん脇わきの壁かべの隙間から鍵かぎを取り出して扉を開いた。そのまま難なく、内部に足を踏み入れる。

「こ、こちらには何度も来られたことがあるのですね、招しよう待たいなしでも入れるなんて」

「家賃を払っているのが俺だから、今はほぼ俺の家みたいなもんだしな」

　ブランシェの言葉を最後まで待たず、レイヴンは彼女を抱えた状態ですたすた歩く。簡易な台所を抜け、奥にある寝しん室しつに入る寸前でその足が止まった。いぶかしげに周囲を見回したブランシェも、すぐに異常に気付く。




　裏切り者の友は裏切り者




　寝室の白壁に、赤い絵の具でべったりと、そう書いてある。

「……謀反人扱いされてから、ずっとここには来てなかったからな。ふん……世間はまだ、クリスのことを忘れた訳じゃねえのか」

　レイヴンの乾かわいた声は、こんな時でもよく響いた。

「クリス……？　お友達は、クリス様とおっしゃるのですか？」

　頭のどこかに引っかかっている名前を思わず復唱すると、赤い眼が静かにブランシェを見下ろした。小さく息を吞のんだ瞬間、静かにその場に下ろされる。

「使っていいのは寝台だけだ。他には一切、手を触れるな。……あの壁の文字も別に消さなくていい、余計なことはするな」

　降ってきたのは質問の答えではなく、一方的な命令である。「染心」を使用したようではなかったが、ブランシェは逆らおうとは思わなかった。

　彼の声に怒いかりと、それ以上の悲しみを察知したからだ。

「分かりました。あの、ところで、クリス様は……お出かけ、されているのですか？」

　この家は決して広くない。「クリス」の他に、せいぜい身の回りの世話をするメイドか従騎士がひとり住めるぐらいだろう。

　だが寝室が他にあるようでもないのに、「クリス」の姿が見当たらない。そもそも壁にこんな落書きをされて、どうして放置しているのだろうか。

「クリスは……クリスティアン・ハーテルは、いるさ」

　ふっと、レイヴンの口元に冷たい笑みが浮かんだ。

「いつも俺の胸の中に、なんてな」

　ふざけた物言いではあったが、瞳の赤が心なしか強くなったようだ。強い「魔族」の気配に気け圧おされながら、ブランシェは小さな声で問う。

「……亡くなった……の、ですか？」

　だから彼が家賃を払って、この家を、クリスティアンとの思い出を、守っているのか。

「あんたには関係のない……、」

　いつものように突き放そうとしたところで、レイヴンは言い直した。

「……いや、関係はあるな。だからここでは、あんたの顔は見たくない。あと、あんたにあいつを『クリス様』なんて気安く呼んでほしくない」

　吐き捨てるなり、レイヴンは玄関のほうに向かっていった。敷物の上に腰こし掛かけ、眼を閉じる。自分には寝台を使えと言ってくれたのに、彼がそこで眠ることに対し、何か言えそうな状況でもない。

「……申し訳ありません。ここでの私は、ただ近くにいるだけで、あなたを嫌な気持ちにさせてしまうのですね」

　重い無力感に耐たえかねて、ブランシェは小さな声でつぶやいた。傷つき、荒すさんでいる彼に何もしてあげられないことが、つらくてならない。

「……サーナキアが言うには、初代の神子姫には、検知以外にもっと様々な能力があったそうなんです。病やまいを治す力や、『魔族』と戦う力も……」

『「天眼」能力が高いからといって、おごってはいけませんよ、神子姫様。初代の神子姫様は、もっともっと、様々な奇き跡せきを起こせたというのですから……』

　いつになく分かりやすい言葉で、脳内サーナキアが語る。伝承として伝わる初代の神子姫、帝王の居城にその名を残すアルシェイラは、検知だけでなく前線に立って人々を守ることができる神子姫だったとか。

　サーナキアの願いは、自らの手で初代と同じ神子姫を育て上げることだと聞いたことがある。容姿さえも遠く及およびませんけどね、と胸の奥で微笑む彼に、努力だけでも忘れてはいけないということよね、と心で応じた。

「せめて私がもっと頑がん丈じようであれば、最大速度で目的地に着けたのですよね。そうすれば、ここに来ることも……」

　しょんぼりとうなだれたブランシェの髪かみがさらりと流れ、レイヴンの喉のどが小さく鳴る。

「……全くだな」

　吐き捨てるような声にはっと顔を上げれば、いつ立ち上がったのか、レイヴンの険悪な表情が近くにあった。

「その神子姫サマ面づらやめろよ、いらいらする。あんたがどれだけ頑丈だろうが、改造もされていない生身の人間が、吸血鬼の全力疾しつ走そうに付き合える訳ねえだろ」

「それは……そうですが」

「昨日も言ったが、俺はあんたみたいな手のかかる、うじうじした面倒くせえ女は大だい嫌きらいだからな。あんたはただの証人だ、だから最低限の気は遣つかう。それだけの話だ」

「で、ですが私は、あなたに感謝しなければいけないと思っていますから！」

「──はっ、また綺き麗れい事ごとを」

　鼻を鳴らすレイヴンの言い分はよく分かった。しかし、彼がブランシェに一いち縷るの希望を与えてくれたのは、紛まぎれもない事実なのだ。

「グレイドル様のおっしゃることを、全て信じたくはありませんけど……私の『天眼』が衰えていないかもしれない、ということだけは……信じたい、のです」

「……ま、そうだよな。神子姫じゃなくなったら、あんたは今みたいに、ちやほやされなくなっちまう」

　その理り屈くつは、レイヴンにも素直に飲み込めたようである。ちょっと意外そうな顔をしている彼に、ブランシェは後ろめたさを隠かくしてうなずいた。

「……そうですね。特権を全て、剝はく奪だつされてしまいますから」

「ふうん。なら、なおのこといいのか？」

　牙を隠した唇が、皮肉っぽくねじれた。簡素な室内と醜しゆう悪あくな赤い文字をちらりと一いち瞥べつして、

「王家が『魔族』を作ることをやめちまったら、たとえ『天眼』に衰えがなくても、神子姫サマもお役御ご免めんになるかもしれないぜ」

「あ……！」

　小さな声を上げたブランシェを、レイヴンはにやにやしながら見やる。

「正直だな。それは困るって訳か」

「い、いえ、人々が『魔族』に害されることも、『魔族』にされることもない世の中がくるなら、私は……！」

　うろたえるブランシェだが、レイヴンは何やら満足そうだ。

「あんたが意外に利己的で、安心したよ。正直今までは、俺はあんたのことを立派だとは思っていたが、その分全く共感できなかった。全てにおいて清せい廉れん潔けつ白ぱく、大たい儀ぎのために身を捧ささげられるなんて、俺からしてみりゃ吸血鬼以上に珍めずらしい化け物だからな」

「……ばけもの？」

　すっと、ブランシェの顔から表情が抜け落ちる。

　──あんたなんか、私が産んだ、あの可愛いブランシェじゃない。

「……そうですか。そう、ですね。神子姫は、『普通の女の子』では、ありませんから」

　いつにない彼女の様子に、レイヴンの声こわ音ねが少しだけ柔やわらかくなる。

「……だが、それぐらいのほうが付き合いやすくていい。お互いの利益のために、しばらくは仲良くいこうぜ」

　喉に小さな棘とげが刺ささったことを感じるが、今これ以上彼を怒おこらせるのは得策ではない。神子姫と、しては。

「……はい、そうですね」

　無理やりに笑ってうなずく顔がまだ青いのを見て、レイヴンが髪をかき上げながら慰なぐさめてくれる。

「それと、心配するな。新種が増えてるって言っただろ？　実験施設の奴らも、似たようなことを愚痴ってたぜ。一部の変態は、研究のしがいがありそうだと喜んでいたけどな」

　改造時のことを思い出したのか、緑の瞳が不快そうに歪ゆがんだが、ブランシェに語りかける声は優しかった。きっと部下たちにも、こういう風に接していたのだろう。

「王家や騎士団が倒せないような化け物が出てくれば、あんたの『天眼』は一層重要になってくる。俺たちの告発が成功したところで、神子姫サマは当分必要だろうさ。王家と騎士団もな。無論、大々的な組織改革は必要だろうが」

「そうです、ね。……ありがとうございます、グレイドル様」

　もう一度礼を述べたブランシェに、ややあってレイヴンはあごをしゃくった。

「もう寝ろ。俺も少し眠って、それから何か食べる物を用意してやるから我が慢まんしろ」

「……はい」

　鳴りそうな腹を押さえていることは、ばれていたようだ。

「おやすみ、なさい。今日の夜には、実験施設まで行けるといいですね……」

「……ああ、そうだな」

　先ほどの位置に戻ったレイヴンが、眼を閉じながら同意してくれる。

　今のブランシェにできるのは、彼が語ったことの真しん偽ぎをきちんと確かめるため、少しでも眠って体力を取り戻すことだけだ。布団に潜もぐり込みながら、彼女は改めて決意した。

　どうしても眼につく赤い文字も、しっかりまぶたを閉じれば視界から閉め出してしまえる。おまけにこの布団、定期的に干されているのか、ツレコミヤドより数倍ふかふかだ。肉体も精神も極度に疲ひ労ろうしていたらしく、ブランシェはそのまま寝入ってしまった。

「……俺も腹が減ったな」

　切せつ迫ぱくさを帯おびたレイヴンの獣けものじみたうなり声は、彼女の耳には届かなかった。







　目覚めは唐とう突とつだった。窓の外はうっすら白み始めているが、まだ完全には夜が明けてはいないようだ。

「……あっ!?」

　ひどい悪夢にうなされていたブランシェが眼を開けると、自分の上に覆おおい被かぶさっているレイヴンが見えた。顔が、近い。

「グ、グレイドルさ……」

　青くなりながら利きき足に力を込めるブランシェだが、レイヴンは誓いを破る気ではないらしい。

「静かにしろ」

　可か聴ちようぎりぎりの声量でささやくと、瞳だけを油断なく動かして、

「まずい。囲まれた。……くそ、引っかけられたな、本命はこっちだったのか。夜明け直前を狙ってくるあたり、やはりこすっからさじゃ、ギルディアス殿下のほうが上だな」

　ツレコミヤドの一いつ斉せい摘発により追い出した後、レイヴンの家を厳重に見張って待ち構えていたのは、二人をクリスティアンの家に追い込むための策だったようである。周りが騎士団の関係者ばかりのほうが、何事かあった時にも対処しやすいと踏んでいるのだろう。

「ど、どうするのですか」

「どうするもこうするも、ここで捕まる訳にはいかねえ。……しょうがねえな」

　腹を決めた表情で、レイヴンがつぶやく。その顔に、ブランシェは不ふ穏おんなものを感じた。

「だめです」

　思わずそう言うと、レイヴンがちょっと驚いたような顔をする。

「……だめと言われても、敵は騎士団の精せい鋭えいだろうよ。『染心』に対する抵てい抗こう力りよくも持っているだろうし、犠ぎ牲せいを出さずに突破できるとは思えねえぜ。俺もあまり休めていないしな」

　手加減できるかどうか分からねえ、とつぶやく顔は確かに疲労の色が濃こい。休息と、何より栄養の摂取ができていないためだろう。

「綺麗事は状況を見て言えよ。俺たちの告発が不発に終われば、あんたの大切な無む辜この民とやらが」

「ですけど……避さけられる戦いは避けるべきです。あなたが、傷ついてしまいます。体ではなく……心が」

　冷ひややかな眼まな差ざしに負けず、ブランシェは果か敢かんに反論する。

「騎士の誓いまで立てていただいたのに申し訳ないですが、私にとってはあなたも、守るべき民なのです。あの、か弱い私ですので、直接的な攻撃からお守りすることは難しいですが……せめて心ぐらいは、守らせて下さい」

　また綺麗事だと断じられる前に、ブランシェは横たわったまま胸を張った。

「いざとなれば、私にお任まかせ下さい。ほ、ほんのちょっぴりなら戦えますし！　それに騎士団の方々なら、私には手を出しにくいはずです」

「……さっきの台詞せりふと矛む盾じゆんしてねえか？」

　呆れたようにつぶやいたレイヴンであるが、状況が状況であるせいか、その声に皮肉の陰はなかった。ブランシェをすばやく抱き抱え、

「分かったよ、お互いできるだけ善処しよう。しっかり俺にしがみついてな、姫さん。──来るぞ!!　耳を塞ふさげ!!」

　軍人としての経験か、吸血鬼の察知能力か。玄関の扉が荒々しく開け放たれる。




「俺たちは」




　先手必勝、とばかりに「染心」を使おうとしたレイヴンの動きが止まる。

　扉を蹴け破やぶった数名の騎士の後ろに、彼は誰かを見つけたようだ。

「兄様の言うとおりだ。……こんな時にクリス様の家を使うとは、どこまで恥はじ知らずなんだ、グレイドル」

　昂たかぶる感情を懸けん命めいに抑おさえつけていることが明白な、底が震えた青年の声。

　呆ぼう然ぜんと彼の名を呼ぶレイヴンの声もまた、複雑な感情を帯びて揺ゆれている。

「トーマ……」

　オリオロン帝国元第二王子にして、レイヴンの元副官でもあるトーマ・ラティス。

　亜あ麻ま色いろの髪の若者は数十人の騎士を従えて、まっすぐに元上官を睨みつけていた。







「この方が、トーマ元王子殿下……」

　年齢は十代後半ぐらいに見えるが、「男の子って歳としじゃねえ」というレイヴンの言からするともう少し上だろうか。地位と比べると地味な装よそおいながら、隠せない気品が彼を彩いろどっている。ふわふわと可愛らしいルーベランにも派手なギルディアスにもあまり似ていないが、どこか人目を惹ひくのはやはり王家の血なのだろう。

「わ、私はやはり、まだグレイドル様に真実を教えていただける身ではないのね……」

　食べ物の好き嫌いが激しい泣き虫第二王子、という話から、サーナキアとギルディアスを足して二で割ったような姿をひそかに想像していたのだが、似ても似つかない。修行が足りないと、ブランシェは少し落ち込んだ。

　一方レイヴンは、頰でも張られたような顔でトーマを見つめている。

「トーマ、お前……」

　戸と惑まどいがちにレイヴンが呼びかけた途端、トーマの眼が吊つり上がった。控ひかえめだが整った顔が、怒りに紅こう潮ちようする。

「気安く呼ぶな、裏切り者め!!」

　裏切り者。

　いまだこの部屋に描かれたままの赤い文字と同じ言葉が、悲痛な響きを伴ともなって彼の唇から放たれた。

「……そうだな。お前なら、この辺のこともよく知っている。すばらしい人選だぜ、ギルディアス殿下。ここで俺と弟を戦わせようとはな」

　ギルディアスには唾つばでも吐きそうな口調で言うレイヴンだが、トーマを見る眼は苦い。

「……なんにせよ、お前だけでも生きていてよかった。トーマ、荒こう唐とう無む稽けいだと言われそうだが、一応俺の言い訳を聞いてくれないか」

「黙れ、裏切り者め！」

　荒々しく怒ど鳴なったトーマが、腰に差していた剣のうち一本を抜く。聖界騎士団は通常の鉄剣と「聖せい別べつ」された銀をあしらった銀剣を持っているが、当然トーマが抜ばつ刀とうしたのは後者だ。

　他の騎士たちも次々と抜刀する。こんな狭い家の中では抜かないほうが、と脳内サーナキアはのんびり言うが、彼ほどの戦闘能力があるから言える言葉だろう。何本もの銀剣の切っ先を向けられ、ブランシェは息を吞んだ。

　一方レイヴンは、それほど追いつめられた様子ではない。ただ深々と、ため息をついた。

「……ま、そうだろうと思ったよ。姫さん、耳を塞げ」

　諦あきらめ顔でぼやくなり、その眼が赤く光った。




「俺たちは北区に逃げた！　ここにいても無意味だ、追え!!」




　心臓を摑つかみ取る力を持つ声に、トーマと同じく銀剣を抜いていた騎士たちがびくりと大きく身じろいだ。眼が泳ぎ、ふらふらと北区に向かって歩き出す。

　ただし、それはほんの数人だった。

　残りは「神子姫様は傷つけるな、かかれ！」と叫んだトーマの号令に従い、いっせいに襲いかかってきた。

　とはいえ、狭い玄関口で何人かが取って返そうとしているのだ。押し合いになって混乱が生じ、トーマが苛いら立だった口調で「ちょ、無駄だ、『染心』にかかった奴はそのまま外に出せ！」とわめいている。

「くそ、やっぱり抵抗力があるか……」

　焦りをにじませたレイヴンは、ブランシェを抱えたまま寝台の上に立った。深みを増した赤い眼が、突然こちらを覗のぞき込んでくる。




「ブランシェ、俺がいいと言うまで耳を塞いでいろ！」




　いきなり名前で呼ばれて驚いたのも束つかの間ま、ブランシェの手は自動的に動き、栓せんでもするようにしっかり耳を塞いだ。それを確認し、レイヴンは再び「染心」を放つ。




「俺たちは東区に逃げた！　ここにいても無意味だ、追え!!」




　何人かずつしか「染心」がかからないことを逆利用して、逃亡先をばらばらに指定し混乱させる作戦のようだ。今度は五人ほどが、ふっと表情を失った。しかしまだ二十人近くの騎士が残っているし、指揮官であるトーマは微び動どうだにしない。

「護身結界って訳でもなさそうだが、なっ!!」

　肉にく薄はくしてきた騎士の剣先を躱かわしたレイヴンは、ブランシェがお手本にしたいような回し蹴りでその手首を蹴り飛ばした。

　だが、軽かろやかな動きとは裏腹に、吸血鬼の一いち撃げきは人の身にはあまりにも重い。

「ぎゃっ……!!」

　絶ぜつ叫きようした騎士が手放した銀剣が、「裏切り者」と書かれた壁に突き刺さる。悶もん絶ぜつしながら床でのたうつ騎士を眺ながめ、ブランシェは反射的にレイヴンの肩かたに爪つめを立てた。

「……くそ、やっぱり手加減が難しい……!!」

　いよいよ体力が尽つきてきたか、ブランシェを支える腕にも不自然な力がこもり始めている。苦く吐き捨てたレイヴンは、壁に突き刺さった銀剣を引き抜いて構えた。

「……そんな怯おびえた顔するなよ。肉にく弾だん戦せんより、こいつであしらったほうが被ひ害がいを抑えられそう……って言っても、今は聞こえねえよな。──俺たちは西区に逃げた！　ここにいても無意味だ、追え!!」

　三度、重ねられる「染心」。またばらばらと、何人かが脱だつ落らくし、後ろから見守っていたトーマの表情が軋きしんだ。

「……くそっ!!」

　強く息を吐いたトーマが、他の騎士たちを押しのけて単身突っ込んでくる。

　その眼をまっすぐ睨んで、レイヴンは叫んだ。




「トーマ、俺たちは北区に逃げた！　……ここでお前を傷つけさせるな、頼む!!」




　悲痛な色を帯びた「染心」に、トーマの瞳が戸惑いを帯びた。しかし、直接呼びかけられた訳でもない騎士たちがレイヴンに従っても、気付けば彼以外の騎士がいなくなっても、トーマ自身の動きは止まらない。

「神子姫様を盾たてにするほどに堕おちたか、グレイドル……！　その方を放せ!!」

　神子姫を傷つける意い図とはないらしく、その剣先はブランシェを避けてはいる。

　だが、憑つかれたように攻撃を繰り返す姿は明らかに異常だ。その気がなくてもこの狭い部屋の中、至近距離で斬きり合えばブランシェが怪け我がを負うのも時間の問題である。




「これ以上お前に、『染心』を使わせるな……トーマ・リンドゥ・オリオロン!!　上官の言うことを、聞けッ!!」




　祈るように再度、レイヴンの「染心」が、トーマとの交戦を避けるための願いが響く。

　瞬間、トーマの動きが止まった。やっと狙いどおりにいったのかと思えば、

「誰が上官だ」

　憤ふん怒ぬの表情を浮かべたトーマが、剣を握にぎり直した。

「『魔族』だって、吸血鬼だって!?　優しくして、物分かりのいいふりをして、あなたまで僕を裏切った。絶対に、絶対に許さない……!!」

　兄や弟と同じ青い瞳が潤うるむ。頑がん是ぜ無ない子供のように、彼はぼろぼろと涙を零し始めた。

「あなただけは、僕を王子として特別扱いしなかった、同等に扱ってくれた！　ク、クリス様のようにはいかなくても、僕がレイの兄貴を支えるんだって、思っていたのに……!!」

「……トーマ……!!」

　傷ついた子供の叫びが、あたかも「染心」を食らったかのようにレイヴンの動きを鈍にぶらせる。その隙を見逃さず、トーマはレイヴンの血に濡れた剣を思いきり突き出した。

　だめ、と叫んで蹴りを繰り出そうとするが、間に合わない。ブランシェの足をかすめて剣が伸び、嫌な衝しよう撃げきをレイヴンの体越しに感じた。

「かは……っ」

「グレイドル、様っ……!?」

　レイヴンの長身がぐらりと傾かしぎ、つられてブランシェの視界も回る。

　銀剣に腹を貫つらぬかれたレイヴンは、寝台の上に後ろ向きで倒れた。

「きゃああああっ……!!」

　寝台の下に放り出されたブランシェは、不ぶ格かつ好こうに受け身を取ったので怪我はしなかった。だが耳を塞いでいるせいで、なかなか起き上がれない。浅く斬られた足を伝う血を拭うこともできない。

　倒れたレイヴンを足元に見下ろして、虚うつろにしゃべるトーマの声も聞こえない。しかしその表情がどんどん暗く、切せつ羽ぱ詰つまったものになっていくのは分かる。

「あなたは僕の英雄だった。強くて、厳しいけれど優しくて……周りの無理解と非協力に耐え、理り不ふ尽じんにクリス様を奪うばわれてさえ、戦い続けるあなたにあこがれていた。それなのに……!!」

「……ふん、誰だその化け物は。そうやって、他人をすぐに理想化するのはお前の悪い癖くせだぜ、王子様。そんなことだから、兄貴の裏の顔にも気付かなかった、っ、ぐ……!!」

「うるさい、黙れ！　黙れ黙れ!!」

　顔を歪めて叫んだトーマが、駄々をこねるようにレイヴンの傷ついた腹を蹴る。

「……てめえ、いいかげんに……」

　血の色を帯びた眼で元部下を見上げたレイヴンの手が、腹部にめり込んだトーマのつま先を摑み止めた。すると今度は、トーマの口から悲鳴が漏れた。

「い……っ!!」

　頑丈そうな革製の軍ぐん靴かの表面に、レイヴンの指先が深々とめり込んでいる。怒りと出血で自制できなかった様子だ。

　はっとしたようにレイヴンが手を離すと、トーマは怯えた表情をして数歩後ずさった。レイヴンの腹から銀剣を抜いて身構えつつ、傷口に手を添そえて何事か唱え始める。

「マリアンデール、慈じ愛あいの神の子よ、お慈じ悲ひを……!!」

　二代目神子姫、優すぐれた治ち癒ゆ能力を持っていたとされる神子姫の名と共に、優しい光がトーマの傷口を包む。彼はどうやら、回復の術を使用できるらしい。

「よくもやってくれたな……この、化け物!!」

　血のにじんだ軍靴に包まれた足を振りかぶり、トーマがさっきより派手な音を立ててレイヴンの腹を蹴った。

　レイヴンは体を丸めて傷口を庇かばう動きはするものの、もう直接的な抵抗をしようとしない。自分の力で下手に対たい抗こうしようものなら、致ち命めい傷しようを与えてしまうと恐おそれているのだろう。

　しかし一方のトーマは対話を拒こばみ、「染心」も効かず、むしろすでに誰かの「染心」を受けているかのような執しつ拗ようさで元上官を殺害しようとしている。模も擬ぎ試合などならとにかく、ぎりぎりの命のやり取りでこの差は致命的だと脳内サーナキアが微笑んだ。

　こうなれば、やはりブランシェがトーマを止めるしかない。両手が使えないので、寝台の柱に肩を擦すりつけるようにしながら立ち上がると、慎しん重ちようにトーマとの距離を測った。……いける。

「いっ!?」

　レイヴンを蹴ることに集中していたトーマは、手首に走った激痛に飛び上がった。その手から、銀剣が滑すべり落ちる。

「その格好で、そんなに足を上げるんじゃねえよ……！」

　うめきながらもレイヴンがすかさず落ちた剣を握り、寝台と壁の隙間に落とした時を見み計はからって、ブランシェはトーマに声をかけた。

「もうやめて下さい、トーマ様！」

　見事な上段蹴りでドレスの裾すそが乱れ、ふくらはぎが露ろ出しゆつしていることには構っていられない。先ほどトーマにつけられた傷から流れ出る血の匂いに、レイヴンがぴくりと反応したことにも気付かず、一心にトーマを見つめる。

「神子姫様……」

「天眼」の神子姫救出も、彼に課せられた任務なのだろう。トーマもいったん動きを止めて、ブランシェを振り返った。

「初めまして、あの、神子姫ブランシェと申します。こういう状態ですので、一方的にお話しすることになって申し訳ないのですが、お聞き下さい」

　両手で耳を塞いで裾を乱した間抜けな格好で、ブランシェはしゃべりだした。

「姫さん、よせ……！」　

　レイヴンが止めようとするが、ブランシェに耳を塞げと命じたのは彼本人である。

「……しまった、声が聞こえねえんじゃ、どうやって『染心』を解くんだ……!?」

　しょせん付け焼き刃の吸血鬼。思わぬ失態に舌打ちするレイヴンを、ブランシェは懸命に擁よう護ごし始めた。

「グレイドル様は、私に責任を果たす義務を与えて下さったばかりか、私に全く興味を示さず、着替えまでさせてくれたすばらしい御お方かたなんです!!　吸血鬼化していることは事実ですが、それは……あなたのお兄様が、したことなんです」

　ギルディアスの話題に、トーマがぴくっと反応した。唇が、兄の名を象かたどるのが分かる。

「ギル兄様が……？」

「……そうです。ギルディアス王子殿下が、騎士団が、既得権益を守るために『魔族』を作っていると……グレイドル様は、私におっしゃったのです」

　改めて他人に説明すると、なんと荒唐無稽な話だと思う。

　しかし、少なくともレイヴンは積極的に血を求めず、嫌いなはずの神子姫を庇ってここまで来た。その真しん摯しさと執しゆう念ねんがどこから来るのかと考えれば、彼が口にした荒唐無稽な話以外にないのだ。

「もちろん私だって、そ、そこまで世間知らずではありませんから！　明確な証しよう拠こを見るまでは、判断は保留にしております。ですからトーマ様、私たちと一緒に騎士団の実験施設に行きましょう!!　グレイドル様をどうするかは、それから」

「あなたもか」

　闇を凝ぎよう縮しゆくしたように低い声が、トーマの唇から漏れた。声は聞こえなかったが、澱よどんだ表情がブランシェの言葉を止めた。

「……トーマ様……？」

「分かる」。

　彼に何か、妙な気配が貼りついている。トーマ自身は「魔族」ではないが、「魔族」の気配のようなものが絡からみついているのだ。

　そしてそれは、今しがたトーマと遭そう遇ぐうしたばかりのレイヴンのものではない。「天眼」を使えばもう少しはっきりしたことが分かるかもしれないが、今ここで五感を失うのはまずいことぐらい、ブランシェも理解していた。

「これは……あなたはもしや、他の吸血鬼に……？」

　震える問いかけは、トーマには聞こえていないようだ。ブランシェのように物理的にではなく、彼の精神に誰かが蓋ふたをしてしまっている。

「あなたも、こいつを庇うのですか。神子姫の大役にありながら……」

　青い眼が、見事な銀の髪が流れるブランシェの首筋を這はう。

「……そうか。この吸血鬼に血を吸われたんですね、神子姫様」

　トーマは寝台から下りて、いきなりブランシェに向かって距離を詰めてきた。その手には失った銀剣の代わりに、鉄剣が握られている。
















「きゃっ!?」

　空いた手が乱暴にブランシェの銀髪を摑む。荒い動きは軌き道どうも追いやすく、普段ならかろうじて止められた速度だったが、なにせ耳を手で塞いでいるので無理だった。回し蹴りを決めようにも、距離が近すぎてうまく足を動かせない。




「トーマ！　やめろ!!　俺は姫さんの血なんか吸ってねえ!!」




　響き渡るレイヴンの「染心」。だが今は彼自身が大量の血を失っているせいか、トーマは全くの無反応だった。

「……首に牙の跡あとはないですが、体中どこからでも吸血はできるでしょう!?　直接触れることなく、生気だけ抜き取るような吸血鬼もいると、聞いたことがあります……!!」

　許せない、と彼はつぶやく。信じていた兄を、上官を、世界を呪のろうような声は相変わらず聞こえないが、その代わり見開かれた瞳の奥にブランシェは赤い色を見た。

「あなた、やっぱり、誰かに先に『染心』を……」

　だからレイヴンのものが効かないのだ、と分かったところでどうにもならない。トーマにいきなり足払いを食らったブランシェは、床に思いきり背中を打ちつけた。

「う、たた……」

　不格好に受け身を取ることには成功したものの、ドレスの裾をトーマに踏みつけられた。喉も嗄かれよとばかりの絶ぜつ叫きようが、塞いだ耳の隙間から流れ込んでくる。

「許せない。許せない許せない許せない!!　どいつもこいつも、僕を裏切ってっ……!!」

　トーマが剣を振りかぶる。はっとしたブランシェは、反射的に足で反はん撃げきする構えを取る。

　そこへ、

「ここでこれ以上、血を流すんじゃねえ!!」

　叫びながら割って入ってきたのはレイヴンだった。

　一瞬トーマは動きを止めたものの、憎にくしみに顔を歪ませた彼は力一杯剣を振り下ろす。

「がっ……!!」

　ブランシェの上に覆い被さるような状態だったレイヴンの右肩に、剣身が食い込んだ。

　だが、やはり「聖別」された剣ではないからだろう。傷口はただちに修復が始まり、それに苛立ったトーマは何度も同じところ目掛けて剣を振り下ろす。

「グレイドル様……っ、やめて、どいて！　守ってくれなくていいんです、今は『天眼』も使っていないのですから……!!」

「……ここであんたがトーマに殺されるなんて喜劇は、絶対にごめんだ!!　大丈夫だ、こいつでやられた傷ならなんとか治るはず……!!」

　鉄剣の斬ざん撃げきはそうだろうが、銀剣に貫かれた腹部の傷は深いようだ。ブランシェの青いドレスにぼたぼたと血を落としながら、レイヴンが吠ほえた。

　何を言っているのかよく分からないが、どく気がないのは行動で分かる。ブランシェだってトーマに斬り殺されるのは嫌だが、だからといってレイヴンを盾に使うつもりはない。

「治るけど、治るけど、痛いんでしょう!?」

「当たり前だ!!　まだ死にやしねえが、本気で痛いてぇよ!!　腕を上げやがって……!!」

　やけっぱちで叫ぶレイヴンだが、ブランシェの上から動く様子はなく、腹部の傷が修復される様子もない。

　吸血鬼は、銀ぎん杭くいで心臓を貫かれると消しよう滅めつするはず。それよりはましな状態と言えるだろうが、血を失いすぎだ。自身の血液を失うと、極端に能力が低下することはブランシェも聞き知っている。

　このままでは、先にレイヴンが殺されてしまうのは時間の問題。

「畜ちく生しよう……」

　腕に力が入らなくなってきたのか、がくりと前のめりになったレイヴンの顔がひどく近くまで下りてきた。

「あんた、なんでこんなにいい匂いがするんだ……」

　瞳にちらちらと赤い色をちらつかせ、うなる顔はひどく苦しそうだ。

　──自分を導き、眼を開かせようとしてくれている彼を、これ以上傷つけることはできない。神子姫は守られる存在ではなく、守る存在なのだから。

「分かりました」

　凜りんとした眼差しで、ブランシェは彼の耳にささやく。

「我慢しなくていいです。私が、あなたを助けます」

「……馬鹿、あんた、何言って……」

　その首筋を凝ぎよう視ししながらレイヴンが口ごもるが、今のブランシェには彼の声は聞こえないので、申し訳ないが一方的に宣言させてもらう。

「ですから、あなたも少しだけ、我慢して下さいね」

　言うなり、脳内サーナキアの輝かがやかしい微び笑しように従い、すっと大きく息を吸った。上体をねじって、勢いをつける準備をする。

「……ええい！」

　いまだ耳に手を当てているせいで顔の横に来ている肘ひじを、思いきり壁に打ちつけた。骨を走って伝わった痛みが鼻の奥まで痺しびれさせ、生理的な涙を生む。

「姫さん!?」

　ぎょっとしたレイヴンの声が、驚くほど近くで聞こえた。厳重な「染心」が、痛みにより解けたのだ。

「グレイドル様、失礼!!」

　自由になった両手を使い、起き上がる勢いに任せてレイヴンに体当たりをかます。

　負傷した上に、振りまかれる甘い血の匂いに気を取られていたレイヴンには耐えられない。覆い被さった格好から一転、仰のけ反ぞるようにして後ろに尻しり餅もちをついた。

「うわっ!?」

　当然の帰結として、彼の後ろで執拗に剣を振るっていたトーマも巻き込まれて後ろに倒れる。今ですよ、とサーナキアが耳元で言ってくれた。

「王子殿下、失礼いたします!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いを込めて叫んだブランシェはレイヴンを飛び越し、起き上がりかけていたトーマの右手に手刀を叩き込んで武器を落とし、同時に腹部に渾こん身しんの蹴りを叩き込んだ。
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　きちんと整理された本ほん棚だなに、トーマが背中からぶつかった。かはっ、と空気の塊かたまりを口から吐はいたその眼めから、赤い色が抜ぬけ落ちていく。

　さっきのブランシェと同じ。衝しよう撃げきが「染せん心しん」を解といたのだ。

「僕は、王子じゃ、ない」

　震ふるえる声でそうつぶやいたトーマは、眼を閉じてその場に倒れ伏ふした。

「最後まで、それかよ……」

　腹の傷を押さえながら、レイヴンが苦笑を零こぼす。

「えっ、そんな、違ちがう方だったのですか!?」

「姫さんの突っ込みも、それ、かよ……」

　弱々しくつぶやいたレイヴンは、覚おぼ束つかないしぐさでふらりと立ち上がった。

「大丈夫ですか、グレイドル様。申し訳ありません、他に方法を思いつけなくて……こ、今度はあなたは蹴けりませんでしたし、目もく撃げき者しやもいませんから……!!」

　勲くん章しよう授じゆ与よ式しきの時よりはましなはず、と弁解するブランシェの、固まりかけの血の筋が走る剝むき出しの足を真まっ赤かな眼が見ていた。はあはあと犬のように大きく息を吐く口の中で、犬歯が異様なほど白い。

「……グレイドル様……？　あの、サーナキアの教えによると、倒した相手はすかさず縛しばり上げ、くすぐって情報を吐かせるものらしいのですが……縄なわなど、あっ」

　トーマをどうすべきかと思案していたブランシェの前で、黒くろ髪かみの頭が沈しずむ。大きく開かれた唇くちびるの中、牙きばが目指すのは──トーマの、首筋。

「だめっ、グレイドル様!!」

　何か考える暇ひまもなく、ブランシェは右足を振り上げていた。肩かたを思いきり蹴飛ばされたレイヴンが、くぐもったうめき声と共に横向きに倒れる。

「ご、ごめんなさい！　あの……、目撃者、いませんから!!」

「……いや、ありがとうよ、姫さん。いい蹴りだ」

　倒れたレイヴンの表情はさっぱりしており、声にも翳かげりはなかった。

「助かった。トーマと、俺の自尊心を守ってくれて、ありがとうな」

　誰だれの血も吸わないと、彼は誓ちかいを立てたのだ。それに、まだ曖あい昧まいにしか話が見えていないブランシェにも、クリスティアンが住んでいた家でレイヴンにトーマの血を吸わせる訳にはいかないと思えた。

　しかしレイヴンの状況は、最も早はや抜き差しならないところまできているようである。

「ここまでか」

「グレイドル様……？」

　やけに静かな声が、「染心」も抜きで心臓を握にぎり込む。不安を覚えてその側に近寄ると、レイヴンはなぜか満足そうに微笑ほほえんでいた。

「ちょっと予定と違うが、ある意味予定以上だ……元王子様と神み子こ姫ひめ様が揃そろって告発すれば、誰も、無視できないだろうよ……」

「あ、あの、確かにそうでしょうけど」

　あなたは、と言いかけたのを遮さえぎるように、レイヴンは続ける。

「トーマが目覚めたら、俺があんたに話したことを、話してやってくれ……その上で、実験施し設せつへ……そいつが道案内してくれれば、行くのは簡単だろう……」

　ここで、なぜあなたが話さないのかと尋たずねるほど、ブランシェは愚おろかではなかった。

　──決意を固め、トーマに近づく。彼の側に転がっていた鉄剣を握った。レイヴンの血に濡ぬれたそれは、想像以上に重い。

「……あんたはやっぱり、立派な神子姫様だな……それで、いい。俺の心臓の位置は、教えなくていいな……？」

　想像以上の神子姫ぶりに満足したか、レイヴンが静かに眼を閉じる。

　その顔に、赤い色が散った。ぎょっと瞳ひとみを開いた彼の鼻をくすぐる、甘い匂におい。

　鉄剣で腕うでを傷つけたブランシェが、彼の口元に己おのれの血を垂らしていたのだ。不意打ちで与えられた甘かん露ろに逆らえず、レイヴンは思わず数滴の血を嚥えん下かしてしまう。

「……ば、馬ば鹿か野や郎ろう！　何してやがんだ、てめえ!!」

　次の瞬しゆん間かん、最低限の気き遣づかいすら忘れた罵ば倒とうが彼の口から逬ほとばしった。神子姫の血により幾いく分ぶん活力を取り戻もどしたのか、起き上がって必死に距きよ離りを取るレイヴンにブランシェは決然と言い放つ。

「私は以前、あなたに血を流して下さいますかと頼み、実際にあなたは、こんなに血を流して下さいました」

　レイヴンが這はうようにして逃にげた床ゆかに、べったりとついた赤黒い染しみ。……クリスティアンの家を、このように汚けがすのは彼の本意ではないだろうに。

「ですから私も、血を流すべきだと思います」

「また、綺き麗れい事ごとか……いいかげんにしろよ、本当に……!!」

　怒いかりに燃える眼に射い貫ぬかれても、もう怯ひるまない。ブランシェではなく神子姫として振る舞う時には、彼女に迷いはない。

「どんな状況でも、綺麗事を言い続けるのが、私の役目です。だからこそ……、特権を得ているのですから」

　断言すると、血を流す腕を彼の口元に近づける。

「さあ、飲んで下さい。大丈夫です、誓いを破る訳ではありません。あなたが言う真実を正確に計るためには、目的地に着くまで生きていていただく必要があります。それに、私は美しくはありませんが、結構丈夫ですし、ちょっぴり戦えもします。あなたが血を吸いすぎるようなことがあれば、即そつ刻こく回し蹴りで沈めますから!!」

　レイヴンのせいではない。あくまで、互いの利益を損そこなわないようにしているだけだ。

　だがそれでも、レイヴンは静かに首を振る。

「あんたが神子姫なら、俺は救国の英えい雄ゆうだ。そして、あんたの、騎き士しになると誓った……」

　苦しげに眼を逸そらした彼は、横顔で木ぼく訥とつにつぶやいた。

「……笑いたきゃ笑ってくれていいが、あんたの騎士になると誓った時、俺、ちょっとだけ嬉うれしかったんだぜ。ガキの頃漠ばく然ぜんと夢見ていた、物語の騎士になったみたいでさ……」

　騎士ってのは、きれいなお姫様をかっこよく守るもんだろ。無む邪じや気きな少年めいた笑顔が、はかないものに変わっていく。

「俺みたいな学のない、田舎いなかの野や蛮ばん人じんには、世界はそれぐらい単純なほうがいいんだ……だから、頼たのむから……やめてくれ。騎士とは言わねえ、せめてこのまま、人間のまま……」

　ささやかな願いが、神子姫でなくブランシェの胸を揺ゆさぶる。腕から、力が抜けていく。

　やっぱり自分は役立たずだ。もう彼にしてあげられることは、遺ゆい言ごんめいたトーマとの共同告発以外にないのだろうか。

「じゃあ、あなたにそれだけの血を流させた、ぼ……小官の血でどうですか」

　突然トーマの声が聞こえて、ブランシェは眼をぱちぱちさせた。

　いつの間に復活したのだろう。打ちつけた背をさすりながら起き上がったトーマが、二人の側にやって来た。一瞬構えかけたブランシェだが、トーマの表情に敵意はない。

「少しでもレイの兄貴に近づけるように、小官も、日々鍛きたえておりますから……み、神子姫様に蹴られたぐらいでは、それほど堪こたえません」

「そうですね、私、か弱いですから……！」

　思わず乗ってしまったブランシェを尻しり目めに、レイヴンがうめくように聞く。

「俺を……信じてくれるのか？　トーマ……」

「あなたが犠ぎ牲せいを出さないように戦っていたのは、事実です。でも、信じるのはきちんと話を聞いてからです。……神子姫様ではなく、あなた自身から」

　最後の部分を強調して言ったトーマは、失礼、と断って、ブランシェの手から剣を取り返した。軍服の左ひだり袖そでをめくると、あやまたず肌はだの上に剣を滑すべらせる。

「トーマ……！　違う、俺を信じてくれるだけでいい、血をくれとは言ってない……!!」

「……小官が勝手に、したことです。神子姫様、レイの兄貴を押さえて下さい」

「は、はい」

　ブランシェは逃のがれようともがくレイヴンの足に、またがるようにして押さえつけた。男にまたがるんじゃねえ、とわめいているレイヴンだが、やはり十全な状態ではないらしく彼女を押しのけられない。

　身動きできないレイヴンの口元に、トーマが血を流す手首を押しつける。

「神子姫様の血には劣おとると思いますが、小官の血は美味だと思います。元王子……ですし、レイの兄貴が、いい物を、食べさせてくれたから……」

「その兄貴呼び、気持ち悪わりぃし似合わねえから、やめろって言ってるだろうが……！」

　彼の手を払い除のけ、抵てい抗こうするレイヴンだがその動きは明らかに力弱かった。逃げようとする口元にぐいぐい傷口を押しつけながら、トーマは必死の形ぎよう相そうで頼む。

「いつだってあなたは、最後には小官のわがままを聞いてくれたじゃないですか!!　牛ぎゆう脂しが飲み込めない小官のために、わざわざ朝市でいい肉を買ってきて下さって……だから……だから」

　しばらくは落ち着いた対応をしていたトーマの表情が、くしゃくしゃと歪ゆがんだ。

「僕のせいで、あなたが死ぬなんて嫌いやだ……!!」

　血に交まじり、涙までもがぽたぽたとレイヴンの顔に落ちかかる。最終的にはあまりにも身勝手なものになった願いを聞いて、レイヴンはため息を漏もらした。

「……本当に、手のかかる、世間知らずの甘ったれだな……どけ、姫さん」

　観念した表情で言うと、彼は気遣わしげに二人のやり取りを見ていたブランシェを押しのけた。そのままよろよろと立ち上がり、トーマの手首の傷に唇を寄せる。

「──分かったよ。一度情けをかけちまったのは、俺の責任だ。最後まで、面倒見てやる」

　赤く染まった瞳が閉じられた。

「それに俺も、これで……」

「え？」

　よく意味の分からない言葉を聞き返す前に、鋭するどい牙がトーマの肌に突き立てられた。







　クリスティアンの寝しん台だいに横たわったトーマの顔色は、夜目にもひどく青ざめて見えた。レイヴンを潤うるおすために大量の血を失ったことに加え、元上官が改めて語った話が彼の許きよ容よう範はん囲いを超えていたためだ。

　ブランシェにも、彼の胸中はよく分かった。信じられない。信じたくない。しかし、全てが間違いだとも断言できない。

「もちろん信じる信じないは、お前の自由だ。だが、何年も一緒にいた俺が、お前の血を吸いたいなんて言ったことがあったか？」

　あえてふざけるレイヴンに、トーマは生き真ま面じ目めに応じる。

「口に出しておっしゃったことは、ありませんが……」

「……どこかの誰かさん同様、冗じよう談だんが通じない奴やつだな」

　ちらりとブランシェを一いち瞥べつした後、レイヴンはため息交じりに別の証しよう拠こを示した。

「じゃあ、眼が赤く光ったり、怪け我がが治ったりしたことがあったかよ。お前が穴開けてくれた俺の腹見てみるか？」

　トーマの血を得たことにより、レイヴンの腹部の傷は恐おそるべき速さで塞ふさがった。今ではもう、衣服に穴が開いていること以外に怪我をした形けい跡せきはない。

「……ありません、でした。僕やみんなを庇かばって下さった時は、ずっと包帯を……」

「まあ、やはりグレイドル様は、部下を大事にする方なのですね……」

　素直に感心するブランシェに居い心地ごこちの悪そうな眼をしながら、レイヴンはよりずばりと尋ねる。

「……どうだ。俺の話、信じるか？」

　ブランシェも緊きん張ちようを覚えたが、トーマの答えは曖昧だ。

「分かり……ません。……兄上が思っていたとおりの方ではなかったことは事実ですが、神子姫様と同じく、小官もこの眼で、はっきりした証拠を見ない限りは……」

　やはりトーマも、レイヴンの言うことをそのまま鵜う吞のみにはできないようである。

「……ま、そりゃそうだよな。俺だって、いまだに自分が吸きゆう血けつ鬼きになったなんて、信じられねえぐらいだ」

　元とはいえ、トーマもオリオロンの王子。王家と騎士団が結けつ託たくし、八や百お長ちようで既き得とく権けん益えきを守っているなどという話をすぐには信じられないだろう。

「だがな、トーマ。今すぐに信じなくてもいいから、俺たちと一緒に来てくれないか。このままお前を帰せば、また王家側の吸血鬼に『染心』を食らわされ、操あやつられる恐れがある」

　トーマがレイヴン以外の「染心」の支配下にあったことを、ブランシェはレイヴンに話していた。

「ぼ……小官が、『染心』……？　そんな、うっ」

「無理するな、どうせその時の記憶も消されているんだろう？」

　慰なぐさめる一方で、レイヴンの口く調ちようは苦みを増した。

「どうやら事態は、俺が持っていた情報よりずっと深刻なようだからな」

「え？」

　驚いて、ブランシェは思わず身を乗り出した。

「お、王家が『魔族』を作っている以上に、深刻なことがありますか？」

　彼女からさり気なく身を引いて、レイヴンは渋しぶい顔で応じる。

「トーマが『染心』を食らってるってことは、王家が吸血鬼を作れる上に、そいつに言うことを聞かせられるってことだろう？　俺が知ってる話じゃ、ただ攻こう撃げき衝しよう動どうを埋うめ込んで人里を襲おそわせてるだけだったってのに」

　確かにレイヴンが語ったのは、王家と騎士団が『魔族』を作っては自分たちで倒しているという単純な構図だった。だが彼は、より醜しゆう悪あくな展開を思い描いているようだ。

「マンティコアぐらいならいざ知らず、知性も自尊心も高い吸血鬼の一団を操ることができるとなると、深刻以外の何ものでもねえよ。王家はもしかすると、騎士団を徐々に高位の『魔族』と入れ替える気なのかもしれねえな」

「そんな……そこ、まで……」

『魔族』を討とう伐ばつするだけでは飽あき足らず、『魔族』化した騎士団を率ひきいて人々を支配するとなると、最早どちらが人間か『魔族』か分からないではないか。

「俺を無む闇やみに強く改造してくれたのも、最終的には言うことを聞かせられると踏ふんでいたのかもな。ま、全部推測の範はん疇ちゆうを出ねえが、用心に越したことはねえ」

　あまりにもブランシェの顔色が悪くなったためか、レイヴンはそれ以上自説を披ひ露ろうするのをやめた。

「こうなってくると、今さら舞台裏を暴いたぐらいじゃ、意味がないかもしれんが……やれるだけのことはやるさ。これ以上俺の周りの人間は傷つけさせねえし、帝国を食い物にもさせねえ。それが俺なりの、母国への恩の返し方だ」

　左手の平に右みぎ拳こぶしを打ちつけ、レイヴンは気き迫はくのこもった声を出した。

「染心」を使った訳ではなさそうだったが、その声を聞いた途と端たんブランシェははっと息を吞のみ、トーマの瞳が揺れる。

「レイの兄貴」

「……お前な、だからその呼び方はやめろって」

　苦笑するレイヴンを、トーマは潤うるんだ瞳で見上げた。

「ま、まだ、全部を信じた訳ではないですけど……人間でも、吸血鬼でも……変わっていない。やっぱりあなたは、僕の尊敬する上官です……!!」

　まだ起き上がれないトーマは、横たわったままぼろぼろと涙を零し始めた。『普通の男の子』の大泣きはサーナキアとは全く違い、ブランシェは思わず見入ってしまう。

「ぼ……小官は、本当にあなたを、尊敬していて……！　ですがあなたは、クリス様が亡なくなってから、どんどん荒すさんでいって……!!　小官は何もできなくて、それで、それで……!!」

「……分かってる、悪かったよ。お前まで処刑されなくて、本当によかった」

　平素ブランシェに対するものとは全く違う、労いたわりに満ちた声でレイヴンがつぶやいた。それに少しだけ傷つきながらも、彼を信じてくれる人間が他にいることが嬉しい。

「……さて、このままここにいると見つかっちまうし、これ以上荒らしたくねえ。トーマも休みがいるし、姫さんを手当てして着替えさせて飯めしを食わせる必要がある。いったん移動しようぜ」

　気付けばブランシェは足にも腕にも傷を作っているし、空腹感だって強い。またしても半はん端ぱな時間に叩たたき起こされたので、眠気もあった。乱らん闘とうでひどい有あり様さまになった室内を片付けたいところだが、また綺麗事を、と言われるのは分かっているので自じ重ちようする。

「申し訳ありません……でも、どうしましょう。別のツレコミヤドに行きますか？　あそこならこの時間でも開いていますよね」

　出し抜けに気まずい話題を持ち出したブランシェに、レイヴンがぎくりとする。

「トーマ、言っておくが、立地上目立たない場所にあって人目を避さけやすいってだけで、それ以上の他意はねえからな!?」

　慌あわてて言い訳を口にするレイヴンを、トーマは不思議そうな眼で見た。

「ツレコミヤドとは、なんですか？」

「お前も知らねえのかよ……」

　半はん眼がんになるレイヴンに、トーマは急いで見み栄えを張った。

「し、知ってます……と、特にヒルデン産は、おいしいですよね！」

「あーそうだな。道理でうまい訳だよ、お前の血。もう、ひとりで立てるか？」

　ブランシェの前で再度説明するのを避けるためか、レイヴンは適当な相あい槌づちを打ちながらトーマを助け起こした。

「ほら、姫さんも来な」

「はい」

　言われるまま、ブランシェはその腕に身を委ゆだねた。二人をしっかりと抱かかえたレイヴンは、今後の予定について説明を始める。

「この格かつ好こうだしな、人の出入りが多い宿を取るのはもうやめる。かといって、他に宿に使えそうな場所もねえ。この調子じゃ俺の知り合いは、軒のき並なみ見張られているんだろうしな」

「……ええ」

　物もの憂うげにうなずくトーマに、レイヴンは命令した。

「トーマ、お前はもう少し回復したらまず、向こうに見える騎士団の詰つめ所に向かえ。どうせお前、当座の活動拠きよ点てんはあそこにしてるんだろう？」

「えっ？」

　トーマもブランシェも驚おどろくが、レイヴンは二人の驚きをよそに続ける。

「そこから、俺たちが東区に逃げたと報告してこい。お前自身は負傷したので、少し休んでから兄の判断を仰あおぐために一回王宮に戻ると言え」

「しょ、小官は、兄……王子殿でん下かの指示なくとも！」

「落ち着け、演技に決まってるだろうが」

　馬鹿にしている訳じゃねえよ、とレイヴンは苦笑を漏らす。

「で、たぶん奴らはお前用に結構でかい部屋を用意してくれるはずだから、いつもみたいに嫌がらずに、ありがたくそこを使わせてもらえ。俺たちは後からこっそり行くから、中から入れてくれ。もちろん召めし使つかいだの顔つなぎに挨あい拶さつに来た奴だのは、気分が優すぐれないとか言って追い払え」

　追っ手の眼をくらませるため、あえて敵地に潜もぐり込もうという作戦のようだ。

「……お前には悪いが、この辺で詰めてるような奴はお前の機き嫌げんを損ねたくないだろうから、うまくいくだろう」

「……小官ではなく、兄上の機嫌を、でしょう？」

　周囲が自分をどのように見ているかは、トーマも自覚しているようである。硬かたくなった表情を、レイヴンは困ったように見た。

「……ちゃんとできるな？　頼むぜ、これ以上お前に『染心』は使いたくない」

　弱ったように頼まれて、トーマは慌てて胸を張って請うけ合う。

「だ、大丈夫です、『染心』は中毒になるそうですからね……！　お任せ下さい、小官は『魔族』の力などなくても、あなたの命令なら必ずや全うします!!」

「え？」

　びっくりして眼を見張るブランシェのほうは見ずに、レイヴンはただ彼女たちを抱えた手に力を込めた。

「その意気だ。じゃ、行くぜ!!」

　言うなり、レイヴンが動き出す。強きよう烈れつな加速に引っ張られ、ブランシェは慌てて唇を閉ざした。







　ひとりで過ごすにはもったいないような、広々とした部屋の入り口でトーマがメイドに礼を述べている。

「ああ、これで大丈夫だ。構わない、ありがとう。夕食は、疲つかれているので部屋に運んでほしい。好き嫌きらい？　小官は、な、なんでも食べられる、大丈夫だ。それより量がほしい、軽く二人前ぐらい……」

　詰め所にお偉えら方がたが来た時のため、用意されている客室である。レイヴンの指示どおりの演技でこの部屋を使えるようになったトーマは、窓からこっそりレイヴンとブランシェを招まねき入れてくれた。

「さすが王子サマ、堂に入ったわがままぶりじゃねえか」

　入り口からは死角に置かれた長なが椅い子すに腰こし掛かけたレイヴンは、トーマのやり取りを聞いて微び苦く笑しようしている。

　彼の服装は、負傷を理由にトーマが用意させた騎士団の制服に変わっていた。予備の剣まで持って来てもらい、見た目は完かん璧ぺきな聖せい界かい騎士団員である。

　そういう格好をしていると、初めて会った時のことを思い出してしまう。だが姿形が変わらない分、彼自身から受ける印象の変化はより大きく感じられた。

「『染心』は、中毒になるのですか」

「……そうらしいぜ。仲間を増やす吸血鬼に当たったことはないが、『染心』中毒になって長期治ち療りようが必要になった例ならいくつか知っているからな」

　不意の質問だったせいか、レイヴンはうなずいてくれた。

「だから同じ人に……私に、あまり『染心』を使わないようにされていたのですね。やっぱりグレイドル様は、騎士の名に相応ふさわしい、優しい方です」

　なぜか既き視し感かんを感じながらつぶやけば、レイヴンはそっぽを向いてしまった。

「……うるせえよ。それ以上言うと、もう一回『染心』をかけて全部忘れさせるぞ」

　素で何回も同じことを言いやがって、とうめいた彼は、ちらりとブランシェを盗ぬすみ見る。

「しかしあんたに男物ってのは、結構悪く……いや、なんでもない。その格好なら、足を上げても問題なさそうだな」

　ブランシェは現在、レイヴンと同じく騎士団の制服を身に着けていた。いくらトーマが元王子とはいえ、女性物の衣い装しようを用意させるのは不自然だったのでやむを得ない処置だ。ちなみに今回は、後ろを向いたレイヴンに指示してもらいながらではあるが、ちゃんと自分ひとりで着替えることができた。

「本当ですか？　グレイドル様のお目め汚よごしにならない程度でしたら、嬉しいです」

　褒ほめられて喜ぶブランシェに、レイヴンはだんだん癖くせになりつつあるため息を零す。

「本当に、神子姫って生き物は……トーマが回復してくれたから大丈夫だろうが、もう傷は平気だな？」

　はい、ありがとうございますと、懲こりずに微笑んだ時だった。

「あの、すいません。小官は、ここの責任者と夕食を共にすることになりました。ですが大丈夫です、夜食としてお二人分持って来ますので、少しお待ち下さい」

　恐きよう縮しゆくしいしいやって来たトーマに、レイヴンがひらひらと手を振る。

「ああ、俺のはいらねえ。姫さんのだけでいい」

　緑の瞳でちらりと二人を一瞥してから、彼は背もたれに身を預けて天てん井じようのほうを向いた。

「……味覚が変わったんだな。たぶん何食ってもまずい。お前の口に合わせた料理を、無意味に消費させたんじゃもったいねえからな」

「そうですか……」

　一瞬牙の跡あとが残る腕に手をやったトーマが、気まずそうにうなずいてから隅すみの間仕切りに入って支し度たくを始める。自分がぼろを出せばレイヴンたちが捕つかまるのだ、受け答えの練習をしている彼の声を聞きながら、レイヴンはごろりと長椅子の上に横になった。

「さて、俺はちょっと寝るぜ。あんたも寝台で休んでろ。たぶんここもすぐばれる。今夜中にあんたとトーマに証拠を見せて、話はそれからだ」

「……はい」

　自分も長椅子で寝ると怒おこられそうなことを察したブランシェは、おとなしく寝台に上がった。空腹感は強いが、クリスティアンの家よりさらにふかふかした布ふ団とんに眠気を誘さそわれ、ブランシェはすうっと寝入ってしまった。







　次にブランシェの眼を覚ましたのは、扉とびらが開く音だった。燭しよく台だいの灯あかりを消されてしまったらしく、室内は薄うす暗ぐらい。

　慌てて構えを取ったところ、トーマが苦笑する声が聞こえた。

「レイの兄貴は、外の様子を見に行かれました。あと、お食事をお持ちしましたので、よかったら」

「あ、ありがとうございます！　いただきます」

　くうくうと切なく訴うつたえている腹を押さえ、ブランシェは急いで寝台から起き上がった。味覚にうるさいトーマのためにと用意された、品目が多く見た目も豪ごう華かな夜食が卓たくの上に並べられている。

　これもきっと高いのね、と思いながらコーンスープをすするブランシェを、給仕を務つとめるトーマはじっと見ている。

「神子姫様は、レイの兄貴の言うことを全て信じていらっしゃるのですか？」

「えっ？　……ええ、八割ぐらいは」

　慎しん重ちように答えると、トーマは複雑な微び笑しようを浮かべた。

「ええ、小官も、九割ぐらいは……でも、そうですね。全ては今夜、分かるでしょう」

　レイヴンの訴えを信じるということは、ギルディアスとの軋あつ轢れきが決定的になるということだ。兄への敬けい慕ぼを完全に失った訳ではないらしく、彼の表情は苦い。

「神子姫様もご存じのとおり、小官は兄上のことが信じられなくなり、あの方のもとを離れて騎士団入りしました」

「え、ええ……ぞ、存じております」

　噓うそではない、聞いたのはつい最近だが。冷や汗を覚えながら、話の腰を折ることを恐れたブランシェは曖昧な相槌を打つ。

「分かっています、小官が世間知らずの子供だということは……ですが騎士団内に収しゆう賄わいがはびこり、高い階位は名門貴族の持ち回り状態だということが分かるにつれて、それを放置している兄上への信頼感が薄らいでいきました」

「……そうですね。それは、仕方のないことかと」

　ツレコミヤドで騎士団の裏の面を見たブランシェは、今度は実感を込めてうなずいた。

「挙げ句に、円周街の整備に手を着けないのは、迷路状になったあの街を丸ごと防ぼう御ぎよ壁へきに見立て、『魔族』が中央街に入ることを防ぐためだと知って……!!　小官はどうしても……許せなかった」

「まあ……！」

　それは初耳だ。しかもレイヴンの言を信じるなら、「魔族」を作成して野に放っているのは王家と騎士団だというのに。

「けれどレイの兄貴は、全て分かった上でみんなを守るため、戦い続けて……だからこそ、我が慢まんできなかったんです。あの人でさえ、僕に噓をついていたんだと思うと……!!」

　だん、と彼が拳で卓を叩いたので、白パンが皿ごと飛び上がった。がちゃんという音にはっとしたトーマは、申し訳なさそうに謝罪する。

「ですから……あの、本当に、いろいろと、失礼いたしました。いくら『染心』にかかっていたとはいえ、神子姫様にはひどいことを……!!」

「あ、いえ、大丈夫ですから。私こそ、二回も蹴ってしまって……」

　互いにぺこぺこし合ったところで、ブランシェはいい機会ではないか、と思いついた。

「あの、差し支つかえなければ、クリスティアン・ハーテル様について教えていただけないですか」

「え……あ、ご存じ、ないのですか？」

　トーマの眼が、反射的に部屋の外に向く。話していいものかどうか、レイヴンを気にしているのだろう。

　ブランシェとしても、レイヴンを怒らせる可能性は承知だ。しかしクリスティアンの家に行った時のレイヴンの反応から、ある恐ろしい予感がどうしても消えない。

「グレイドル様が、私に関係のあるようなことをおっしゃったので……ずっと引っかかっているのです。もしかすると……ハーテル様が亡くなったのは、私の『天てん眼がん』が混乱したせい……？」

　だから彼は、初対面の時からあんなに神子姫を憎にくんでいたのではないか。

「──いえ、違います。直接あの方の死に関係しているのは、小官です」

　予想外の言葉を口にしたトーマの眼が、愁うれいを帯おびた。

「え？」

「あなたも、全く関係していないとは言えないですけど……そうですね、順を追って説明しましょうか」

　やるせなく笑ったトーマが、食べながら聞いて下さい、と料理を勧すすめつつ向かい側に腰掛ける。ちなみに本日の彼のお勧めは、白地図海の鮮せん魚ぎよ・香り青葉の包み焼きだそうだ。

「クリスティアン・ハーテル様は男性ですが、神子姫の候補だったのです」

　神子姫は大たい抵ていが女性だが、男性の例もない訳ではない。サーナキアも育てたことがあると言っていた。曰いわく、『背徳感があって、あれはあれでよいものです』とのことだ。

「失礼ながら中流貴族出身だったクリス様は、幼おさない頃はあなたのようなすばらしい銀ぎん髪ぱつの持ち主ぬしで、ご両親に過大な期待をかけられて育ったのだそうです。女性のほうが神子姫になりやすいからと、昔はドレスを着ていたなんて笑いながら話して下さったことがありました」

「……まあ」

　帝国の象しよう徴ちようである神子姫は、血統とは無関係に生まれ落ちる。本人と両親に莫ばく大だいな権限をもたらすその存在は、下層の人々にとっても垂すい涎ぜんの的だが、貴族にとってはまた別の意味を持つ。神子姫を輩はい出しゆつした功績により、一気に家の格が上がる例も多いからだ。

「ですが結局、あの方は神子姫固有の力を発することなく、髪の色も次第にくすんだ灰色になり……その、先に、あなたが神しん殿でん入りして」

「……あ、そ、そうなのですね」

　当時のことを思い出したブランシェは、ぎくしゃくと相槌を打った。

　神子姫の能力は、いつ発現するか分からない。銀髪の子供が生まれた両親は期待に胸をふくらませるし、候補に入った時点で与えられる一時金を当てにして、染そめ粉こを使った詐さ欺ぎを働く者も後を絶たたないとか。

　そのため、いざ神子姫が選ばれてしまうと、落らく胆たんする者は必ず出る。選ばれた神子姫に、心ない態度を取る者も。

　だから神子姫は、基本的に神殿から出ないのだ。民を守り、民から傷つけられないために。

「なのでクリス様は、神子姫の道を諦あきらめて騎士団に入り、それ以来レイの兄貴とは無二の親友になったのだそうです」

「まあ……クリ、いえ、ハーテル様は、懐ふところの広い方なのですね」

　神子姫になれずに騎士団入り。それだけで十分性格がねじれそうだが、貴族出身の身で士官学校すら出ていないレイヴンと親交を結べるとはすごい。

「ええ、そうなんです！　……失礼ながら、器用でそこそこ才能もあるが、飛び抜けたところがないなんて陰かげ口ぐちも聞こえてきましたが……だからこそ、突とつ撃げき馬ば鹿かで世渡り下べ手たなレイには俺がぴったりの副官だよって、いつも笑って……小官にも、暖かく接して下さっていたのです」

　美しい思い出を覗のぞき込むトーマの眼が、突とつ如じよとして曇くもった。

「でもあの方は、小官を傷つけようとした罪で親しん衛えい隊たいに捕まり、処刑されました」

「──えっ!?」

　想定外の話の流れに驚くブランシェを、トーマは真剣な眼で見つめて、

「お願いします、神子姫様。レイの兄貴を……助けてあげて下さい」

「え、ええ、そのつもりですが」

「ちょっと怒りっぽいところもありますけど面倒見がよくて、自分を慕したってくる相手を絶対に突き放せない、優しい方なんです。ですが、騎士団で出世されるうちに……周囲の心ない態度に傷つけられ、皮肉を口にされることが多くなりました。どうか、元の兄貴に戻してあげて下さい……!!」

「ええと、人間に戻すほうはお約束したのですが……でも、グレイドル様が嫌になるのも無理はないですね。よりによってハーテル様が、トーマ様を傷つけようとなさったら……」

　レイヴンがあそこまで庇うクリスティアンの本性が意外すぎて、ブランシェはぎこちない相槌しか打てない。だが次の瞬間、「分かった」。

「その言い方だと姫さんが誤解するだろ、トーマ。感情が先走ると説明が飛ぶ癖、治ってねえな」

　いつからそこにいたのか、音も立てず室内に滑すべり込んできたレイヴンがトーマの後ろで椅子の背もたれに腕を乗せている。

「兄貴!?　うわ、も、もも、申し訳ありませんッ!!」

　真まっ青さおになってひざまずくトーマを尻目に、レイヴンは呆あきれたようにブランシェを見た。

「あんたの『天眼』、本当に衰おとろえたんじゃないか？　姫さん。吸血鬼の接近に気付かないとは」

「も、申し訳ありません……」

　同じように青くなって謝るブランシェにため息を零すと、レイヴンは背もたれに置いた腕に力を込めた。そこを支えに軽々と中空に身を浮かせるなり、どさっと音を立てて怯おびえるトーマの横に着地した。

「……あんたも知ってのとおり、俺は貴族じゃない。オリオロンの端はしっこのクソ田舎で、近所のガキどもを集めて自警団を気取ってるだけのガキだった」

　残りは自分の口から話すことに決めたらしい。逃げようとするトーマの腕を摑つかんだまま、レイヴンは淡たん々たんと説明を始める。

「だが、俺があんたぐらいの歳としの頃から、強い『魔族』が増え始めた。騎士団は常に人員不足である上に、士官学校を出るような連中は前線に出たがらねえ。そこで俺みたいな、都会暮らしと地位と名めい誉よに単純にあこがれた、馬鹿なガキまで騎士団入りできたって訳さ」

　騎士団に入るためラーラベルに出てきた時に、円周街のあの家に住んでいたのだろう。

「でも、グレイドル様は、その……人間だった頃から、とても強いとお聞きしております」

「おっしゃるとおり、少なくとも人間相手の近接戦せん闘とうで負けたことは一度もねえよ。だがな、騎士団内の世渡りってやつは俺にはさっぱりだった」

　ため息をついて、レイヴンは前髪をかき上げた。露あらわになった緑の眼は、ただ苦い。

「階級が上がって、部下が増え、給料が増え、俺の裁量でできることもある程度増えた。しかし、素直に喜べたのは、中隊長ぐらいまでだったな」

　それほど前のことではないだろうに、彼は無邪気な自分をひどく懐なつかしむような顔をしている。

「そこから上は、上位の貴族じゃないとなかなか上がれねえんだ。だが俺は上がった。最初は嬉しかったよ、認められたんだと思ってな」

　ブランシェも、先ほどトーマが漏らしたように、騎士団の上部は貴族で占しめられていることぐらい知っている。だからよほどレイヴンは優秀なのだろうと考えていたが、それほど単純な話ではなさそうだ。

「貴族の出でもない青二才の司令官なんて、さらし者みてえなもんだ。他の司令官連中は俺の話なんぞ聞きやしねえ。そのくせ、やれ救国の英雄だなんだと、責任だけ押しつけてきやがる」

　勲章を投げ捨てるレイヴンの姿が眼まな裏うらに浮かぶ。

　彼はきっとあんな風に、体にまといつくしがらみを投げ捨ててしまいたかったのだろう。

「女の友情は恋より薄い、なんてぇ話があるが、男の友情は出世より薄いらしいぜ。結局最後まで信用できたのは、入団以来の親友だったクリスと、犬っころみたいに俺の後をついてくるトーマみたいな、ごく一部の連中だけだ」

　そこで彼は、一層苦い声を出した。

「だがクリスは、こいつが言ったとおり、こいつを傷つけようとした罪で処刑された」

　反射的に息を吞めば、レイヴンは重々しくかぶりを振る。

「おっと、勘かん違ちがいするなよ。クリスはそんな奴じゃなかった。あいつもはめられたんだ。……田舎者が調子に乗るなっていう、俺への警告だったのさ。嫌がらせで宛あてがったトーマが、うっかり俺になついたのが気に食わなかったんだろう」

「そんな……!!」

　あまりに理り不ふ尽じんな話に声を上げれば、レイヴンは無言で座り直した。

「……クリスはいい奴だった。確かにいろいろ言う奴もいたし、実際神子姫にはなれず、騎士団でも俺みてえな田舎者の副官だ。腐くさっても仕方ねえだろうに、あいつはいつも笑って、つまらねえ愚ぐ痴ちも聞いてくれて、支えてくれた。なのに、守れなかった……」

　絞しぼり出すように言ったレイヴンは、トーマを放り出して大きく息を吐く。

「……分かってるよ、別にあんたがあいつに何かした訳じゃない。ただ、クリスが神子姫になってりゃよかった。そうしたらあいつは、あんな死に方をせずに済んだはずだと……そう思っていたんだ」

「いいえ……」

　ブランシェもまた、レイヴンと眼を合わせずにうなずいた。少し胸が苦しくはあったが、面と向かって言ってくれるだけ、やはり彼はいい人だ。

　そして、クリスティアンの処刑を行ったのはギルディアスなのかという問いを、喉のど元もとで押し殺す。そうに決まっているからだ。だからこそトーマは、より一層レイヴンを支えたいと願っているのだろう。

「だが、あんたが神子姫でよかった」

「え？」
















　ぽろりとレイヴンが零した言葉に、ブランシェはきょとんとする。一いつ拍ぱく置いて、レイヴンが慌てて弁解を始めた。

「……いや、あ、あんたみたいな、強いんだか弱いんだかよく分からねえのが相手じゃ、常識人のクリスが負けても仕方がないって話だよ！　なっ、トーマ!!」

「え!?　あ、あの、小官に急に振られましても……!!」

　いきなり巻き込まれたトーマが焦あせるが、ブランシェは心を込めてつぶやいた。

「まあ……そんなに褒めて下さって、ありがとうございます」

「……これだもんな……」

　はあ、と息を吐いたレイヴンは、何か言いたそうな顔をしているトーマを無視して強引に話を断ち切った。

「俺からは以上だ。さて、きっちり飯を食ってそろそろ支度しろよ、姫さん。これからあんたたちに、決定的な証拠を見せてやる。その後は、あんたたち次し第だいだ」

「──はい」

　トーマと一緒に、ブランシェもうなずいた。

　心はもう、九割方レイヴンを信じている。

　だが、ブランシェは神子姫。クリスティアンが、他の候補者たちがなれなかった、神子姫なのだ。

「この眼と『天眼』で、真実を確かめてから、判断いたします」

「そうしてくれ。お前もな、トーマ」

　慎重な態度を崩くずさないブランシェとトーマに、レイヴンは等分にうなずいてみせた。







　月明かりの下では、武ぶ骨こつな外観はかえって神秘的に見える。

　円周街を抜けた先、分厚い外がい縁えん壁へきの一部のような作りである実験施設は、三階建ての四角い建物だった。王宮の壮そう麗れいさと比べるべくもない質素な作りは、一見ただの巨大な倉庫である。

「ここ……ですか？」

　警けい備び網もうの一部を「染心」で突破したブランシェたちは、首しゆ尾びよく一階の裏手から内部に入り込んでいた。この建物内の倉庫に当たる場所であるらしく、雑然と木箱が積まれている以外特筆すべきところはない。

　冷たい壁に背を預け、レイヴンとトーマに挟はさまれた位置であたりを見回すブランシェに、レイヴンは苦々しく答える。

「ああ、間違いねえ。……逃げる時にそこの壁かべを削けずったのは、俺だからな」

　ちょうどブランシェの頭の上ぐらいを彼は示した。外縁壁に勝るとも劣らない分厚い壁に、えぐり取ったような跡がある。

　手加減なしの吸血鬼の腕わん力りよくを思い知り、改めて戦せん慄りつを感じる一方で、ブランシェは違い和わ感かんを覚えていた。それに気付いていないのか、レイヴンが質問を始める。

「たぶんあんたも、『天眼』で検知する際ここは外せ、と言われていないか。『魔族』がいるのが当たり前の場所だから、とかなんとか言われてな」

「……確かに、そうです、けど」

　レイヴンが言うとおり、「魔族」の研究を行うために外縁壁の東西南北にそれぞれこういう施設があることは知っている。検知の際の注意事項も、指し摘てきのとおりだ。

「でも……この付近に、少なくとも数十歩圏けん内ないに、『魔族』はいません」

「なんだと？」

　その答えに、レイヴンもトーマも驚いた顔をした。

「あの、『天眼』をまだ使っていらっしゃらないですよね？」

　ブランシェから「天眼」について詳しよう細さいに聞いたトーマが、念のために確認してくる。

「ええ、ですが、普段から部分的な検知は行っているのです。でも、この距離で何も感じないのは……」

「……確かに、外部の警備はそれなりに頑がん強きようだったのに、中に入ってから全然見張りの類たぐいを見ねえな」

　レイヴンも違和感を覚え始めたのか、眉み間けんにしわを寄せる。

「姫さん、『天眼』を使えるか」

「はい……何度か失敗するかもしれませんが、その時はお願いします」

　瞳を閉じたブランシェは、この実験施設付近に限定して『天眼』を開いた。幸さいわいにも今回は成功し、神子姫様、と驚くトーマの声は聞こえない代わりに、ある重大事が「分かる」。

「いえ……います……、かなり高位の吸血鬼……二体、私たちに気付いています!!　あ、あとそれに、下等な『魔族』……らしきものが……」

「……待ち伏せか。やっぱりちょっと、来るまでに時間がかかりすぎたな」

　舌打ちしたレイヴンが、ぎゅっと拳を握った。

「今さら逃げられやしねえだろう。どこだ、姫さん」

「こっちの方角です!!」

　居場所は分かっても、そこに辿たどり着く道順はブランシェには分からない。しかし示された方向で、レイヴンはおおよその見当がついた様子だ。

「……俺が改造された部屋のあるあたりだな……性能を見るための、闘とう技ぎ場じようとかいうのがあったはずだ。ふん、上等じゃねえか。待ち伏せしてるってことは、そいつらが俺の正しさの証拠にもなる。行くぞ二人とも!!」

　右手の拳で左手の平を打つ、お決まりのしぐさでレイヴンは気合いを入れた。次いでブランシェとトーマを小こ脇わきに抱かかえると、一気に駆かけ出す。

「で、どんな野郎だ？　吸血鬼以外にも、何かいるんだな？」

「種族と大おお雑ざつ把ぱな能力しか分かりません。『天眼』は五感を閉じて行いますし、私の場合外見までは……吸血鬼ではないほうは、それほど能力が高くはなさそうですが……ああ、もう、そこに……!!」

「了解だ、あとは任せろ!!」

　ブランシェが示した方角にあった大扉を、レイヴンが振り上げた足で思いきり蹴飛ばした。金属板を嚙かませた木材でできた扉が紙のようにひしゃげ、ちょっとした舞ぶ踏とう会かいぐらい開けそうな広間にわんわんと音が響ひびき渡る。

「……すごい」

　十全の状態でのレイヴンの力にあ然としつつも、ブランシェは広々とした室内を見回した。

　広さは舞踏会場だが、作りとしては、むしろ数度行ったことのある劇場に近い。奥に二階へと続く階段があり、その上は紫色の緞どん帳ちようで閉め切られていた。下等な「魔族」の気配は、緞帳の向こうから漂ただよっている。

　だがブランシェの眼は、階段を真打ち登場とばかりに下おりてくる二人に釘くぎ付づけだった。

「相変わらず、不作法な野蛮人だ」

　華か美びな軍服の裾すそをなびかせて微笑むのは、口ひげの先まで優美な押し出しのいい金きん髪ぱつの男性。背後には、彼と同じ意い匠しようの軍服に身を包んだふわふわした金髪の少年。

　ギルディアス・セルヴァン・オリオロンとルーベラン・ラナトス・オリオロン。オリオロンの第一王子と第三王子が、闘技場と称される広間にゆっくりと足を踏み入れた。
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「来てしまったか、グレイドル、トーマ……そして、神み子こ姫ひめ様」

　悲しげにギルディアスがささやく声が、高い天てん井じように反射してあたりに響ひびき渡る。

「残念だ。騎き士し団だんの制服姿もなかなかお似合いのあなたには、可か愛わいい弟嫁よめになってほしかったのに」

　過去形で語られる言葉は、彼がただで三人を帰すつもりがないことを物語っていた。

「兄上、ルーベラン……!?」

　兄弟の姿をまじまじと見つめていたトーマが、限界まで眼を見開いてうわ言めいた言葉を漏もらす。

「ど、どういうことですか、そんな、まさか……」

　ブランシェも意外な状況に棒立ちになったものの、「天てん眼がん」は噓うそをつかない。

　苦手だとは、確かに思っていた。思っていたが……

「間違い、ありません」

　レイヴンも呆あつ気けに取られているのを感じながら、ブランシェは断言した。

「あのお二人が……吸きゆう血けつ鬼き、です」

「──そういうことか」

　大きく頭を振ったレイヴンが、何度も拳こぶしを手の平に打ちつけ、押し殺した声を出す。

「やけに俺の力を強化してくれた訳だ。どこまでの能力を持たせることができるか、試していやがったんだな」

　他の「魔族」を易やす々やすと倒せるほどに、レイヴンを改造したこと。今思えば、はじめから倒されることが前提の化け物を作るにしてはやりすぎだった。

「吸血鬼を支配下に置いて操あやつる、なんて考えが甘かったな。自みずから吸血鬼になって、人間を支配しようとは……思いきった手を打ってくるじゃねえか」

「王道と言ってほしいところだね、グレイドル」

　悪びれない口く調ちようで言ったギルディアスは、正しく王道を歩む帝王に相応ふさわしい足取りで悠ゆう々ゆうと近づいてくる。気き後おくれしたトーマが数歩下がってしまうほどだったが、レイヴンは彼とブランシェを庇かばうようにずいっと前に出た。

「オリオロンを『魔族』退治のための国ですらなく……『魔族』化した王族が支配する国に、変えるつもりなんだな」

　さらなる糾きゆう弾だんにも、ギルディアスの態度に変化はない。ルーベランはといえば、ただにこにこしているだけだ。

「正確に言うと、私ではない。父上のためさ」

　含ふくみ笑いをしたギルディアスが、不意に後ろを振り返る。

「かつて私は今の貴様のように、父を止めようとした。数百年前から『魔族』を作り、倒すことが生なり業わいである我々が、『魔族』になるなど本末転倒だとな」

　さり気なく、彼はレイヴンが指し摘てきした八や百お長ちようを認める言葉を発した。しかしそれに驚おどろく暇ひまもなく、さらなる衝しよう撃げきが三人を襲おそう。

「だが父は言うことを聞かず、このような姿になった」

　その言葉に合わせて、紫の緞どん帳ちようが大風に煽あおられたようにさっと二つに分かれた。

「!?」

　次の瞬しゆん間かん見えたのは、肉だった。

　そうとしか言いようがない。二階の、おそらくは数十人が会食できるぐらいの面積を、ぶよぶよと波打つ肉が占しめている。

「元々父上は、あまり体が強くなかった。ルーベランが生まれたと同時に母上が亡なくなってからは、心までも一層弱くなられてな。不老不死の力を持つという吸血鬼にあこがれ、凶きよう悪あく化かした『魔族』への対たい抗こう手段だと言い訳して、怪あやしい研究者を集め実験を重ね……このざまだ。五年前からはただの、息をする肉にく塊かいに過ぎない」

　ふう、とギルディアスは優ゆう雅がなため息をついた。

「おまけにその考え方すら、先人の模も倣ほうであるのだから嫌いやになる。今まで何度も、『魔族』の能力を得ようとする研究が行われたことはあったのだ。全員見事に失敗したがね」

　冷さめた口調には、父を思いやる息子むすこのぬくもりはない。軽くあごをしゃくり、ある種の吸血鬼が持つ元素を支配する力でもって、風を起こして再び緞帳を閉じてしまう。

「……だが、優秀なあんたであれば結果も変わる。そう言いたい訳か？」

　レイヴンの皮肉にも、ギルディアスはあくまで優雅に答えた。

「帝王の趣しゆ味みの範はん囲いを超える金と時間をかけた研究を放置するのは、あまりにも惜おしかったものでね。それに、凶悪化した『魔族』への対抗手段というのは一理ある。少しずつ実験を積み重ね、私たちは人を、これまでの『魔族』を、超えていった」

　白しら々じらしく説明すると、にこりとブランシェに微笑ほほえみかける。

「おかげで『天眼』にも、なかなか見抜かれずに済んだ。ただ、新種と呼ぶべきか？　野生化して凶悪化した一部の『魔族』にただでさえ混乱していた神子姫を、さらに混乱させる原因にはなっていたかもしれんね」

　ひとしきり微笑んでみせてから、ギルディアスはまたレイヴンに視線を戻もどした。

「グレイドル、貴様のような頑がん丈じような献けん体たいのおかげで、十分な成果が得られた。おかげで私とルーベランは、人の尊厳を保ったまま『魔族』化できたのだ。感謝するぞ」

「ぬかせ……!!」

　吠ほえたレイヴンが、すさまじい速さで駆かけ出した。ブランシェに「分かった」のは、強力な「魔族」同士が激げき突とつした感かん触しよくだけだった。

「ぐっ」

　激しい体当たりに弾はじき飛ばされたギルディアスが、片かた膝ひざを突いて体を支える。眼の端はしが忌いま々いましげに引きつっていた。

「なんと、想定以上の能力だ……誰がこれほどまで改造しろと命じたのだ、馬鹿め」

　レイヴンによって得られた成果をもとにして吸血鬼化したはずのギルディアスであるが、元々の身体能力の差か、それとも後先考えない改造のせいだろうか。純じゆん粋すいな肉にく弾だん戦せんでは、レイヴンに劣おとるようである。

　だがそれにしては、妙みようにギルディアスに余裕がある。

　もしかすると霧きりに変わるなど吸血鬼特有の、肉弾戦に有利な能力を持っているのかもしれない。ギルディアスに絞しぼって「天眼」を使えば、秘められた能力が分かるのだろうか。

　ブランシェがそう考え始めた矢先、いきなりすっと手足が冷たくなった。

「……えっ……？」

　糸が切れた操り人形のようにその場に座り込んでしまう。倦けん怠たい感かんがひどく、微び熱ねつさえ感じた。起き上がれ、ない。

「神子姫様!?」

　慌あわてたトーマが駆け寄ってくるが、ブランシェは上体を起こしているのがやっとだ。だが、彼に伝えなければならないことがある。

「『吸きゆう精せい』……ルーベラン、殿下、が」

　ぎくりと振り返ったトーマの向こう、にこにこと微笑むルーベラン。

　以前トーマが口にしたように、手を触ふれずにブランシェの精せい気きを吸い取った彼は、可愛らしい手をギルディアスに向けた。

　一瞬、兄からも『吸精』を行うのかと思った。しかし実際は、逆だった。

「……すばらしい味わいだ。さすがあのサーナキアが認める、稀き代だいの神子姫」

　満足そうに瞳ひとみを細めたギルディアスの能力が、増大したのが「分かる」。ルーベランが、ブランシェから吸い取った精気を兄に転送したのだ。

「……俺もまだ、ちょっと舐なめた程度だってのに……」

　一瞬恨うらめしそうな顔をしたレイヴンが、両足を肩かた幅はばに広げて構えを取り直す。

「弟を精気収集装そう置ちにしたって訳か。欲張ってあんまりでかい能力をひとりで持つと、お父上みたいになるらしいからな」

　皮肉を飛ばすレイヴンに、ギルディアスは「そういうことだ」と平然とうなずく。

「ふん、だが、今はルーベラン殿下も幼おさない。てめえに逆らわねえだろうが、トーマの例もある。持つべき能力を、誤ったかもな？」

「そうでもないさ。『染せん心しん』があれば、あとは優秀な駒こまがいればいいと、お前も知っているだろう？」

　意味深長にギルディアスが微笑み、ブランシェは急きゆう激げきな貧ひん血けつによる目眩めまいを堪こらえながらルーベランを見た。

　いつでも無む邪じや気きに、にこにこと微笑んでいるルーベラン。兄を敬愛し、付けひげまでして慕したう彼。

　今までは八歳という年齢から、不自然さは感じなかった。しかしよくよくその表情を観察すれば、レイヴンを殺そうと襲いかかってきたトーマと同じものが窺うかがえないか。

「てめえ……弟を、『染心』中毒にしやがったな!!」

　奥歯を嚙かみ締しめて嫌けん悪お感かんを露あらわにするレイヴンに、ギルディアスは上品に微笑み、ルーベランは他の表情を知らない笑顔でにこにこしている。

「人はみな、何かに毒され、支配されて生きていくものさ。それにルーベランも、それを望んでいる。なあ？」

「はい、僕は、ギル兄様を敬愛しています！」

　ぴんと背筋を伸ばして、ルーベランは元気よく答えた。

「母上を殺した、罪深い僕に、兄様はいつも優しくしてくれた。僕は兄様のためなら、なんでもします!!」

「ルー……!!」

　ブランシェは絶句し、トーマは瞳を潤うるませて弟の愛称を呼んだ。

「僕はお前を、そんな風に責めたことはないだろう!?　……それがギル兄様の手だ、だから僕は王室を離れたんだ……!!」

「……この、外げ道どうがッ!!」

　瞳を赤く染めたレイヴンが強く地を蹴った。
















　射しや出しゆつされた矢も霞かすむような速度で、彼はギルディアスに肉にく薄はくした。なんの遠えん慮りよもなく繰くり出される一いち撃げきが、広間の床に食い込み、ギルディアスの軍服の裾すそを引きちぎる。

　しかしギルディアスも負けてはいない。肉弾戦では多少分が悪いようだが、風を操る力を自在に駆く使しして攻こう撃げきし、同時に衝撃を空気の盾たてで防ふせいでしまう。

「外道は貴様だ、グレイドル。今さら真実を白日の下にさらしたところで、誰だれが喜ぶというのだ!?」

　事実上の帝王としての言葉が、ひげに飾かざられた唇くちびるから漏れた。

「学のない貴様には分かるまい。かつてこの帝国には、神子姫も『魔族』もいない、大空位時代と呼ばれる期間があった。オリオロンは初代神子姫が現れる以前のように無数の小国に分かれ、人間同士の果てのない争いに終始していた」

「馬ば鹿かにするな、それぐらいは知ってるさ!!　クリスがひととおりの知識を叩たたき込んでくれたからな!!」

　怒ど鳴なり返して凶悪な一撃を繰り出したレイヴンに、ギルディアスは蔑さげすみを込めて首を振ってみせる。

「知ってはいても、どうせ昔話だとでも思っているのだろう？　残念ながらオリオロンは、今でも常に分ぶん裂れつの危機を抱かかえている。卑ひ小しようなる我われらが一いつ致ち団だん結けつするためには、強大な敵か、あるいは強大な力による支配が必要なのだ!!」

「何が卑小なる我らだ！　卑小なまま努力してから言え、馬鹿野郎!!」

　風に足を取られたのも束つかの間ま、半なかば逆立ちするような姿勢でレイヴンが蹴りを繰り出す。近接戦闘では、やはり彼に分があるようだ。

「ぐうっ」

　もろに顔を蹴られてうめいたギルディアスが、鼻血を出しながら後ろ向きに床に倒れた。

「ギル兄様!!」

　悲痛な声を上げたルーベランに被かぶせて、レイヴンが命じる。

「トーマ、弟を押さえろ!!　これ以上姫さんから『吸精』させるな!!」

　折しも全身を襲う寒気を再び感じていたブランシェは、必死に起き上がって少しでもルーベランから距きよ離りを取る。

「ルー、ごめん……!!　僕が出て行く時に、お前も連れて行けばよかった……!!」

　唇を嚙み締めたトーマが、ルーベランに近づくやいなや何事か唱えた。回復術同様、彼は上官と違って術の行使に長たけているようだ。

　途中『吸精』を食らったらしく、一気に顔色が悪くなったが、どうにか気絶させることに成功して絡からみ合うようにその場に崩くずれ落ちる。それを見取ったレイヴンが、腰こしに差していた銀剣を引き抜いた。

「あんたの言い分は分かるところもあるさ。俺だって一応、国の中ちゆう枢すう部ぶに近いところにいたんだ。……あの状態の親おや父じを抱えて、帝国維い持じの重責を一身に担になう、大したもんだよ」

　大帝国を維持するための矛む盾じゆんに身を浸ひたし、それでも英えい雄ゆうたるを貫つらぬいてきたレイヴンである。ギルディアスの言い分にも分かるところはあるのだろう。

「だが、ちょっとやりすぎだ。クリスの仇かたき、取らせてもらうぞ……!!」

　柄つかを両手で握にぎったレイヴンが、多くの伝承にあるように吸血鬼にとどめを刺さそうとする。

　だが突然彼の体は、雷かみなりに打たれでもしたかのようにその場に膝を突いてしまった。







　何が起こったのか分からない。

「『吸精』……では、ない、わよね……？」

　まだまともに動けないブランシェが震ふるえながら見つめていると、ギルディアスがゆっくりと起き上がった。乱れた服を、髪かみを、鼻血に濡ぬれたひげを整えているその間も、レイヴンは銀剣にすがるような姿勢でうずくまっているのがやっとの様子だ。

「魔族」としての能力を使った様子はない。ブランシェに見えたのは、護身結界のような初歩的な術の気配だけだった。

　それだけで、怒いかれる吸血鬼は呆気なく無力化させられてしまったのだ。

「人間に対する攻撃衝しよう動どうを持った化け物。そんなものに首輪もつけず、放り出すと思っているのかね？」

　冷ややかな嘲あざけりに、ブランシェの中でひらめくものがある。──円周街を含めた厳重な警護の中にいる王族だが、万が一放ほう逐ちくされた「魔族」が襲いかかってきた時も、自分たちだけは助かるように特定の術で無力化できるような細さい工くをしていたのだろう。

「一体、どこまで……」

　卑ひ劣れつなのかと、歯嚙みしたところでどうにもならず、ギルディアスは落ち着いたしぐさでレイヴンから銀剣を取り上げる。支えを失った彼は、荒い息を吐はきながら床に転がった。

　その腹をまたぐように立ったギルディアスは、剣の切っ先をレイヴンの喉のどに押し当てる。

「さて、グレイドル。狙ねらったものではないとはいえ、お前のように強力な『魔族』には一応、今一度私に臣しん従じゆうするという選せん択たく肢しが」

「寝言は寝ていえ、そのひげ引きちぎるぞ……!!」

　間かん髪はつを容いれず拒きよ否ひされて、ギルディアスは大おお仰ぎようなため息を漏らす。

「やはりか。単純な力ちから業わざとはいえ、私を凌りよう駕がするような力を持った犬であれば、飼ってやろうかと思ったが……」

　喉元を狙っていた剣が、心臓の位置に滑すべっていく。

「しょせん貴様のような野や蛮ばん人じんには、夜の貴族とも称される吸血鬼は荷が重すぎたか。騎士団はやはり、優秀な成績で士官学校を卒業した、きちんとした家の子弟のみで構成するべきだな」

「その条件に、『てめえに絶対服従』も忘れずに付け加えておけ……」

　今にも心臓を貫かれそうな状況ではあるが、レイヴンの表情には一ひと欠片かけらの怯おびえもない。

「優秀な成績で士官学校を卒業した、きちんとした家の子弟だって、てめえは殺しやがったじゃねえか。クリスの仇、絶対に許さねえ……!!」

「ほう、絶対に許さないか。結構。負け犬の最後の遠とお吠ぼえとしては、上出来だ」

　ギルディアスもまた、いささかのためらいもなく、剣を振りかぶる。

「やめて!!」

　貧血でふらふらしながら、ブランシェは声を絞り出した。

「グレイドル様を殺さないで、その人からもう何も取らないで……!!」

「……姫さん……」

　ブランシェの決死の叫さけびにも、ギルディアスは露つゆほども表情を動かさない。

「神子姫様。あなたはもちろん、私たちのところに戻ってきて下さいますな」

　レイヴンの生死に関しては、彼は何も言わない。殺害すると決めてかかっているからだ。

「あなたが我々の期待を裏切るようなことがあれば、国からの保障は全て打ち切られる。無論、真実とやらを衆目の眼にさらし、帝国が再び戦乱状態に陥おちいった時はそのような余裕などなくなるだろう」

「……っ」

　次の言葉を失ったブランシェに、ギルディアスはそれは優しい声で言った。

「多くの養子たちを抱えて暮らす母君も、酒浸りの父君も、国庫から出る金がなければ最も早はや立ちゆかぬ状況であることはお分かりのはず。あなたをこの世に生み出してくれた、大だい恩おんあるご両親を見捨てるなど、あなたにはできまい？」

　脳のう裏りを過よぎる、両親の顔。

　失った娘の代わりを求める母。働かずとも与えられる金に溺おぼれた父。

　二人のところに帰りたいと、なんとかサーナキアの眼を盗ぬすんで円周街に走ったあの日。自分とは似ても似つかぬ義理の弟を抱だき締めて、母は実の娘を拒きよ絶ぜつした。ブランシェが引き取られて程なく、母と大おお喧げん嘩かして家を出たという父とは、会うことすらできなかった。

　神子姫に選ばれたがために、壊こわれてしまった家族の絆きずな。

　だが、神子姫としての務つとめを果はたしている間は、せめて金銭的な面では二人を支えることができる。

「姫さん……」

　息苦しさを覚えたような声で、レイヴンが呼ぶのが聞こえた。

「神子姫様、耳を貸してはだめです……!!　兄上は、『染心』の下準備として、そんなことを言っているだけです……!!」

　ブランシェよりひどい貧血状態にあるため、朦もう朧ろうとしながらトーマが叫ぶのも聞こえる。甘いささやきは、彼がレイヴン討とう伐ばつに向かわされた時と同じだったからだ。

　分かっている。どうせ断ったところで、「染心」で言うことを聞かされるのは明白。しかし、

「──私は、グレイドル様に騎士の誓ちかいを受けています」

「……ん？」

　意味が分からなかったのだろう。ギルディアスは困こん惑わくした顔になった。

「相変わらず面おも白しろい姫君だ。なんのためにこいつがそのような真ま似ねをしたのか知らないが、それとあなたの両親の話と、なんの関係がある？」

「関係はあります。ですから、誇ほこり高き騎士であるこの方に相応しい、誇り高き神子姫でいる義務があるのです」

　不思議だ。たった二日行動を共にしただけのレイヴンのためだという言葉は、驚くほどすんなりと舌に馴な染じむ。

「人を助けて得たお金ならとにかく……人々を脅おびやかして得たお金で、大切な両親を養うことはできません。それが私の……私を血税で生かして下さった無む辜この民への、恩の返し方だと思います」

　無論、両親には恨まれるかもしれない。

　──あんたなんか、私が産んだ、あの可愛いブランシェじゃない。

　神しん殿でん暮ぐらしですっかり神子姫教育が板につき、無邪気な子供らしさを失った娘に向けられた母の悲痛な叫びは、今も耳に残っている。

　それでも、サーナキアが瞳の奥で微笑むのだ。

　ではあなたはこのまま、神子姫を続けていけますか？

　彼の言葉は大たい抵てい意味が分からないけれど、言わんとしていることはいつだって分かる。

　帰りたいなんて思わない。もうあの日には帰れないことぐらい、愚おろかな箱入り神子姫だってとっくに理解しているのだから。

「それに、王家と騎士団のしてきたことを暴いた後も、私の力は必要なはずです。ギルディアス殿下の意図を超えた『魔族』の検知も、できるようになってみせます」

　ですから、とブランシェは懸けん命めいに訴えた。

「今すぐに全てを明かせば、確かに人心は乱れるでしょう。ならせめて、これ以上『魔族』を作るのはやめて、グレイドル様も他の人も、人間に戻して下さい……!!」

　大空位時代のことはブランシェも知っている。当時の資料から伝わる凄せい惨さんな状況を、帝王となるギルディアスが繰り返したくないと願うのも分からないでもない。

　だからといって、「魔族」化した王家が人間を支配するなど明らかにやりすぎだ。そこに生まれる平和は、最早人間世界のものとは言えない。

「人間に戻す？　グレイドル、まさか貴様、そのような夢を見てここに戻ったのか」

　ところがギルディアスが口にしたのは、残ざん酷こくな現実だった。

「も……、戻せない、のですか？」

　大きく眼を見開いてブランシェが問えば、ギルディアスはゆっくりと首を振る。

「……交こう渉しよう決けつ裂れつだな。あなたのその比類なき『天眼』能力が、『染心』中毒になった後も機能するかどうかは不明だが……幸さいわいに、神子姫候補は何人か出で揃そろっている。残念だよ、可愛い私の妹」

　ギルディアスの瞳が赤く染まる。

「姫さん!!」

　身を縛しばる術を引きちぎり、心臓に刃が食い込むのにも構わずに、レイヴンが起き上がろうとした時だった。




「おっと、ここはわたくしの見せ場ですね!!」




　能天気なほど明るい声が、場に響く。

　いつそこに上ったのか、二階に続く階段上、ちょうど先ほどギルディアスたちが下りてきたあたりに白い人影があった。

　長い金きん髪ぱつ、同色のまつげに縁ふち取どられた切れ長の瞳。含んだ棘とげこそが美しい深しん紅くの薔ば薇らのような美青年が、その場の全員から注目された中で微笑んでいる。

「サーナキア……!?」

　教育係の華か麗れいなる登場にブランシェも眼が点になっているが、レイヴンはそれ以上に度ど肝ぎもを抜かれた様子だ。

「あれがサーナキア、だと!?」

「おや、そのように驚かれますとは。確かにわたくしの美しさは、あなたのような凡ぼん夫ぷにはにわかに信じがたいでしょうが……」

　初対面のレイヴンに対しても、サーナキアは相変わらずだ。滑なめらかに毒を吐きながら、彼は散歩にでも行くような気軽さで階段ではなく、空中に足を踏ふみ出した。

　その一歩で、瞬間移動でもしたかのようにレイヴンの横に出現したサーナキアは、ブランシェに叩き込んだとおりの角度で足を振り上げる。

「ぐ……ッ……!?」

　勲くん章しよう授じゆ与よ式しきの時のレイヴン以上の速度で、垂直に吹き飛んだギルディアスは壁かべに叩きつけられてしまった。脳のう震しん盪とうでも起こしたのか、がくりと首を垂れて動かなくなる。

　あ然としている一同を尻しり目めに、サーナキアは直前で彼から奪うばい取った銀剣をくるくる回しながらブランシェに近寄ってきた。

「ああ、神子姫様、だいぶ精気を奪われてしまったようですね……」

　力が抜けて座り込みそうになっていたブランシェは、かろうじて笑顔を作った。

「ええ……でも、大丈夫。動けないほどではないわ」

　ギルディアスたちも、できればブランシェは失いたくなかったのだろう。命に関わるような状態ではない。もう少し休めば、回復するはずだ。

「それより、あの、ごめんなさい……私、婚こん約やく式しきをすっぽかして」

「ははは、思った以上に羽目を外はずして下さいましたねぇ。とにかく、ご無事で何よりです。あなたは決して美しくはないのですから、元気という長所は大切にしないといけませんね」

「ありがとう、サーナキア。そうよね、欠点を嘆なげくより、長所を磨みがくほうが建設的だと言いたいのよね！」

　起き上がったレイヴンは、二人のやり取りを聞きながら「これが原因か……」と苦い顔をしている。そんな彼に、サーナキアが話しかけた。

「あなたがわたくしの神子姫様を拉ら致ちした、ろくでなし英雄殿ですね？　初めまして、美しきわたくしはサーナキアと申します。いろいろ言いたいことはありますが、まずはあのひげ王子を退治して、わたくしたちの神子姫様を守ろうではありませ」

　最後まで聞かず、レイヴンは彼の瞳をきつく睨にらみつけて叫ぶ。

「ふざけるな！　てめえは、一体……」

「おや、やはり、神子姫様がそれほど美しくないので、やる気が出ませんか？」

　いきなり話を逸そらされたレイヴンは、ブランシェがしゅんとしたのを見て慌て始めた。

「な、なんでてめえは、姫さんが可愛くないないと、しつこく吹き込んだんだよ!?」

「ははあ、つまり、あなたは神子姫様を可愛いと思っている訳で？」

「……俺は一般論を言っているだけだ!!　大体神子姫なんて肩書きがあれば、多少難があってもよく見えるもんだろうが!!」

「あ、ありがとうございます、がんばってよく見て下さって……」

　ますます萎い縮しゆくするブランシェに、レイヴンもさらに慌て始める。

「とにかく、二目と見られないほどじゃねえだろ!?　年頃の女の子に、気の毒なことを言ってやるんじゃねえ!!」

「しかし、神子姫様は決して美しくはないでしょう？」

　レイヴンの動どう揺ようにまるで引きずられることなく、サーナキアは蠱こ惑わく的てきな笑えみを浮かべた。

「わたくしに比べれば」

　レイヴンは、黙だまった。しかし差し迫せまった状況が、彼に抵てい抗こうの時間を与えなかった。

「……そう、だな……」

　死んだ眼をしてうめくレイヴンに、サーナキアは「よろしい」とばかりに微笑んだ。

「さてさて、長話は後にしましょう。王子殿でん下かが復活いたします」

「てめえが話を長くしたんだろうが！　ああ、畜ちく生しよう……なんだかものすごく大事なものを、明け渡しちまった気がする……!!」

　今にも切れそうなレイヴンであるが、とにかくギルディアスを完全に倒すのが先ということだけは意見が一致したようだ。無理やり気持ちを切り替えて、

「だが、俺はあのおっさんに完全には逆らえないようになってるらしいぜ」

「大丈夫ですよ、吸血鬼としてはあなたの力のほうが上です。わたくしを見た瞬間そのように嚙みついてくるのが、何よりの証しよう拠こですよ。しかし、これほどまで見事に『魔族』化するとは、やはり田舎いなかで粗そ食しよくに耐たえていると健康に育つのですねえ」

「……一から十まで腹が立つ野郎だが、そう断言するなら手伝えよ」

「もちろんですよ、楽勝できるほどには、あなたはまだ強くないですから」

　仮かり初そめとしてもぎこちない共きよう闘とう宣せん言げんをした二人を、ようやく復活したギルディアスの呪じゆ詛そめいた声が呼んだ。

「グレイドル、サーナキア……！　これは一体、どういうことだ!!」

「俺が聞きてえよ!!　そのために、てめえはさっさと沈しずめ!!」

　ぺっと血の混じった唾つばを吐き捨てたレイヴンが、傷ついた体に構わず床を蹴った。やや遅おくれて、サーナキアがその後を追う。

「くっ」

　短くうめいたギルディアスが、レイヴンを無力化させる術を使おうとする。しかし二度目であるために、彼もそう来ると予測していたようだ。

　驚きよう異い的てきな反射神経で術を避さけたレイヴンが、ギルディアスの右に回る。打ち合わせでもしたような速さで、サーナキアも左に回った。

「殺すのは」

「後回しですね!!」

　レイヴンの腕うでがギルディアスの気道を締め上げ、サーナキアが手にした銀剣をギルディアスの腹に突き刺す。

「……ぐぁっ……!?」

　レイヴンと実力伯はく仲ちゆうの戦いを繰り広げていたことが噓のようだ。大量の血を失いながら、彼は呆気なく昏こん倒とうしてしまった。







「おっとっと、これを刺しっぱなしだと死んでしまうかもしれないですねえ。銀剣で刺された傷は、治りにくいですから……」

　ギルディアスの腹に刺さった剣をひょいと引き抜いたサーナキアは、慣れたしぐさでギルディアスのマントを引き裂さいて彼を縛り上げていく。

「まあ、この後くすぐるの？」

　トーマの時にできなかったことを学ぼうと近寄ってきたブランシェは、いきなりぐいっとレイヴンに手を摑つかまれた。だいぶ力加減はできるようになっているはずなのに、爪つめ先さきが皮ひ膚ふに食い込むほどの勢いだ。

「グレイドル様……？」

「その前に、あんたの教育係に聞きたいことがあるぜ。──特にその、眼の色についてな」

「え、サーナキアの眼……？」

　金のまつげに縁取られた、限りなく美しいサーナキアの瞳がどうかしたのか。罪作りなほどにきれいであること以外、何も問題はないはずなのだが。

「奇き遇ぐうですね。わたくしも、あなたにいろいろとお聞きしたいことがあります。ですがその前に、もう一勝上げてしまいましょう」

　ふふ、と微笑んだサーナキアが軽く握った剣を振り、レイヴンの肩から血が噴ふき出した。

「えっ？」

　手を摑んでいたレイヴンの指から力が抜けた。彼は、声も上げず床に倒れ伏す。

「おお、さすがの身体能力ですね。首を飛ばしてやろうかと思っていたのですけど」

　平気な顔でそう言ったサーナキアは、紅あかい唇に凄せい絶ぜつな笑みを浮かべる。

「わたくしの神子姫様にあのように庇われるなど、一体道中何があったのか……じっくりお聞きしましょうか、元人間」

「サ、サーナキア……、あっ、うぅっ……!?」

　──「天眼」を使った訳でもないのに、出し抜けに込み上げる違い和わ感かん。

「おや、まだほんの少し、幻げん術じゆつを緩ゆるめただけですのに……やはりあなたはすばらしい素そ養ようをお持ちですね、ブランシェ」

　サーナキアの声が、ひどく遠くから聞こえるような気がした。

　あえぐように息を吐きながらブランシェは、教育係の美しい顔を見た。特にレイヴンが気にしていた、瞳のあたりを中心に。

　切れ長の瞳を縁取る金色のまつげ、通った鼻び梁りよう、形の良い唇。美しくも見慣れた、大好きなサーナキアそのままだ。

　いや、ひとつだけ、知らないところがある。

「……紅い……？」

　涙の粒をたやすく乗せられるほど、みっしりと生はえ揃そろったまつげに抱かれた瞳の色は、紅こう玉ぎよく。

　人にあらざる、「魔族」の色。

　──何千何万回と見てきたはずの彼の眼の色を、思い出せない。

　違う。思い出せないのではない。

　認識できなかっただけだ。そのように、彼がしていただけだ。

　膝から力が抜ける。

　そろそろ貧血状態から脱だつしつつあったはずなのに、立っていられない。

　混乱の極みに陥った頭の一部、神子姫の部分がやけに冷静で、何かを「分かっている」。でも、少女ブランシェが首を振っている。噓だ。そんなはずがない。……分かりたくない!!

「ああ、いいですよ、神子姫様。とってもぞくぞくします、その絶望の顔」

　肩を押さえて転がるレイヴンの横に座り込んでしまったブランシェを、紅い瞳が見下ろしていた。

　背筋に響く笑い声を上げる唇の中で、とがった犬歯が踊おどっている。

　紅い眼、犬歯。超人的な身体能力。間違い、ない。

「そんな、ギルディアス殿下のように……？」
















　彼もまた「魔族」の力に魅みせられたのかと問えば、サーナキアはいきなり瞳を潤ませた。

「ああ、長年わたくしと一緒にいた神子姫様の口から、そのような言葉が出るとは……！　馬鹿でも素直に育ってほしいとは思っておりましたけど、これほどとは……!!」

　剣を放り出し、よよ、と泣き崩くずれるサーナキアが眼の前に座り込む。見慣れたその姿が、次し第だいにブランシェを冷静にさせていった。

「……最初から、なの……、ね」

　思えばサーナキアが何歳なのか、ブランシェは知らない。たぶんギルディアスも、誰も知らない。

　歴代の神子姫を育ててきた彼。だが神子姫は多く十になる前に見み出いだされ、三十代でその能力を失う。つまりは二人の神子姫の卒殿に付き合えば、どう計算したって相当な年ねん齢れいになるはずだ。

　しかも、サーナキアが育てた経験があるという男性の神子姫は過去に二人しかおらず、いずれも五十年以上前の人物のはず。

　しかし実際のサーナキアはどう見ても三十代以上には見えない。途中から「魔族」になった訳ではないのなら、答えはひとつしかない。

「サーナキアは……最初から、『魔族』……吸血鬼、だったのね。私の『天眼』に感知できないのは、あなたの能力のせい……？」

　紅い眼が、とがった牙きばが異常なものとして認識できなかったのは、そのためか。

「私の『天眼』が、おかしくなったのも……あなたのせい、なの？」

「七十点というところですね、神子姫様」

　器用に涙を引っ込めたサーナキアが、含み笑いをしながら採点してくれる。

　その眼の前に、ぬっと血まみれの手が伸びてきた。問答無用で二人の間に割り込んできたレイヴンが、肩の傷を押さえながらサーナキアをねめつける。

「道理で、姫さんに護身結界を教えない訳だ……」

　赤い眼で睨みつけてくるレイヴンに、サーナキアは事もなげに答えた。

「ええ、その手の術は、わたくしには扱あつかえませんからね」

「一体どういうつもりだ。どうして吸血鬼が、神子姫の教育係なんて酔すい狂きようをしてやがる!!」

「ならまずは、昔話から始めましょうか」

　にっこり微笑んだサーナキアは、歌うような口調で語り始めた。

「かつてオリオロンに現れた神子姫アルシェイラは、数多くの能力を有し、わたくしたち『神しん魔ま』を討うち滅ほろぼしていきました」

「『神魔』……？」

　知らない単語をブランシェが繰り返すと、サーナキアはよくできました、とばかりにうなずいてくれる。

「ええ、そうです。『神魔』の醜しゆう悪あくな模も造ぞう品ひんでしかない、限定的な能力しか持たない『魔族』とは違う、完かん璧ぺきな生き物のことですよ」

　わたくしのように、とサーナキアはつぶやく。ブランシェはそうね、と素直にうなずき、レイヴンは決してうなずかないと誓いを立てた顔で黙っていた。

「とはいえ、しょせんは人間の神子姫。わたくしを消しよう滅めつさせるには至りませんでした。他の『神魔』は、ほぼ絶ぜつ滅めつさせられましたけどね」

　さらりとそう述べたサーナキアは、いつものように艶つややかに微笑んでいる。

「『神魔』はなんでもできるんです。例えばわたくしが本気を出せば、あなた方を眷けん属ぞくにして次々に仲間を増やし、世界を統すべることすら可能。なにせ今の世界には、わたくしと互ご角かくに渡り合えるような神子姫はもういないのですから」

「……!!」

　レイヴンが眉み間けんに力を込めるが、サーナキアは上品に小首を傾かしげてみせた。

「ですが、それではつまらないでしょう？　ですからわたくしは、自分の正体を隠かくして神子姫作りを始めたのです」

「……なんでだ？」

　全く脈みやく絡らくのない行動を「ですから」で結ばれても納なつ得とくできない。当然の質問をするレイヴンの後ろから、ブランシェはほとんど条件反射で質問した。

「サーナキアは……初代の神子姫様にもう一度、会いたいの？」

「姫さん!?」

　何を言い出すのか、とレイヴンは焦った顔をしている。

　ブランシェだって、サーナキアの飛ひ躍やくした行動を論理的に理解している訳ではない。ただ長い付き合いにより、なんとなく彼の言わんとすることが分かるだけだ。

「だってあなたは以前、初代の神子姫に匹ひつ敵てきする神子姫を育てたいと言っていたわ。あれは……噓ではないわよね？」

　恐おそれることなく紅い眼を見て聞けば、サーナキアはなぜか、とても寂さびしそうに笑った。

「……ああ、あなたは本当に、立派な神子姫として育ちましたね。ブランシェ、あなたはわたくしの最高傑けつ作さくです」

　白しら魚うおのような指先で、彼はそっと自分の心臓を押さえた。

「そうなのです。実はわたくしは、初代の神子姫様に『染心』を受けてしまっておりましてね。もう一度彼女に会いたくて、会いたくて、たまらない」

「『染心』？　しょ、初代の神子姫様は、そんな力まで使えたの!?」

　これまた初耳だ。サーナキアの夢を聞いて以来、ひそかに初代アルシェイラを目指していたブランシェは、あまりの格の違いに絶望した。

「そういえば、あなたにはまだ教えておりませんでしたね。──『普通の女の子』は、『神魔』の道行きさえ左右する、恐るべき支配力を有しているのですよ」

「アルシェイラ様は、『普通の女の子』としてもすごかったのね……!!」

　ごくりと喉を鳴らすブランシェに、そうですね、とサーナキアはうなずいた。その表情にはまだ、微び量りようの寂せき寥りよう感かんが漂ただよっている。

「ですが残念です。あなたが育てば育つほど、初代の神子姫様との差違は際きわだつ一方。『神魔』にもできないことはあるのですね、勉強になりました」

　寂しさの名残なごりが消えていく。変わって強くなっていくのは、その美にあらかじめ含まれていた毒だ。

「姫さん、下がれ」

　緊張を帯おびた顔をしたレイヴンが命じる。ブランシェは条件反射で数歩後ずさったが、サーナキアは泰たい然ぜんと微笑んでいるだけ。

　ただし、「神魔」を検知できないはずのブランシェにも「分かる」ほど、彼の体からは異様な力の波動が放出されている。

「中ちゆう途と半はん端ぱに仕上がっている作品ほど、醜悪なものはありませんね。茶番はもう終わりにしましょう。他の『神魔』が、そろそろ動き出す気配もありますし」

「他の『神魔』!?」

　レイヴンが声を上ずらせた。

「ふざけるな、ほぼ全滅したんだろう!?」

「ええ。ですが、先祖返りとでも言うべきですかね？　王家が既き得とく権けん益えきを守るために生み出した『魔族』の中から、『神魔』に近いものが出始めている。これがあなた方が言うところの、新種の正体ですよ」

　同種の存在には気付いていたらしく、サーナキアは事もなげに種明かしをした。

「神子姫様の『天眼』の混乱は、彼らを検知しかけているからだと私は推すい察さつしております。……アルシェイラと、同じように」

　世間話でもするように言いながら、サーナキアが腕を振り上げる。

「残念ですよ。能力の高さだけなら、あなたはアルシェイラにも匹ひつ敵てきする神子姫になれたでしょうに」

　その眼は明らかに、ブランシェに狙いを定めていた。

「姫さん、逃にげろ!!」

「は、はいっ!!」

　慌てたブランシェが猛もう然ぜんと走り出し、レイヴンは逆にサーナキアに向かっていく。

　待ち受けていたかのような回し蹴りを受け止め、優美な体を投げ飛ばすが、サーナキアは空中できれいに一回転して床に下り立った。案あんの定じよう、まるで堪こたえた風ではない。

「『魔族』としては、身体能力は及きゆう第だい点てん以上ですねえ。わたくし以外の『神魔』となら、そこそこ戦えそうです。さすがギルディアス殿下が見込んだ変態研究者たち」

　修行をつけているような態度を取るサーナキアを睨みつけて、レイヴンがうなる。

「てめえこそ、姫さんに『染心』をかけておいて、今さら捨てようってのか」　

「なんの話です？　眼の色などを認識させないようにはしましたが、こんなものはあなたにも見抜かれてしまうような、ただのまやかしです。わたくしが本気で『染心』をかけていれば、もっと」

「とぼけるんじゃねえ。……初代の神子姫がかけた『染心』っていうのは、つまりはそういうことだろ、サーナキア」

　アルシェイラが使えたという「染心」の正体を、レイヴンはすぐに見破ったらしい。

「そ、そうよ、サーナキア!!　あなたに『染心』を受けた覚えはないけど、私はあなたが好きなの!!」

　少し離れた距離からブランシェが叫ぶと、レイヴンは若じやつ干かん微び妙みような表情になった。それを見取って、サーナキアはほくそ笑む。

「ははあ、つまりあなたは、わたくしの神子姫様に『染心』を受けてしまったと」

「……そうは言ってねえだろ!!」

「えっ？　私、もう『染心』を使えるの……、あっ」

　混乱するブランシェの眼の前に、唐とう突とつにサーナキアが立った。「神魔」である吸血鬼の身体能力はすさまじく、置き去りにされたレイヴンが呆ぼう然ぜんとしているのが見える。

「……サーナキア……」

　紅い瞳から降り注そそぐ、強きよう烈れつな圧力。

　いつもの教育係とは明らかに違う、下等動物を睥へい睨げいする視線に足が震えた。

「確かに神子姫様は、わたくしがお育てしたのです」

　白い手が、ブランシェの頰ほおに触れた。睦むつ言ごとでもささやくように、耳元に唇を寄せられる。

「わたくしが育てたのですから、わたくしが捨ててもいいでしょう？」

　濡れた唇から鋭するどい牙が覗のぞいた。

　わざとのように、サーナキアの動きはゆっくりだ。距離も十分。

「……噓」

　棒立ちのまま、ブランシェはつぶやいた。

「サーナキアも、私のことが好きだもの。だから、捨てるなんて噓」

　硬かたい声を聞いて、紅の瞳が酔よったように輝かがやいた。

「……ああ、あなたは本当に、どこまでも理想的に愚かです。好きだから、愛しているからこそ、傷つけて捨てる……そういう気持ちを教える機会は、もうなさそうですね」

　寒気がするほど美しく微笑んだ唇が、ブランシェの首筋に触れかけた時だった。

「気が合わねえな、俺は拾っちまったもんは最後まで面倒見る主義だ!!」

　全速力で駆けてきたレイヴンが、サーナキアを横から蹴り飛ばす。しかし彼は微び動どうだにせず、逆にレイヴンを蹴り返した。

「っ……!!　くそっ、本物の化け物だな……!!」

「グレイドル様……!!」

　慌ててレイヴンに駆け寄ろうとするブランシェだが、サーナキアにしっかり腕を摑まれていて動けない。

「当たり前でしょう。わたくしは、あなた方が言うところの神に等しい存在なのですから」

　傲ごう慢まんとしか言いようのない台詞せりふが、今のサーナキアにはこの上なく似合った。

「ですが、あなたも思ったよりはやります。力の加減が分かっていないことと、まともに血を吸っていないのが問題なのです。わたくしほどの能力があれば、数百年ぐらい直接血を吸わずとも、大地の精気だけで活動し続けられますけどね。その分能力は落ちますが、あなた方相手なら問題ありません」

「まあ……」

　サーナキアが語る「神魔」吸血鬼の能力は、文ぶん献けんによく出てくる弱点だらけの吸血鬼とは全く格が違う。このような存在に敗北を教えるとは、初代の神子姫は一体どういう存在だったのだろう。

「ちょうどいい。この神子姫様の血を吸えばどうですか」

　突然、うなじに風を感じた。サーナキアが、ブランシェの髪をかき上げたのだ。

「初代にはかなわぬとはいえ、彼女の能力は本物です。おまけに身も心も馬鹿ぎりぎりまで清いことは、育てたわたくしが保証いたします」

「……ふざけるな」

　白いうなじから眼を逸らして即座に突っぱねたレイヴンだが、サーナキアは柔やわらかい微笑みを絶たやさない。

「無理をするのはおやめなさい。それに、神子姫様の血を吸おうが吸うまいが、どうせこの帝国はわたくしに滅ぼされる。やってみるだけの価値はあるのでは？」

「そ、そうですよ、グレイドル様」

　ブランシェも、サーナキアに賛成する。

「……姫さん、馬鹿、何言って……」

「このままでは、私もあなたも、サーナキアに、こ、殺されて、しまいます」

　今の状況を言葉にすると、それだけで死にそうに胸がうずいた。しかし、今はそんなことに構っていられない。

「あなたに血を吸われても、吸血鬼化はしないのでしょう？　トーマ様の血は吸ったのですから、ひ、非常事態ですし、一度ぐらい……!!」

「嫌だ」

　それでもレイヴンは、首を縦に振らない。

「そんなに嫌ですか。では、これならどうです？」

　サーナキアの声が、後ろからではなく前から聞こえた。ざあっと、雨でも降ったような水音が一瞬聞こえて、やむ。

　いつの間にかレイヴンの真正面に移動していたサーナキアの手刀が、レイヴンの首を斜ななめに切り裂いていたのだ。







　血ち飛沫しぶきを床に散らしたレイヴンが、苦く悶もんの声を上げながら後ろ向きに倒れる。

「グレイドル様!!」

　必死に駆け寄ったブランシェが見たところ、傷口自体はそれほど深くはない。

　しかし、場所が悪い。太い血管を狙い澄ました傷は、レイヴンが懸命に手の平で押さえても、その下からどくどくと血をあふれ出させてしまう。

「さっさと神子姫様の血を吸わないと、本気で死にますよー」

　のんびりとしたサーナキアの声が、頭ず上じようから降ってきた。

「い、や、だっ……!!」

　あふれる血よりも赤い眼をしたレイヴンが、がちがちと犬歯を鳴らしながら甘い誘ゆう惑わくを拒否する。

　ブランシェも、彼の気持ちを尊重したい。だがこのままでは、いくらももたないのは誰の眼にも明らかだ。

　やむを得ない。立ち上がろうとしたブランシェの左手を、恐ろしく強い力でレイヴンが摑んだ。手加減をする余裕がないらしく、爪先が皮膚に食い込んで痛いぐらいだ。

「やめろ、姫さん……またあんたが血を流しても、俺は飲まねえぞ……！」

　脂あぶら汗あせをにじませて言い募つのるレイヴンの顔に、サーナキアの影がかかった。

「さあどうぞ、神子姫様」

「あ、ありがとうサーナキア」

　空あいた右手に銀剣を渡してくれたサーナキアに、ブランシェはいつもの癖くせで素直に礼を述べてしまう。

「サーナキア、てめえ……!!」

　射い殺ころしそうな眼で睨みつけるレイヴンを無視して、サーナキアは教育係の口調でブランシェを導く。

「手首でも喉でも切って、あなたの血をあげなさい。それで彼は、楽になれます」

「……ええ」

　決意したブランシェは、やはりここかと思いながら、冷たい剣を首に当てようとする。

　だがレイヴンはそれより早く、彼女の左手を強く引き寄せた。危あやうく髪を切ってしまいそうになり、慌てるブランシェを強い口調で叱しかりつける。

「あんた、俺に相応しい神子姫でいてくれるんだろ。ここで俺に血を飲ませてみろ、騎士の誓いは即刻終了にするぞ……!!」

「も、元々、期間限定というお話でしたし……それに、このままでは……あなたが！」

「……あんたが親を汚ねえ金で養えないように、俺も守るべきお姫様の血を吸って、楽にはなれねえよ……」

　苦しげにうめいたレイヴンの眼が、不意打ちで赤く光った。

「それならいっそ、あんたの手にかかったほうがましだ」

「染心」、だ。

　反射的に逃げようとしたが、左手はレイヴンに摑まれっぱなしである。両手が塞ふさがっている状態では耳も塞げない。

「や、やめて……!!」

　せめて剣を放そうとしたが、それよりレイヴンが命じるほうが早かった。




「ブランシェ、力一杯俺の腹を刺せ!!」




　右手が勝手に動く。視界が、回る。

　最後の力を振り絞ったレイヴンが、ブランシェの上に馬乗りになっていた。

　吹き零こぼれる血。レイヴンのものと、サーナキアのもの。

「……なんと」

　ブランシェが突き出した剣は、レイヴンを通り越して背後の位置にいたサーナキアの左胸にまで埋うまっている。

「染心」の内容と、レイヴンの体に目隠しされたせいだろう。見事に心臓を貫かれたサーナキアは、よろよろと数歩後退し、唇から幾いく筋すじかの血を吐いて倒れた。

「ふふ、死なばもろとも、吸血鬼退治とは……さすが救国の英雄、大した根性ですよ……」

　今まで聞いたこともないほど、その声はか細かった。

「サーナキア……」

　視界が水に溶ける。

　いつの間にか、ブランシェはぼろぼろと泣いていた。

「ご、ごめん、なさい！　私……」

「いいんですよ……女の子の成長は早いと、わたくしは知っておりますから……何人も何人も、お育てしてきましたからね……」

　寂しさと嬉しさが入り交まじった笑みを浮かべるサーナキアは、悲しいほどにきれいだった。

「……避よけられたくせに」

　泣きながら追つい及きゆうすれば、サーナキアは一瞬眼を見張った後、唇から血を零しながらそれは楽しそうに微笑んだ。床に広がった艶やかな金髪は、彼を縁取る額がく縁ぶちのようだ。

「……さすが、わたくしのブランシェ……肝かん心じんなところはちょろくありませんね……」

「そんなに……私の教育係を、やめたかったの？　私が……アルシェイラ様に、遠く及およばないから……？」

「……そうですね」

　ふふ、とサーナキアはどこか幼い微笑みを浮かべた。

「アルシェイラ様は、高こう潔けつで、孤こ高こうで、才能にあふれた、完璧な神子姫でした……あなたなどとは、まるで違ちがいました……」

「そ、そうよね、やっぱり……」

　これは噓ではない。うなだれるブランシェに、サーナキアはくすくすと喉を鳴らす。

「……そうですよ。違いすぎて、あなたといると……遠い日の思い出を、忘れて、しまいそうで」

　ぎりぎりで張り詰つめていた糸がふっと切れたような唐突さで、サーナキアを構成する輪りん郭かくが歪ゆがみ、消えた。

　死んだ吸血鬼は、灰に還かえるのだ。

「サ、サーナキア……」

　呆然とするブランシェの上で、レイヴンがふっと笑った。

「ばっちり、だな。さすが俺の神子姫様、『神魔』まで倒しちまうとは……」

　薄うす笑わらうレイヴンの顔が、ひどく青いことにブランシェは今さら気付いた。急所を貫かれることは免まぬがれたものの、大量出血していることに変わりはないのだ。

「大変！　お、お待ち下さい、私の」

　いまだレイヴンの腹に刺さっている剣に手首を当てようとしたところ、いきなり両手首を摑まれた。硬い床に両腕を縫ぬい止められ、動きを封ふうじるように四し肢しを押さえつけられる。ここまでされては、サーナキア仕込みの護身術も役に立たない。

「だめだ……もう、間に合わねえよ」

「そ、そんな、グレイドル様！」

「いいんだよ……最初から、こうする気、だった……どうせ俺は、人間には戻れねえし、な……」

　か細い声に、全身の血の気が引く。

「……そんな……、知って……」

「俺を改造した奴やつが、言ってたよ。それに……血の味を覚えた吸血鬼なんぞ、野放しにはできねえ、だろ。英雄である俺も、神子姫であるあんたも……」

　──騎士団に戻ったら、と何気なく口にしたブランシェに、荒すさんだ態度を見せた彼。

　トーマの血を吸う直前、小さな声でつぶやいたことを思い出す。

　これで覚かく悟ごが決まった、と。

　吸血の誓いを破った瞬間に、己おのれの歩む道を完全に定めたのだろう。図はからずも得た英雄の地位と、守ると誓った神子姫に相応しく。

「……私の血を吸って下さい！」

　悲鳴のような声で、懇こん願がんする。

「き、きっと元に戻れます。私、一生懸命修行して、初代神子姫様みたいになりますから……あなたを人間に戻す方法を、きっと身につけてみせますから!!」

　それまで待ってほしいと頼むのに、レイヴンの答えは素そっ気けない。

「無理だし、そんなに待てねえよ。その間に俺は、きっと本物の化け物になっちまう……」

　はかなく笑うその唇に、ちらちらと覗く牙。

　そこにどうにか首筋を押しつけられないものかと、必死に狙いを定めて首を伸ばすものの、彼にはブランシェの考えなどお見通しのようだ。

「俺はもう人間も英雄も、辞やめちまったが……あんたの力は、今後もこの国に必要だろ……だから、俺のことなんか忘れて役目を果たせ、神子姫ブランシェ……！」

　あえてなのか、もうそんな力はないのか。「染心」ではなく、ただのレイヴン・グレイドルの命令が心臓に絡みつく。彼の最後の頼たのみ、聞いてあげたい。

　でも、聞けない。なぜならブランシェは、

「わ……私はきっと、あなたの『染心』の中毒になってしまったのです!!」

　そんな命令では聞けない。足りない。……彼を失いたくない。

「『染心』中毒になった人間は、長期の治ち療りようが必要とおっしゃいましたよね!?　あなたはまだ私の騎士なんでしょう、命令を聞いて、行かないで……!!」

　彼に血を飲ませることに成功したトーマのように涙ながらに訴うつたえれば、レイヴンの表情が少し優しくなった。

「……すげえ殺し文句吐くな、しょうがねえ姫さんだ……ああ、泣くなよ……」

「う、噓泣き、です！」

　むきになって、ブランシェは叫んだ。

「そして可愛いわがままを言っています!!　おねだりでもあります!!　私がんばります、ものすごくがんばって『普通の女の子』としても成長してみせますから!!　恋の話はまだちょっと分かりませんけど、どうか今すぐ私の『染心』にかかって、死んではだめ……!!」

「……もうかかってるよ」

「えっ？　じゃあ、あっ」

　勲章授与式の時よりもっと、顔が近くなった。唇に、濡れた何かがそっと押し当てられる。

　呆然と眼を見開いているブランシェを見下ろして、レイヴンはしてやったり、とばかりに笑った。

「ここまで面倒見た分の代価、確かにいただいた。……じゃあ……元気で」

　四肢を拘こう束そくしていた力が解けていく。ブランシェが何か言う前に、彼のぬくもりは静かに消えていった。
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　秋晴れの空の下で、白い神み子こ神しん殿でんは一層美しく輝かがやいている。

「お久しぶりです、神子姫様」

　控ひかえめに飾かざった軍服に身を包んだトーマが到とう着ちやくしたことを知らされたブランシェは、いそいそと自みずから彼を出で迎むかえた。

「まあ、トーマ殿下、ご機き嫌げんよう。お忙いそがしいところ、申し訳ありません」

　──レイヴンが突然自室に現れた夏の日から数カ月。王宮に戻っていたトーマは激げき務むに追われ、こうしてまともに顔を合わせるのはあの事件以来だ。

「とんでもない！　今日という日を、小官はずっと心待ちにしていたのですから!!」

　張り切るトーマを伴ともない、ブランシェは神殿の奥、関係者以外立ち入り禁止の部屋に入る。ちょうど大きな寝しん台だいの上で、薄うす青あおい寝具を身に着けた黒くろ髪かみの青年が身を起こした。

「グレイドル様!!」

「レイの兄貴!!」

「……あぁ!?」

　涙を浮かべた二人が口々にその名を呼びながら駆かけ寄れば、寝ぼけたような緑の瞳ひとみで周囲を見回していたレイヴンがぎょっと身を引く。

「おい、何がどうなってるんだ。俺は、死んだんじゃなかったのか!?　最後だと思ったから、俺は……!!」

「ええ、本当なら、死ぬはずだったんですけどねぇ」

　にこやかな声が、長い金きん髪ぱつを持つ青年の唇くちびるから漏もれた。

「……てめえ!!」

　寝台の横に立っていたサーナキアを見つけ、レイヴンは瞬しゆん間かん的てきに立ち上がろうとした。生あい憎にくとまだ本調子ではないため、目眩めまいを覚えて額ひたいを押さえてしまったが。

「おっと、まだ安静にしていないとだめですよ。せっかく眼が覚めたのに、また寝込むことに」

「人ごとみたいに言ってるんじゃねえ……！　てめえも心臓をぶっ刺さされ、ご託たくを並べて消えたはずだろうが!!」

　当然の指し摘てきに、サーナキアは朗ほがらかに笑った。

「正直、我われながらいい死に方だと思ったんですけどねえ。さすが神にも等しい『神しん魔ま』のわたくし、大地の精を勝手に吸い取って、復活してしまいまして。こうまで強くて美しいと、おちおち死ねないのですね……」

　紅あかい瞳の縁ふちに涙を浮かべ、サーナキアは悲しみを表現する。ちなみに現在も、彼の瞳の色が認識できるのは室内にいる者たちだけだ。

「ところがいざ復活すれば、神子姫様はあなたをなんとかしてくれの一点張りですよ。全く、感動の再会だったというのに……」

「ご、ごめんなさい、あの時は。でも、あの、サーナキアが戻もどってきてくれて、しかもまた私の教育係になってくれて、本当に嬉うれしかったのよ？」

　恐きよう縮しゆくするブランシェを、レイヴンは困ったようにちらちらと眺ながめている。

「俺を復活させた……？　姫さん、あんた、まさか」

「ご安心下さい。わたくしの神子姫様の血を飲めなんて、もう二度と言いませんから」

　きっぱりと、彼はレイヴンの想像を否定した。

「あなたに注そそぎ込んだのは、わたくしが得ているのと同じ大地に満ちた精せい気きです。『魔族』の体には即そつ効こう性せいがないようで、治ち癒ゆまでずいぶん時間がかかりましたけどねえ」

「……そういうことかよ……」

　なんとも言えない顔でうなずいたレイヴンの顔を、ブランシェは心配そうに覗のぞき込んだ。

「申し訳ありません。……グレイドル様は、元々全部終わらせたら、その……死ぬ気だった、のですよね」

「……まあな」

　今となっては恥はずかしいのか、ぶっきらぼうに答える彼にブランシェは安心して続ける。

「よかった！　なら、まだ全然終わっていませんから、当分死なずに済みますね!!」

「……なんだと？」

　訳が分からない、という顔をするレイヴンに、トーマが横合いから説明を始める。

「王家や騎き士し団だんの上部ともいろいろ相談した結果……王家と騎士団が『魔族』を作っていたことは、当面公表を差し控えようという話になったんです」

「なんだとぉ？」

　どすのきいた声を出したレイヴンに、トーマは慌あわてて釈しやく明めいを始める。

「も、もちろん、『魔族』の作成自体は差し止めました！　ですが今では、自然繁はん殖しよくした『魔族』の数が増えているそうで、作成はあまり行われていないようなんです。むしろ知性を保ったままの『魔族』化のほうに、比重が置かれていたようで……!!　あっもちろん、そちらも止めましたから!!」

「平たく言えば、混乱を避さける方向に動いたってことですね」

　埒らちが明かないと思ったのか、サーナキアが助け船を出した。

「わたくしは神子姫様以外の人間が死のうが生きようがどうでもよろしいが、神子姫様が民を救いたいとおっしゃるのでね。馬ば鹿か正直に公表したところで、ギルディアス殿でん下かもおっしゃるような大空位時代が始まるだけですし。あ、ちなみにあの方は王宮内に軟なん禁きん、ルーベラン殿下は神殿内の別室で治ち療りよう中ちゆうです」

　帝王があの状態であるため、オリオロンを誰かが統治することは必要なのだ。それができるのは結局ギルディアス以外おらず、王宮に戻ったトーマおよび秘密を知る一部貴族の監かん視し下かに置かれてはいるが、現在も彼は帝王代理を務つとめている。

「騎士団の上部も入れ替わり、司令官職はあなた以外総入れ替えです。ちなみにあなたは、処刑されるふりをして王家と騎士団の暗部を探っていた救国の英えい雄ゆうということになっていますので、口裏合わせをよろしくお願いします」

「……てめえら、勝手に」

　牙きばをひらめかせてレイヴンがうなるが、サーナキアはすばやく先手を打つ。

「そうしないとあなた、外を出歩けなくなってしまいますよ？　ちなみに今は、名めい誉よの負傷のため病気治療中ってことにしてますけど。あなたの名誉を取り戻しておかないと、亡なくなった部下の皆さんの名誉も回復できませんからねえ」

　実験により死亡した部下の名を出されると、レイヴンも弱い。分かったよ、と不ふ承しよう不ぶ承しよう応じたが、サーナキアを見る瞳からは疑念が消えていない。

「大体のことは分かったが、てめえのことがまだだぞ、サーナキア。俺と姫さんを殺しかけたこと、忘れたとは言わせねえ」

「嫌いやですねえ。疫えき病びようを操あやつる力を持っているわたくしがその気になれば、あなたが目覚める前にオリオロンは地図から消えていますよ。そもそもあなたを懇こん切せつ丁てい寧ねいに目覚めさせた時点で、十分じゃないですか？」

　禊みそぎは済んだと主張したサーナキアは、思わせぶりにブランシェに眼をやる。

「それに、ね、なんとうちの神子姫様、『染せん心しん』が使えるようになったんです。おかげでわたくし、すっかり中毒になってしまって、この方を裏切る気など毛頭ないのです」

「……なんだと？」

　死にかけているレイヴンに、ブランシェが力をつける云うん々ぬんと誓ちかったのは事実だ。

「と言っても、あなたとわたくしぐらいにしか効きませんが。さ、どうぞ、神子姫様」

　サーナキアに背中を押されたブランシェは、緊きん張ちようした面おも持もちでレイヴンの前に立った。こほん、と咳せき払ばらいして、澄すんだ水色の瞳でじっとレイヴンを見つめる。

「な、なんだおい、やめろ」

「レイヴン様」

　サーナキアの教えに従い、名字ではなく彼を名で呼ぶ。優秀な教育係の弁どおり、レイヴンは驚おどろいたようにこちらを見つめて動かなくなった。

　今だ。ぐっと身を乗り出し、レイヴンの肩に手をかけ、下からその眼を覗き込むようにして願う。

「レイヴン様、お願いです。私の騎士兼けん教育係として、ずっと側にいて下さい。そして私を立派な神子姫かつ、立派な『普通の女の子』にして下さい！」

「神子姫様!?」

　トーマが狼ろう狽ばいする声が聞こえる。ブランシェも距きよ離りが近すぎて恥ずかしいのだが、サーナキアの教えは絶対だ。事実、レイヴンは自分を凝ぎよう視しして動かないではないか。
















「神子姫って、あんた……あの王子との、婚こん約やくは？」

「いったん白紙に戻しました。ルーベラン殿下は当面『染心』中毒の治療が必要ですし、私との婚約を受けて下さったのは『染心』を受けていたからです。それに私も神子姫として、やることがありますから」

「神魔」の検知はまだまだ無理だが、それが未知の存在であると理解したためだろう。「天てん眼がん」使用時の失敗は、今やほとんどなくなっている。念のため神子姫候補の育成は続けてもらっているが、サーナキアの話によれば、やはりブランシェの素そ養ようが一番高いのだそうだ。

　ならば本当に力を失うその日まで、役目を全まつとうしたいと思う。両親を養いたいのはもちろんだが、いずれ『神魔』と対決せねばならないかもしれないことを考えると、自分がこのまま神子姫であるのが一番いいだろう。そして……

「サーナキアとあなたの力があれば、きっとあなたを人間に戻す力も身につけられると思うんです。あ、吸血についてはご安心下さい、サーナキアが大地の精を得る方法を教えてくれるらしいです」

「はっはっは。とはいえ吸血の衝しよう動どうは残ると思いますので、そこはがんばって自制して下さいね」

　あっさり重要なことを丸投げされて、レイヴンの眉み間けんにしわが寄った。なかなか彼がうなずかないので、不安を覚えたブランシェは眉まゆ根ねを寄せて小さく確認する。

「……だめ、ですか？　あの、勝手なことを言っているのは分かっています。でも……私は優しくて強くて部下思いで、私などにも気を遣つかって下さるあなたに、死を選んでほしくないのです。ですから……!!」

　すがるようなその眼を見て、レイヴンは重々しくつぶやいた。

「……『染心』、か」

　白いうなじに吸い寄せられる視線を微び妙みように逸そらしながら、彼はいかにも渋しぶ々しぶと続ける。

「それじゃ、まあ……しょうがねえ、な。……中毒にならない程度に頼たのむ」

「よかった!!」

　以前のルーベランのように、ブランシェはぴょんぴょんとその場で跳はねてはしゃぎだす。するとレイヴンが、おもむろに口を開いた。

「その代わり、あんたに頼みがあるんだが」

「あ、はい、なんでしょう？」

「以前あんたが持ち歩いていた付けひげがあるだろう。あれ、まだ持ってるか？」

「ええ、部屋にありますが」

　何度か着替えるたび服の隠かくしに入れていたので、結局神殿まで持って帰ってきてしまっている。

「あれを俺にくれ」

「え？　ええ、後で取ってきますけど……グレイドル様も、ひげに興味がおありですか？　魔ま除よけになるものを、今のあなたが持っても……」

「いや、なんの興味もねえよ」

　レイヴンは迷いなく即そく答とうした。

「だが、興味がねえから、やる気を失いたい時に有効だと思う」

「……？　はい」

　レイヴンが言っていることはさっぱり分からないし、サーナキアがくすくす笑っているのも意味不明だ。もっと修行を積まねばならないと、ブランシェは改めて誓うのだった。





終　
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　馴な染じみの読者様には少々お久しぶりでしょうか、小お野の上がみ明めい夜やです。「天てん眼がんの神み子こ姫ひめ　吸きゆう血けつ騎き士しは夜明けに誘いざなう」をお読みいただきましてありがとうございました！　一度は書いてみたい吸きゆう血けつ鬼きものですが、残念ながら耽たん美び成分はないに等ひとしい、完全に腕わん力りよく押しの吸血鬼をよろしくお願いします!!




　ちょっぴり？　世間知らずな神子姫・ブランシェを、英えい雄ゆうにして○○○（あんまり伏ふせ字の意味ないかも）になっちゃったレイヴンがげんなりしながら世話を焼くお話です。ヒロインが見た目より○○○なせいもあり、ちょこちょこバトル展開も入っておりますが、ラ……ラブコメですよ!!




　がんばる銀ぎん髪ぱつ神子姫という私の聖せい女じよ萌もえを詰め込んだブランシェは、聖女が行きすぎてちょっとアレなところもありますが、そこがレイヴンのような男には丁ちよう度どいいんだろうと思っています。なんだかんだで男は騎士になりたいもの。

　そんな二人を半笑いで見守ってるのか何なのかのサーナキアは、今まで書いたことのないタイプの美形で面おも白しろかったです。オリオロン三兄弟は、みんなそれぞれに濃いですが、ギルディアスのキャラデザにはいい意味で裏切られました！　個人的にはギル兄様のひげよりも、ルーベランの髪かみの毛をふわふわしたい。




　挿さし絵えが初めてとは思えない完成度のイラストを提供して下さったトリュフ様、ろくでもないスケジュールを（略）担当・山内様に支えられ、まずは一巻の発行となりました。実は連続刊行を予定しておりまして、二巻は来月十月に発行です。一巻で名前だけ出てきたあの人がアレでまたレイヴンが大変そうなので、引き続きよろしくお願いします!!





二〇一三年八月　　小野上明夜　










著者

小野上明夜

Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

少女小説家なら一度は書いてみたい！　と思われる神子姫と吸血鬼のお話をノリノリで考えたのですが、出来上がったらいつもの私の話でした。

お、乙女向けライトノベル文庫だから、いいよね……!!




ブログ「空のお城」

http://onogami.blog103.fc2.com/










イラスト

トリュフ

truffe




はじめましてトリュフです。

素敵な作品に関わらせて頂けてとても幸せです。

個人的にサーナキアが一番お気に入りなのですが、彼の名前を見ると無性にカレーが食べたくなります。何故でしょうか。

私の絵もお話を読む際の良いスパイスになれれば嬉しいです。










電子版　ビーズログ文庫



天てん眼がんの神み子こ姫ひめ




吸きゆう血けつ騎き士しは夜よ明あけに誘いざなう













著者／小お野の上がみ明めい夜や

イラスト／トリュフ
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